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（……くそっ。けったくそわりぃったらねぇや）

　週の半ばの水曜の夜、立ち飲みスタイルのバーのカウンターで、宮みや澤ざわ一かず弥やはふて腐くされてウイスキーを呷あおっていた。

　ここは、有名なゲイタウン内にある【バー・フロート】。

　いわゆるゲイバーの一種だ。

　大学入学当時から、自分はゲイだと堂々とカミングアウトしていたせいもあったのだろう。

　大学で知り合った友達、川かわ島しま直なお己みが、どうやら自分もそっちみたいだと言い出して、だったら比ひ較かく的てき客筋がよく安心して飲めるいい店があるから一いつ緒しよに行ってみないかとここに誘さそってみたのは、もう四年近くも前の話になる。

（こんなことになるんなら、ここを教えるんじゃなかったぜ）

　飲み干したグラスをカウンターに叩たたきつけるように置き、一弥は今さらながら過去の自分の行動を後こう悔かいする。

　一弥が直己の存在を気にするようになったのは、大学に入学してすぐのことだった。

　講義の合間に楽しげに笑いさざめく集団にふと視線を向ける度たび、その中で楽しげに微笑ほほえんでいる直己の姿にどうしても目が引きつけられた。

　さらさらの黒くろ髪かみにくっきりした二ふた重えの目が印象的な直己は、そこそこ整った顔立ちをしているものの、ちょっと吞のん気きでぼうっとしているせいか、決して目立つほうではない。

　おっとりして口数も少ないから、騒さわがしくて目立っているわけでもなかった。

　それなのに視線が引きつけられるのは、直己の持つ一種独特な清せい涼りよう感かんのせいだ。

　好感度の高い素す直なおそうなその微笑みは、鮮あざやかな新緑を目にしたときの涼すずやかさを見る人に連想させるようで、なにかほっとした優やさしい気分になる。

　今から思うに、たぶん一ひと目め惚ぼれに近かった。

　ノーマル相手にアプローチしたところで無む駄だだと最初から諦あきらめていた一弥は、故意に直己に近づき首しゆ尾びよく友達の地位を手に入れた。それ以上の関係を望むつもりはなかったのだが、どうやら自分もゲイみたいだとの直己の爆ばく弾だん宣言のせいで、そのときばかりは、心機一転してチャンス到とう来らいとばかりに一気に張り切ってしまったのだ。

　仲間達がたくさん集まる場所に行こうと直己をフロートに誘い出し、今と同じこのカウンターで、この店を訪おとずれるほとんどの人達が持つお手軽な恋れん愛あい観を熱く語ってみたのも下心故ゆえだ。

　曰いわく、この街で遊ぶお仲間の中には、一対一の恋こい人びと関係に拘こだわらず、気に入った相手と肉体だけのつき合いを続ける人が多い。ノーマルに比べて絶対数が少ないゲイの場合、本気で愛せる相手を見つけるのは至難の業わざだ。だから、まずは心の相あい性しようより身体からだの相性を優先して遊びつつ、本気になれる相手を探しているのだと……。

　直己が女性より男性の身体に惹ひかれる自分を自覚したばかりなら、きっと次は男同士のセックスに興味を示すに違ちがいない。

　まずはお手軽に身体の関係から試ためしてみようかなと直己の気持ちが動いたところで、俺とどうよ？　と誘うつもりだった。

　そして肉体関係を結んだ後には、今度こそ本気で口説くつもりでいたのだ。

　だが直己は、一弥の予想通りには動かなかった。

『身体だけの遊びの関係かぁ……。俺には、そういうの無理だな』

　この店のお手軽そうな雰ふん囲い気きにも、遊びを前提とした肉体関係を求めるその感覚にも馴な染じめそうにないと直己は真ま面じ目めな顔で言った。

　いつか心が自然に動いて、誰だれかに本気の恋をするのを待つと……。

　その言い草に一弥はがっかりしたし、どこの乙女おとめだよと正直呆あきれた。

　と同時に、ほっと胸を撫なで下ろしていたのだ。

（やっぱ直己はこうでないと──って思ってたのによ）

　素直そうなその微笑みと、一種独特な清涼感。

　一弥が恋した直己は、好こう奇き心しんに流されてお手軽に遊ぶような人間じゃないのだ。

（それがなんで、今になってろくでもない遊び人に引っかかっちまうんだよ！）

　苛いら々いらとグラスを摑つかみ、またウイスキーをぐぐっと飲み干しカウンターに叩きつける。

　一目惚れしたと直己から聞かされたのは、去年の冬のことだった。

　四年ぶりにひとりでフロートに立ち寄ったその帰り道、酔すい漢かんに絡からまれたところを助けてくれた、とんでもない美形の色男に恋をしてしまったのだと……。

　そしてついさっき、久しぶりに会った直己から、その色男とつき合っていると告白された。

「ったく。あんな男のどこがいいんだか……」

　呟つぶやきつつ、またグラスを手に取り、ウイスキーを一気に飲み干す。

　一弥は、以前一度だけその男と顔を合わせたことがある。

　直己の言うとおりで確かに滅めつ多たに見ない色男だったが、その性格にはかなり問題があるように感じられた。

　心配になった一弥が大だい丈じよう夫ぶなのかと聞いてみたら、直己の返事は妙みように歯切れが悪かった。

　よくよく聞いてみたら、頻ひん繁ぱんに会っているが恋人同士というわけではなく、ただの遊びの関係らしい。

　かつての直己は、身体だけの遊びの関係は無理だと言っていたはずなのに……。

　その事実は、一弥に酷ひどいショックを与あたえた。

　狼狽うろたえるあまり一生言うつもりがなかった直己への想おもいを口に出してしまったし、そんなお手軽な関係はおまえには似合わないと柄がらにもない説教まで垂れてしまった。

　直己はそんな一弥の言葉に、素直に耳を傾かたむけた。

　しかも別れ際ぎわ、『心配してくれてありがとうな』と礼まで口にして……。

（心配、か）

　直己が心配なのは事実だが、それ以上に、ずっと自分が大切に思ってきた存在が自分以外の誰かからお手軽に扱あつかわれているのがたまらなく嫌いやだっただけだ。

　惹かれてやまなかったあの素直そうな微笑みが、直己の顔から消えてしまったことも……。

（俺は、俺のためにああ言ったんだ）

　本気で恋した相手に邪じや険けんにされるのが嫌だから、告白することもなくただ側にいた。

　その大切な相手がろくでなしの遊び人に都合よく遊ばれているとわかっていても、拒こばまれるのが怖こわいから、そんな奴やつやめて俺にしておけよと強ごう引いんに迫せまることさえできなかった。

　なにもかもが自分のため、自己保身しているだけだ。

　明日も仕事だからと直己が帰った後、ひとりフロートに残った一弥は、そんな自分自身に対する自己嫌けん悪おに深く浸ひたりきっている。

（直己はこれからどうすんのかな？）

　遊びの関係はやっぱり無理だときっぱり別れるか、それとも、遊びでもいいと割り切って一目惚れした相手の側そばに居続けるか……。

（ああ、くそっ！）

　直己の泣き顔は見たくないなと思いつつ、またグラスを手にとってウイスキーを呷あおる。

　思いっきり顎あごを上げ一気に飲み干したウイスキーは、なんだかやけに喉のどにひりりと熱い。

　再びグラスをカウンターに置こうとした一弥は、ふと奇き妙みようなことに気づいた。

（なんで、飲んでも飲んでも酒がなくならねぇんだ？）

　さっきから何度も飲み干したはずなのに、再びグラスを手にしたときにはまたウイスキーがダブルで注つがれている。

　もしやと思って顔を上げると、ウイスキーがダブルで注がれたグラスを手にした顔かお馴な染じみのおねえ言葉のバーテンダーが、浮うき浮きした様子でこっちをこっそり窺うかがっていた。

「──あら、ばれた？」

　一弥の怪け訝げんそうな顔を見て、うふふっとバーテンダーが愉ゆ快かいそうに笑う。

　どうやら一弥のグラスが空になる度たび、わんこそば方式でささっとグラスごと交こう換かんしていたらしい。

「な～に勝手なことしてやがんだよ。こっちは失業中で緊きん縮しゆく財政だ。注文してねぇ分は払はらわねぇからな」

「別にいいわよ。お代はそっちのお大だい尽じんさまからいただくことになってるから」

「お大尽さまだぁ？」

　この悪戯いたずらの主犯格はそいつかと、一弥はバーテンダーが指差したほうを見た。

「……なんだよ。お大尽ってよか、赤毛の熊くまじゃねぇか」

　一弥の視線を受け、「やあ」と気さくに挨あい拶さつしてきたのは、平均よりちょい身長の高い一弥が見上げなければならないほどの赤毛の大男だった。

　顔の下半分がもさっとした赤毛の髭ひげに覆おおわれていて、ちょっと伸のびすぎた柔やわらかそうな前まえ髪がみから覗のぞく穏おだやかな目元はやけに彫ほりが深い。

「どこの国の人？」

「一応、ここの国の人だよ。両親が正体不明なもんで、もしかしたらどこか違う国の血が多めに入ってるかもしれないが、国こく籍せきだけは間ま違ちがいなく日本」

「ふうん」

　なにやらもの凄すごく個人的な事情を聞かされてしまったが、一弥は故意に聞き流す。

「おっさん、俺に奢おごっても無む駄だだぜ。あんたみたいなの好みじゃねぇし」

　身長や年ねん齢れいには拘こだわらないが、一弥が遊び相手に選ぶのは基本的に細身な綺き麗れいどころだ。

「ほ～らね。だから彼には奢っても無駄だって教えてあげたのに」

　タチ専門でネコはしないと一弥が断言しているのを知っているバーテンダーが、熊男に肩かたを竦すくめてみせた。

　緩ゆるくパーマをかけた髪かみは真っ黒、目はくっきりアーモンド形の二重で瞳ひとみは真っ黒。

　南国風の甘く濃こいめなフェロモン垂れ流しの顔立ちで、いわゆる細マッチョなしなやか体形の一弥は、はっきり言ってタチにもネコにもどっちにももてる。

　金を出すから抱だかせてくれと言われることも多いが、その手の誘さそいには応じたことはない。

「いいよ。下心がないとは言わないが、とりあえず今日は話し相手になってくれれば充じゆう分ぶん」

　歩み寄ってきた熊男は、目を細めて一弥を見つめた。

（案外、若そうだな。しかも着てるの高級ブランドじゃん）

　もさっとした外見から三十代後半ぐらいかと当たりをつけていたが、間近で見るその目元は張りがあってまだ若々しい。

　大学時代、その手のショップで何度かバイトをしたことがある一弥が知る限り、男の着ているブランドは経済的に豊かな独身男性が好むそれだった。

　日常的にこの手のブランドを身につけられる経済状じよう況きようなら、たかっても問題なさそうだ。

「よし。じゃ、勝手にしゃべってな」

　相づち程度で飲み代がチャラになるならめっけもんだ。

　一弥はバーテンダーから直接グラスを受け取り、ぺろっとウイスキーを舐なめる。

「とりあえず、名前と年齢が聞きたいな」

「一弥だ。大学出たての二十二。──おっさんは？」

「俺は小こ金がね井い正まさ輝き。まだぎりぎり二十代なんだが……。それでもおっさん？」

「そういうのを気にするところが、すでにおっさんなんだよ」

「そうか。そうだよなぁ。少し前までは年齢なんて気にしたこともなかったしなぁ」

　正輝は苦く笑しようしながら、自分のグラスに口をつけた。

　どうやら一弥と同じものを飲んでいるようだ。

「さっき、君と一いつ緒しよにいた若い子も同じぐらいの歳？」

「ああ？　おっさん、もしかしてあいつ狙ねらってんのか？」

　もし直己を狙ってるのなら、がっちり予防線を張らなければと一弥が睨にらみつけると、「違ちがう違う」と正輝が手を振ふる。

「俺は最初からカズちゃん狙いだ。外で君を見かけて気になったから、追っかけてこの店に入ったぐらいだし」

（……カズちゃんって）

　そんな風に呼ばれたのは小学生以来だ。

　あまりのなれなれしさに一弥は軽くむっとして、もしかしたら、おっさん呼ばわりしていることへの意い趣しゆ返がえしなのかもしれないと思った。

「おっさん、ここはじめて？」

「ああ。この店、賑にぎやかだけどガチャガチャし過ぎてなくて、ちょうどいい感じだな」

　試ためしにもう一度おっさん呼ばわりをしてみたのだが、どうやらまったく気にしていないようで穏やかに返された。

「で、さっきの子は、カズちゃんとどういう関係なのかな？　やけに親しげだったけど、やっぱり恋こい人びとだったりする？」

「いや、ただの友人。俺、フリーだし」

　正輝の指し摘てきに、一弥は微笑ほほえんで肩を竦めた。

　直己が余計なちょっかいをかけられないよう、この店にいる間はわざと肩を抱いてベタベタしては予防線を張っていたから、誤解されてむしろ本ほん望もうだ。

「じゃあ、まだ俺にもチャンスはある？」

「だから、おっさんは趣味じゃないって言ってんだろ。俺は綺麗どころが好きなんだよ」

「おっさんかもしれないが、これでもまだ二十代だよ。この顔だって、髭さえ剃それば美形の範はん疇ちゆうに入ると思うし……」

　ほらほら、よく見てみな、と正輝が顔を近づけてくる。

「うぜえ」

　一弥はその胸を邪じや険けんに押し戻もどした。







「……あぁ？」

　ふと目を開けると、見慣れない天てん井じようが見えた。

「ここ、どこだ？」

　寝ねかされたベッドから起き上がろうとして身体からだをちょっと動かした途と端たん、世界がぐら～っと揺ゆれる。

「俺の家だ。──大だい丈じよう夫ぶか？」

　目が回って身体の力が抜ぬけ再びベッドに倒たおれた一弥を、心配そうに正輝が覗き込んできた。

「おっさんの家？　じゃあ俺、お持ち帰りされたってことかよ？」

　ありえねー！　と、横になったままゲラゲラ笑う。

　どうやら勧すすめられるままウイスキーを呷あおり続けたせいか、珍めずらしいことに記き憶おくが途と切ぎれるほど酔よっぱらってしまったらしい。

　とりあえず意識は戻ったものの、発ほつ作さ的な笑いの衝しよう動どうがなかなか収まらないあたり、まだまだかなり酔っぱらっているようだ。

　ひとしきり笑って、なんとか気が済んだ一弥は、今度は自分が寝かされているベッドのシーツの色が気になりだした。

「なんで黒なんだよ」

　ありえねー！　と、今度は光こう沢たくのあるサテン地の黒いシーツにぶーぶー文句を言う。

「シーツはやっぱ綿で白だろ。でもって、パリッと糊のり付づけされてなきゃ」

「気に入らないか……。黒いシーツに横たわる裸ら身しんを眺ながめるのが、けっこう好きなんだけど」

「だからって、毎日エロごと仕様のベッドで寝てんのかよ。気色わる」

「じゃあ君は、毎日パリッと糊付けされたシーツで寝てるのか？」

「そんな面めん倒どくせぇこと、ひとりじゃしねぇよ。そんなんしてたの、子供の頃ころの……まだお袋ふくろが生きていた頃だけだ」

「お母さん、病気？」

「いや。……自殺」

　たぶん、と一弥が呟つぶやくと、顔を覗き込んでいた正輝の顔が少し曇くもる。

「ってか、堂々と浮うわ気きしてる親父おやじと、お袋の後あと釜がまを狙う愛人に殺されたようなもんだ」

　両親の出会いは大学時代だと聞いている。

　卒業間ま際ぎわ、母親の妊にん娠しんが発覚してすぐに結けつ婚こんしたのだと……。

　その後、一弥が産まれて一時は幸せな家庭を築いていたが、一弥が小学校に上がる頃、父親に愛人ができたことですべてが変わった。

　父親に惚ほれ込んでいた若い愛人は、裕ゆう福ふくな銀行家一族の娘むすめだった。

　一いつ般ぱん家庭の娘であった母親とは違って、家具や雑貨を取り扱あつかい、各地にショールームを展開している輸入業者であった父親とその親族にとって、たいそう魅み力りよく的な存在だったのだ。

　これみよがしに外がい泊はくする夫と、夫を愛しているのなら身を引くべきだと理り不ふ尽じんな要求で執しつ拗ように迫せまる親族。

　母親は日々追い詰つめられていき、徐じよ々じよに笑わなくなっていった。

　子供心にもヤバイと感じた一弥は、なるべく母親の側そばにいて元気づけていたのだが、一弥が小学校に行っている間にひとりで外出した母親は衝動的に車道に飛び出してしまう。

　即そく死しだったと聞いている。

　周囲の大人達は事故だと言ったが、一弥は自殺だと思っている。

　それを何度も口にしては、痛いところを突つかれた父親や親しん戚せき達から煙けむたがられたりもした。

「死ぬぐらいなら、離り婚こんすればよかったのによ」

　そうしてくれていたら、親子ふたりで新しい生活をはじめることもできていたはずだ。

　だが母親は、そうしてはくれなかった。

　彼女は母親であることより、女であることを選んだ。

　愛する男との別べつ離りに耐たえきれず、子供の存在を忘れ、ひとり現実から逃にげてしまったのだ。

（……俺、さっきからなに言ってんだろ）

　アルコールで理性のたがが外れ気味とはいえ、直己にも話したことのない家の事情を、会ったばかりの男に話してしまった。

　今まではどんなに飲み過ぎても、こんな愚ぐ痴ちを口走ったりしなかったのだが……。

（おっさんの、この目のせいか）

　ベッドに腰こしかけ、心配そうにずっと自分を見下ろしている正輝に一弥は目を向けた。

　もさっと無造作に伸のびた感じの髭ひげで顔の下半分が隠かくれているせいで、その感情の機き微びは主に彫ほりの深い目元に表れている。

　その目が、なんだかとても優やさしい感じがするのだ。

　上っ面つらだけじゃなく、本気で心配して案じてくれているようで……。

（直己の目にちょっと似てるか）

　確かつ乎ことした己おのれを持ちながらも心こころ穏おだやかな人間にだけ見られる、まっすぐで揺らがない眼まな差ざし。

　少々の我が儘ままを言っても気を悪くすることもなく、ただ側にいてくれそうな安心感がある。

「俺は最初から家族がいないからよくわからないが、確かにあったはずの絆きずなが失うせていくのを見ているしかできないのは、きっと辛つらいんだろうな。子供だったら、なおさらだ」

　よしよし、と正輝が一弥の髪かみを撫なでる。

「ガキ扱いすんな」

　ちょっとむっとしたが、一弥はその手を振り払はらわなかった。　>>>♥

（下手へたに動くと、また目が回りそうだし……）

　心の中でそんな言い訳をしながらも、頭を撫でる、温かで肉厚な大きな手の優しい感かん触しよくの心地ここち好よさを密ひそかに楽しみながらゆっくり目を閉じる。

「ん？　どうした？　気分悪い？」

　耳に届く心配そうな低い声は、尖とがった感じがまったくなく、やっぱりとても優しげだ。

「……別に。でも、喉のどが渇かわいた」

　水、と命令すると、名残なごり惜おしげに髪をもうひと撫でしてから、正輝は部屋を出てミネラルウォーターのペットボトルを持って戻ってきた。

「カズちゃん、起き上がれる？」

「無理。目ぇ回るし……。これも、誰だれかさんが際限なく飲ませたせいだな」

「ごめん。えっと……、ストローはあったっけかな」

「ちょっと、おっさん」

　もう一度部屋を出て行こうとする正輝を一弥は呼び止めた。

「ん？　どうした？」

「口移しでいいから、さっさと飲ませろよ」

「……いいのか？」

「その程度でガタガタ言わねぇから、さっさとしろって」

　ためらいがちに問いかけてくる正輝に、一弥は指先でこいこいと手招きしてみる。

「じゃ、遠えん慮りよなく」

　目を細め口に水を含ふくんだ正輝は、一弥の唇くちびるにゆっくりとその唇を押し当ててくる。

（意外にチクチクしねぇもんだな）

　ここまでもさっと髭を伸ばした相手とキスしたのははじめてで、一弥は興きよう味み津しん々しんだ。

　けっこう髭が伸びているせいか、チクチクと刺ささる感じはあまりせず、ただくすぐったい。

　飲まされた水を嚥えん下かした一弥は、手を伸ばして正輝の髭に触ふれてみた。

「おっさんの髪も髭も、ふわっふわだな」

　大きな熊くまのぬいぐるみをついつい連想して、一弥は小さく笑った。

「生きつ粋すいの日本人の髪に比べると、こしがないってよく言われる。もっと飲むか？」

「飲む」

　正輝がまた口移しで一弥に水を飲ませる。

　再び触れた唇は、一弥が水を嚥下した後も離はなれていかなかった。

　強く唇を押し当てられ、意外な強ごう引いんさで正輝の舌が入ってくる。

（……ま、いっか）

　一弥は拒こばむことなくそれを迎むかえ入れた。

　ちょっとした気き紛まぐれ。

　ただの遊びのつもりだったのだが、予想よりずっと正輝はキスがうまかった。

「……んっ……」

　甘く舌を絡からめられ、味わうように口こう腔こう内を舌先でくすぐられて、甘い息が鼻から零こぼれる。

　うなじをくすぐり、髪を撫でる肉厚の大きな手の優しい感触が酷ひどく心地いい。

　離れていくのが惜おしいと感じられるぐらいには……。

「もうちょっとだけ、どう？」

　だから、正輝にそう聞かれたとき、一弥は迷わず頷うなずいた。

（こんだけ飲んでたら、さすがに役に立たねぇだろうし）

　アルコールの過か剰じよう摂せつ取しゆは男性機能を劣れつ化かさせる。

　もともと好みのタイプじゃないし、優しく触れられる心地好さに酔ようことはあっても、セクシャルな欲よつ求きゆうに突き動かされ、流されるような羽目にはならないだろうと思っていた。

　が、またしても予想は外れた。

　再び深くキスされて、まるで慰い撫ぶされるかのように服の上から身体からだに触れられているうちに、腰のあたりに覚えのある重苦しい甘さが溜たまっていく。

「……このままだと苦しいだろ」

　目め敏ざとく一弥の変化に気づいた正輝が、形を変えはじめたそれを、嬉うれしそうにジーンズの上からやんわりと刺し激げきしてくる。

（うわっ、ヤバ）

　そのソフトな手の動きに一弥の身体は露ろ骨こつに反応した。

　きつめのジーンズの中でそれがすっかり起たち上がり、痛いぐらいだ。

「直接触さわってもいい？」

　そう聞きながらも、すでに一弥が頷くと確信しているようで、正輝の指はジーンズのボタンを外している。

　言いなりになるようで癪しやくだったが、ここまできたら拒む気にはなれなかった。

「いいけど……。俺はなんもしねぇし、触るだけだぞ」

「わかった。触るだけ」

　正輝は嬉き々きとして、手慣れた仕草で一弥の服を脱ぬがせていく。

　全ぜん裸らになったところでいったん手を止め、目を細めて横たわる一弥を眺ながめる。

（エロジジイめ）

　さっき正輝は、黒いシーツに横たわる裸身を眺めるのが好きだとか言っていた。

　今日みたいに男を引っかけてきては、こういうことをしょっちゅうやっているんだろう。

　自分もその大勢の中のひとりになって、いずれその複数の記き憶おくの中に埋まい没ぼつするのかと思うと、なにやら妙みように癪に障さわる。

「俺の身体、どうだよ？　合格だろ？」

　一弥が威い張ばって聞くと、正輝は「もちろん」と頷く。

「頭小さいし、手足長いし……。持って生まれた骨格自体が最高の素材な上に、バランスよく筋肉がついてる。……しなやかで本当に綺き麗れいな身体だ」

　肉厚な手の平が頰ほおを撫で、そのまま首から胸へと滑すべり落ちていく。

「んっ」

　その指先が乳ち首くびをかすめ、思わぬ刺激を受けた一弥は微かすかに目を眇すがめた。

「ああ、ここが好きなのか」

　嬉しそうに言って、正輝が楽しげに親指の腹で乳首をこねるように擦こする。

「ちょっ……、あんましつこくすんな」

　散々遊んできたから、ひとりだけよがるのが恥はずかしいだなんてことは言わないが、こちらばかりが観賞されたり観察されたりってのはどうにも気に入らない。

「でも、よさそうだ」

「んなこと……。っ……んっ……」

　じろっと睨にらんでみたものの、しつこくこねくり回されていると勝手に吐と息いきが漏もれてくる。

「ほら、ここ。気持ちいいだろう？」

「んなわけあるか」

　毒づいてみたものの、乳首をきゅっとつままれてビクっと勝手に脇わき腹ばらがヒクつく。

「身体は正直だよな」

　脇腹の筋肉がヒクついたのを見た正輝は、嬉しそうに言った。

「こっちも、触って欲しがってひくひくしてる」

「……っ……」

　茂しげみからそそり起ったそれを、つつ……と指の裏側でくすぐられて、ぞぞっと背中が甘く震ふるえた。

「色も形も綺麗だ。──いいねぇ」

　正輝はしみじみと言って、嬉しげに観賞した。

　この状態で放っておかれるなんて、一弥としてはたまったもんじゃない。

「見てばっかいないで、もっとちゃんと触れよ！」

「ああ、ごめんごめん。焦じらすつもりはないんだ」

　怒おこる一弥に吞のん気きに答え、唇が触れるだけのキスをひとつ。

「身体は触るだけだっけ？　キスしちゃ駄だ目め？　こことか、すっごく味見したいけど」

　俺、フェラうまいよと、きゅっと弾だん力りよくのある大きな手でそこを握にぎり込まれて、一弥はあっさり白旗を上げた。

「もうなんでもいいから、さっさとしろって」

「はいはい」

　言げん質ちを得たとばかりに嬉しげに微笑ほほえんで、再び唇にキス。

　今度はさっきとは違ちがう深いキスで、まるで味わうようにねっとりと舌が絡んでくる。

「……んん……ふっ……」

（やっぱ、このおっさんうまい）

　自分が楽しむために貪むさぼるキスじゃなく、相手を楽しませるためのキス。

　焦あせらない、大人のセックスのやり方だ。

　絡んでくる舌先や髪かみやうなじを撫なでる指先も、こちらの反応を探さぐりながらじっくり的確に攻せめてくる。

　こんな風にじっくりやられたら、キスだけでもう充じゆう分ぶんに身体が熱くなってしまう。

　全身の熱がじわじわと上がり、肌はだがより敏びん感かんになる。

　途と中ちゆうで放ほうり出されるのが耐たえられなくなるほどに……。

（散々遊んできたって感じだよな）

　少々男としてのプライドが疼うずくが、ここまできたらもう開き直るしかない。

　諦あきらめた一弥は、せめてテクを学ばせてもらおうと正輝の動きに意識を集中した。

　キスをしながら、指先がうなじから喉のど、鎖さ骨こつから肩かたへと移動していく。

　どうやらこの指先は斥せつ候こうだったようで、散々キスして一弥を翻ほん弄ろうした唇が、今度は指先が探り当てた敏感なポイントに滑り落ちていき、そこにまたしつこくキスを落とす。

「……ん……くっ……」

　鎖骨のくぼみを舐なめられ、強く吸われて、その心地ここち好よい刺激にビクンっと身体が跳はねた。

（……わっ……ちょっ。これ、マジでヤバイかも……）

　テクがうまいのはもちろんのこと、一番ヤバイのは、もさっとした髭ひげだった。

　唇が肌の上を滑り落ちるのと同時に、もさっとした髭もまた肌に触ふれる。

　微かにチクっとして、同時にふわっとして、これがやたらとくすぐったい。

　まるで羽かなにかで肌を愛あい撫ぶされているようで、正直たまらなかった。

　困った同どう伴はん者しやを引きつれた正輝の唇が、鎖骨から乳首へと降りていく。

「あ……んんっ……」

　ちゅっと乳首を吸われ、散々舐められて軽く歯を立てられる。

　その甘い刺激に、一弥の腰こしは重苦しくジンと痺しびれ、脇腹はビクッとひきつった。

「ああ、やっぱりここを可愛かわいがられるのが好きなんだ」

　顔を上げた正輝が、嬉しそうに言う。

　その拍ひよう子しに、舐められて敏感になっていた乳首を髭がくすぐる。

　これがまた、たまらない。

「……くっ……」

　思わず変な声が出そうになって、一弥は慌あわてて自分の口を押さえる。

「カズちゃん、それ駄目。可愛い声も聞かせてくれなきゃ」

　正輝は一弥の手首を摑つかんで、口から引き離はなした。

「うるっせぇよ、ばか」

　一弥が毒づいても、「意地張っちゃって、可愛いなぁ」と一向に気にした様子がない。

　再び一弥の肌に唇を落とし、今度は反対側の乳首を攻めはじめて……。

（うわっ、マジでヤバイ）

　キスだけで張りつめてしまっていたそこが、この刺し激げきでピクッと露ろ骨こつに反応している。

　ぞわわっと、覚えのある甘い怖おぞ気けが腰のあたりに走り、この調子では直接触れられる前に放ってしまいそうな嫌いやな予感がした。

「も、それいーから、さっさと達いかせろ」

　肌を嬲なぶられただけで、だらだらと精を放ってしまうなんてあまりにみっともない。

「もう？　案外こらえ性しようがないな」

「うっせー。酔よってるせいだ」

「はいはい。そういうことにしておこうか」

　楽しげに言って、正輝は一弥のそれに手で触れた。

（……きっと、こっちもキスみたいにじっくりするんだろうな）

　怖こわいような楽しみなような、微び妙みような気分で正輝の愛撫を期待していた一弥は、いきなりそれを咥くわえられてびっくりした。

「うわっ、いきなりかよ」

「もう我が慢まんできないんだろ？　変に焦らして嫌きらわれたくないからな」

　顔を上げて目を細めると、再びそれに唇を寄せる。

　ちゅっと先せん端たんの敏感な部分にキスをして、味わうように滲にじんだ雫しずくを舐め取ってからそれを咥えて……。

「……ん～っ」

（うー、やっぱ、こっちもうまい）

　変な声を出さないようにするだけでもう精せい一いつ杯ぱい。

　唇で強く擦り上げられる度、じんっと腰が甘く痺れる。

　指先で戯たわむれるように袋ふくろをいじくり回されて、内うち股またがひきつる。

　強く吸われたら、もうどうにもならなかった。

「──も、イクっ！」

　放せっと、正輝の頭を押しのけようとしたが、快感と酔いで力の抜ぬけた腕うでの力ではかなわなかった。

「……くっ‼」

　堪こらえきれず一弥は、正輝の口の中に放ってしまう。

（……うわっ、飲んじゃってるよ）

　一弥も遊び相手にフェラしてやることがよくあるが、さすがに飲んだりはしない。

　口に出されても、後でこっそり吐はき出している。

「いっぱい出たな。最近してなかった？」

「……まあな」

　遊ぶ相手がいないわけじゃない。

　不ふ愉ゆ快かいなことが諸もろ々もろあった会社を辞やめたばかりで、遊ぶ気になれなかっただけだが、わざわざ説明するのも面めん倒どうで一弥は荒あらい息を吐きながら目を閉じた。

（……ねむ）

　一度達ってすっきりしたら、急に睡すい魔まが襲おそってきた。

　このまま寝ねちまいたいなと思っていると、いきなり正輝の手で、くるんとひっくり返されてベッドに俯うつぶせにされた。

「なんなんだよ。もう眠ねむいんだけど……」

「もうちょっとだけ。背中も見せてよ」

「見るだけだぞ。俺、もう寝る」

　枕まくらを引っ張り寄せ、シカトしてこのまま寝てしまおうと顔を埋うずめた。

「触さわっちゃ駄目か……。お預けは辛つらいなぁ。こんなに綺き麗れいな背中なのに……。この肩けん胛こう骨こつのラインもいいな。夏になって綺麗に日焼けしたところに、白い羽をペインティングしたら、さぞかしエロティックな眺ながめだろうなぁ」

　触りたい、これじゃ生殺しだと、ブツブツと不満そうな声が降ってくる。

「あー、うっせ！　寝てらんねぇだろ。そんなに触りたきゃ触れ！」

　眠かったし酔っぱらってるしで、一弥は危機管理意識が働いていなかった。

　失言したと気づいたときは、肉厚の大きな手が嬉き々きとして背中を撫で下ろし、肩胛骨の間にキスを落とされていた。

「っ……んっ……」

　敏感になっていた肌に、これはかなり効いた。

　一気に眠気が吹ふっ飛び、背筋に電流のような甘い痺れが走る。

「カズちゃん、感じると、ここがヒクつくんだな」

　大きな手に脇わき腹ばらを撫で上げられ、また甘い感覚が背筋を走った。

（くっそ）

　一弥は声が出そうになるのを枕に顔を押しつけて堪えた。

　一弥が黙だまっているのに調子づいたらしい。

「背中から腰にかけて……本当に綺麗なラインだ。このお尻しりの形もたまらないな」

　まるでオイルかなにかを塗ぬっているかのように、正輝の大きな手の平が一弥の肩から背中へ、そして腰からお尻へと撫でながら降りていく。

　その手の平が双そう丘きゆうを優やさしく撫でた後、ぐっと肉を摑んで軽く両側に開こうとした。

「ちょっ、そっちは駄だ目めだって言ってんだろ！」

　一弥は両りよう腕うでを突つっ張ぱってがばっと起き上がり、正輝を睨にらみつけた。

　が、急に起き上がったせいでくら～と目が回り、またベッドに倒たおれ込む。

「こんなに敏びん感かんで愛されるのに向いてる身体からだなのに、なんでそう拒こばむかな？」

「嫌なものは嫌なんだ」

　覗のぞき込んでくる正輝に顔だけ向けて、一弥は強固に拒んだ。

「あのバーテンダーの話じゃ、けっこう遊んでるそうだし、誰だれかに操立てしてるってわけでもないんだろう？　こっちの楽しみを覚えないのはもったいないよ。損だと思わない？」

「思わねぇ」

「頑がん固こだなぁ」

　ふうっと溜ため息をついていた正輝が、ふと心配そうな表情になる。

「もしかして……子供の頃ころに悪戯いたずらされたことがあるとか？」

「ねぇよっ‼」

　馬ば鹿か言うなとじろっと睨んだものの、まっすぐ見つめてくる心配そうなその視線に気持ちがくらっと揺ゆらいだ。

（この目、ホント、直己に似てるなぁ）

　直己とは友達という対等な立場であり続けることを選んだから、心配されても愚ぐ痴ちる程度で素す直なおに寄りかかったことはなかった。

　でも、この男にならちょっとぐらいなら甘えてみてもいいかもしれない。

　同情を引けば、さっきみたいに頭を撫なでてくれるかもしれないし……。

（あれは、けっこう気持ちよかった）

　大きな厚みのある手で頭を撫でられるのは、まだなんの不安もなかった幼い日に戻もどったような安心感がある。

「ただ、ちょっと、みっともねぇ思い出があるだけで……」

「どんな？」

「初体験で邪じや魔まが入って失敗した。……な？　みっともねぇだろ」

　当時、一弥は中学生で、相手は大学生の家庭教師だった。

　一弥にとっては初はつ恋こいみたいなもので、向こうもはじめて同性を好きになったとかで、お互たがい手て探さぐり状態でぎこちなく実に可愛かわいいつき合いをしていた。

　キスとたわいのないデートだけで三ヶ月、触りっこする程度でまた三ヶ月、ゆっくりと関係を深め、その先に進むのにも焦あせらなかった。

　身体を慣らす手間も惜おしまず日にちをかけ、そして念願かなってやっとひとつになろうとしたときにいきなり邪魔が入ったのだ。

「やろうとしてたら、義母がいきなり部屋に入ってきやがった。……その後は、もうぐちゃぐちゃの修羅場さ。思い出したくもねぇや」

「その恋人とはどうなった？」

「直後に別れた。……いきなり目が覚めたんだとさ」

　恋をしていると思っていたけど、どうやら勘かん違ちがいだった。同性相手に恋をするだなんてやっぱり無理だと電話で言われて、唐とう突とつに全部お終しまいになった。

「今なら納なつ得とくできんだ。中学の頃の俺って、けっこうなかわい子ちゃんだったからさ。ノーマルでも、ついうっかり勘違いするかもなって……。でも、さすがにあんときは無理だった」

　裏切られたと思った。

　家族との折り合いの悪さから目をそらすように、その頃の一弥は彼との恋にのめり込んでいて、だからこそ余計に傷は深かったのだ。

『人』という字は人と人とが支え合ってできているだなんてよく言うけど、いきなりその支えを失って、泥どろだらけの地べたにびちゃっと倒れ込んだようなものだ。

　周囲に人はたくさんいるのに、泥だらけの一弥を助け起こしてくれる人は誰もいなかった。

　だから一弥はひとりで起き上がり、自分でその泥をぬぐうしかなかったのだ。

　そんな惨みじめな体験が、一弥の心に深い傷を残した。

　もう二度と、あんな風に心を委ゆだねるような真似まねはしないと決めた。

　甘えて信しん頼らいした挙げ句、唐突に放ほうり出されるぐらいなら、最初からひとりでいたほうがいい。

（あんな風に裏切られんのは、二度とごめんだ）

　一弥にとって抱だかれる側に回ることは、その相手に寄りかかるのと似たような感覚なのだ。

　だから、どうしても抵てい抗こうがある。

「そんときのイヤ～な気分を色々と思い出すからさ、抱かれる側に回るのが駄目なんだ。わかったら、もう諦めて寝かせろよ」

　目が回らないようゆっくり起き上がり、足元に置かれてあった毛布を勝手に引っ張り上げてくるまると、また頭を撫でてくれないかなとちょっと期待しながら横になって目を閉じる。

「そうか……」

　聞き終えた正輝は、期待通りにその大きな手で一弥の髪かみに触ふれた。

（……よしよし。いい感じ）

　出すもの出してすっきりしたし、この心地ここち好よさに浸ひたりながら眠ねむってしまおうと思っていたのだが……。

「おっさん、なにしてんだよ」

　頭を撫でていた手が徐じよ々じよに耳元から頰ほおへと降りていき、正輝が覆おおい被かぶさってきてベッドがキシッと揺れる。

「いや、うん。嫌いやな記き憶おくをそのまま放置して何度も繰くり返し思い出すより、いい記憶で塗ぬり替かえちゃったほうがいいんじゃないかと思って……」

　目を開けて睨んだ一弥に、正輝が微笑ほほえみかけてくる。

「……んなこと、頼たのんでねぇよ」

「そう言わずに……。大だい丈じよう夫ぶ、ここなら邪魔は入らないから」

「いや、ちょっ……」

　ちょっと待て、と胸を押し返そうとした手をあっさり除のけられて、深く口づけられた。

（くそっ。このキス、ヤバイんだって）

　流されまいと頑がん張ばってはみたが、もうすでに一弥のいいところを探り当ててしまっていた正輝が巧こう妙みように攻せめてくるものだから、どうにもならなかった。

「ほら、もう気持ちよくなってきた」

「……っ……」

　毛布の上から膨ふくらみかけたそこをやんわり揉もまれて、一弥は声を漏もらさないよう息を吞のむ。

「怖こわがらなくても大丈夫。俺は絶対にカズちゃんを裏切らないよ。ずっと側そばにいる」

「だから、んなこと頼んでねぇって言ってんだろうが！」

　だが、「触さわるな！　乗っかってくんなってば！」と、押しのけようと突っ張った腕うでにはどうしても力が入らない。

　酔よっぱらってるせいだけじゃなく、毛布をはいで直接触れてきたその大きな手の平の感かん触しよくが心地好すぎたせいだ。

「大丈夫、怖くない。ちゃんと気持ちよくしてあげるよ」

　全部俺に委ねて……と、優やさしい声で耳元で囁ささやかれると抗あらがう気力も萎なえた。

（……ま、いっか）

　その気になってしまっている自分より大きな男相手に抵抗したところで、無む駄だなあがきだ。

　無駄に抵抗するよりも、開き直って楽しんだほうがいい。

　それに、正輝の言うことにも一理ある。

（いつまでも、あんなくだらないことに拘こだわってるのも馬ば鹿からしいか）

　大学卒業と同時に、家族とは縁えんが切れた。

　昔の恋人の顔だって、実はもうほとんど思い出せないぐらいなのに、『裏切られた』という嫌な感情だけがいつまでもしつこく心の中に残っている。

　こんなくだらない拘りをいつまでも抱かかえてないで、さっさと解放されたほうがいい。

　そう考えれば、行きずりの相手である正輝なら後あと腐くされもないし、その相手としては悪くないかもしれない。

「やらしてやってもいいけどさ……。こっちはマジではじめてなんだ。──おっさん、絶対無む茶ちやすんなよ」

　胸むな元もとにキスを落とす正輝の髪をぎゅっと摑つかんで顔を上げさせ、命令口調で言うと、正輝は嬉うれしそうに目元を緩ゆるめた。

「まかせなさい。カズちゃんを傷つけやしないから」

　信用してと言われて、一弥はなんとなく頷うなずき返した。

　慣れてるっぽいし平気だろうと、とりあえず正輝のなすがまま身体からだを預けてみる。

　予想通り正輝は慣れたもので、一弥のいいところをすぐに探り当てると、それはもう丁てい寧ねいにそこを慣らしてくれた。

「……っ……しつこ……も……いいって……」

　長い指と舌とで攻め立てられ、同時に前も可愛がられた一弥が泣き言を口走るほどに……。

「駄だ目め。もう少し我が慢まんして」

　一弥がどんなに急せかしても正輝は言うことを聞いてくれない。

　散々泣かされ何度も精を放ってしまった一弥が、もしかしてこいつサドなんじゃねぇのかと疑いかけた頃ころ、やっと望みが叶かなえられた。

「そのまま、ぐったりしてなよ」

　後ろからのほうがたぶん楽だからと、両手で腰こしを摑まれ熱いものを押し当てられる。

「ん……っ……ちょっ………」

　ぐぐうっと押し入ってくるものの、指とは比べものにならない圧あつ迫ぱく感かんに一弥は焦あせった。

　滑すべるものを塗ぬり込まれてなおキツイ。

　思わず首こうべを回めぐらせて振ふり向くと同時に、初体験の相手に正輝を選んだことを心底後こう悔かいした。

（これ、ヤバイだろ）

　大男の正輝は、そこも身体に見合ったサイズだったのだ。

「……っ！　ちょっ……ちょっと待て」

　情けないことに本能的にびびってしまって、ぎゅうっとそこに変な力が入る。

　さすがに正輝も辛かったようで、息を吞む気配の後、「落ち着いて」と耳元で囁かれた。

「カズちゃん、力抜ぬきな」

「む、無理……」

　ずり上がって逃にげようとしたが、がっしり身体を摑まれていてかなわない。

「大丈夫だって。先はもう入ってるんだから……。──ここも切れてないし」

　ぐいっと尻しりに正輝の指がくい込み、そこを押し広げられた。

「くそっ。まじまじ見んな！」

「照れちゃって、可愛かわいいなぁ」

「うっせぇ、とにかくもう抜け！　んなでかいのでガンガンやられたら身体壊こわれる」

「駄目。楽しいのはここからだから」

　うなじから肩けん胛こう骨こつまで音を立てながらキスされた。

　と同時に、柔やわらかな髭ひげが背中をくすぐる。

「……んん……」

　ぞぞっと一弥の脇わき腹ばらがひきつって震ふるえた。

「ほら、カズちゃんだって悪くなさそうじゃないか」

　痛いわけじゃないだろう？　と聞かれて、一弥は渋しぶ々しぶながら頷く。

「乱暴なことはしない。痛がらせて、カズちゃんがこの先抱かせてくれなくなったら、俺だって切ないからな」

　そう言いながら、正輝はまたゆっくりと腰を進めてくる。

　二度目はねぇよと文句を言いたいところだったが、押し入ってくる熱に気を取られて声が止まった。

「……くっ」

　痛くはないが、じわりと身体を押し広げられ内臓を押し上げられるような圧迫感に、どうしても息が詰つまる。

　緊きん張ちようしかかる身体を、正輝の唇くちびると指先が慰い撫ぶするように触れて宥なだめた。

「大丈夫。無理に動かしたりしないから……。ゆっくり俺に馴な染じんでもらって、カズちゃんがちゃんとこっちで気持ちよくなれるまでじっくり粘ねばるよ」

（げっ）

　もうすでに何度か達いかされている一弥とは違ちがって、正輝はまだ一度も放っていない。

　いったいこの先、どれぐらいの時間これをくわえ込まされるのか……。

「ちょっ……」

　ちょっと待て、そこまでする必要はないと拒こばむ前に、正輝の指が顎あごにかかり無む理り矢や理り振り向かされて唇で口を塞ふさがれた。

　あまりの圧迫感に縮こまりかけていたふたつの膨らみを正輝の指がやんわりと揉みしだくと、ぎっちり正輝を吞のみ込んでいたそこがなぜかひくつく。

「ああ、やっぱりね。カズちゃんは、こうして可愛がられるのに向いてるよ」

　囁かれる嬉しそうな声に、羞しゆう恥ち心しんからカッと熱くなった耳を舐なめられて、脇腹がまたビクッと震える。

「……っ……」

　一弥は勝手に出そうになる声を必死で嚙かみ殺した。

「意地を張るのも、ホント可愛いなぁ」

　うるせぇ、余計なこと言うなと文句を言いかけた唇が、また唇で塞がれる。

　なんだか、反応すればするほど、正輝の手の平で転がされてしまう。

（くそっ、ガキ扱あつかいしやがって……）

　悔くやしさから、一弥は心の中で歯は嚙がみした。

　だが、意固地になりかけたその心も、執しつ拗ようで巧たくみなキスと優しい愛あい撫ぶに解けてしまう。

　蕩とろけるような甘いだけの夜に、一弥はゆっくりと落ちて沈しずんでいった。
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（……やっぱ、シーツは白だよな）

　目が覚めてすぐ、ぼんやりと思う。

　爽さわやかな目覚めとはほど遠い気分なだけに、視界に入ってきたエロごと仕様の黒い光こう沢たくのあるシーツになんだかうんざりだ。

（当分、セックスはしたくねぇ）

　身体が怠だるくて指一本動かしたくない。

　はじめて男を受け入れたそこが重苦しく、同時に甘やかな痺しびれがまだ残っている。

（くそ。酷ひどい目にあった）

　結果的に言えば、よかった、と言わざるを得ない夜だった。

　触さわられてない場所はないんじゃないかっていうぐらい身体中を撫なでくり回され、唇が腫はれるんじゃないかって思うぐらいしつこく口づけられ、ヒリヒリして痛いぐらい指と舌と歯とで乳ち首くびをいじられ、出るものが無くなるまで散々前を嬲なぶられた。

　その間も深々と正輝をくわえ込まされ、ゆるゆると刺し激げきされ続けていたそこは、やがて痺れるような甘さに疼うずきはじめて……。

『そろそろ、いい？』

　正輝は宣言通り、一弥自身が疼く身体からだに我慢できなくなって腰を揺ゆらすようになるまで自身の欲よつ求きゆうを抑おさえて粘り続けた。

　自分の欲よく望ぼうのために動きはじめてからも一弥の身体を労いたわることは忘れず、最後まで乱暴な真似まねは本当にしなかった。

　見上げた根こん性じようだと認めてやってもいいが……。

「いくらなんでも、初心者相手に粘りすぎだっての」

　そう呟つぶやいた一弥の声は散々鳴かされたせいでかすれているし、はじめてだっていうのに長時間開かれたままだったそこは、違い和わ感かんがありまくりで身動きするのすら面めん倒どうなぐらいだ。

　とはいえ、いつまでもここで伸のびているわけにはいかない。

（起きて、とっととここから逃げよ）

　正輝はこの先もあるようなことを言っていたが、それはご遠えん慮りよ願いたい。

　接点はフロートだけだから、ここから逃げ出した後、当分あの店にさえ近づかなければそれで万ばん事じ解決だ。

　起き上がろうと身体を動かしかけた一弥は、右足に妙みような違和感を感じた。

「ああ？」

　チャリッという金属音にビビリつつ、おそるおそる毛布を引っ張って確かく認にんすると、足首がタオル越ごしに金属の鎖くさりでぐるぐる巻きにされていてがっちり南なん京きん錠じようで止められている。

　鎖のもう一方の端はしは、ベッドの支柱にぐるぐる巻きにされていて、やっぱり南京錠で止められているようだった。

「監かん禁きん……された？」

　サアッと血の気が引いた。

　鎖から足首を引き抜ぬこうにもまったく緩ゆるみのない状態で繫つながれていて無理だったし、両手で鎖を摑つかんで引っ張ってみたが、頑がん丈じような作りでどうにもならない。

「これ、かなり……ヤバイ状じよう況きようだよな」

　それなりに遊んできたから、初対面の相手と寝ねる危険性は充じゆう分ぶんに承知しているつもりだった。

　置き引きや美人局つつもたせに引っかからないよう普ふ段だんは充分に注意しているのだが、昨夜ゆうべは酷く酔よっぱらっていたせいもあって、用心する間もなくここに連れ込まれてしまっていた。

　携けい帯たいは？　と見回した部屋は、昨夜は気づかなかったが、ちょっとびっくりするぐらい広い。

「あった……けど、ここからじゃ届かねぇか」

　広い部屋の反対側にあるテーブルの上、綺き麗れいに畳たたまれた服と共に携帯が置いてあったが、足が固定されている状態じゃどうにもならない。

（おっさん、こんなコトするような奴やつには見えなかったのに……）

　直己に似た、まっすぐで誠実そうな眼まな差ざしの持ち主だと思ったから信用したのだが、どうやら酔っぱらっていたせいで見み間ま違ちがえたようだ。

　苦い失望感に、一弥は唇を嚙む。

　だが、落ち込んでばかりもいられない。

　こちらから連れん絡らくが取れないとなると、誰だれかが気づいてくれるのを待つしかないってことだ。

　なんだかんだで家族との縁えんは切れてるし、失業中で社会的に繫がれている場所もない。

　遊び相手達は、一弥からの連絡が途と絶だえてもさして気にしないだろう。

　となると、頼たのみの綱つなはただひとり定期的に連絡を取っている友達の直己だけだが、直己は吞のん気きで鈍どん臭くさいところがあるから、この緊きん急きゆう事態に気づいてくれるのがいつになることか……。

　不安感から思わず毛布を引っ張り寄せたとき、ガチャッとドアの開く音がした。

「お、目が覚めた？」

　ドアを開けてそこに現れたのは、見知らぬ外国人の男の姿だ。

「……あんた、誰？」

「誰って……。昨夜あんなに可愛かわいくしがみついてくれたってのに、簡単に忘れないでくれよ」

「え？　ってことは、おっさん？」

「そうだよ」

　深く頷うなずいたその男の、細められた優やさしげな目元には確かに見覚えがある。

（おっさん……って歳じゃ、本当になかったんだな）

　もさっとした赤毛の髭ひげが取っ払ぱらわれた顔は確かに若々しく、呆あきれるほどに整っていた。

　昨夜は確かに熊くまみたいなもさっとした大男だったはずなのに、髪かみや髭をきちんとしただけで、まるでハリウッド映画に出てくる俳優のようにパリッとした凜り々りしい見み栄ばえになっている。

　ぼさっと伸ばしっぱなしだった前髪も軽く後ろに流され、すっかり露あらわになったその彫ほりの深い顔の口元には穏おだやかな笑えみが浮うかび、人間的魅み力りよくに満ちあふれていた。

「綺麗どころが好きだってカズちゃんが言うから髭を剃そってみたんだ。──この顔、どう？　悪くない造作だろ？」

　歩み寄ってきた正輝が、ぐいっと顔を寄せてくる。

　条件反射的にビクッとした一弥は、思わず身を引いた。

　そんな一弥の反応に、正輝は不思議そうな顔をする。

「どうした？」

「どうしたって……。鎖で繫がれて平気でいられるわけがねぇだろ」

　怖こわがっているつもりはなかったが、一弥の声は知らず知らずのうちに震ふるえていた。

（くそっ）

　そんな自分が恥はずかしくて、舌打ちしながら目をそらす。

「ああ、そっか。ごめんごめん」　>>>♥

　正輝はジーンズのポケットから鍵かぎを出すと、あっさり一弥を解放した。

「出で掛かけている間に逃にげられないようにしてたの忘れてた。食料がなかったんで買い出しに行ってたんだよ。──怖がらせて悪かった」

　そう言うと、正輝は一弥を当たり前のような自然な仕草で抱だき寄せる。

　ぎゅっと抱き締しめられ、ついうっかりほっとした一弥は、次の瞬しゆん間かんひとりで狼狽うろたえていた。

（違う）

　抱き締められてほっとしたんじゃなく、足の縛いましめが解かれたからほっとしただけだと自分に言いきかせながら、「うぜえ」と正輝の胸を手の平で押し戻もどす。

「監禁しようとしてたんじゃねぇのか？」

「そんな酷いことしないって」

「噓うそつけ。こんな鎖やら南京錠やらを用意してあるのがそもそもあやしい」

「それはたまたま仕事で使った残りだ。噓じゃなく、ホントにちょっとの間だけ足止めしたかっただけなんだ。──昨夜はカズちゃんがあんまり美味おいしそうだったから我が慢まんできずに抱いてしまったけど、朝になって、やっぱり後こう悔かいしたもんだから……」

「あんだけ好き勝手しといて、後悔だと？」

　なんて失礼な奴だと一弥は正輝を睨にらみつける。

「そうじゃなく、順番を間違えたって意味だよ。あんな風になし崩くずしに抱くべきじゃなかったと思って……。まず最初に、もっとちゃんと口説くべきだった」

　正輝は一弥の顔を改めてまっすぐ見つめてから、その目元をゆっくり細めた。

「君は綺麗だ」

「……はあ？」

　突とつ然ぜんなにを言い出すんだと呆れた顔をした一弥に、「運命を感じたんだ」と正輝が言う。

「カズちゃんをひとめ見てわかった。俺と君は相あい性しようがいいって……」

「けっきょくエロごとかよ。おっさん臭くせぇ口説き文句だな」

「あ、いや、違う。そっちじゃなく、こっちの相性のことだ」

　正輝は自分の胸を手の平で押さえた。

「俺と一いつ緒しよにいれば、一生楽しく生きられる。保証するよ」

「ちょっ……と、それ、大おお袈げ裟さすぎねぇか？」

　一生だの保証だのと、昨夜会ったばかりの相手に言う台詞せりふじゃない。

　一目惚れしたとしても、その恋こいが一生続くとは限らない。

　離り婚こんする夫ふう婦ふもいれば、別れるカップルもいる。

　百年の恋も一時に冷めるってことが、この世にはままあるものだ。

　一弥がそこら辺を冷静に突つっ込んでみたら、正輝は少し悲しげに肩かたを落とした。

「カズちゃんの生おい立ちじゃ、すぐには信じてもらえないか……。──二日酔いは？」

　立ち上がった正輝は、唐とう突とつに話題を変えた。

「平気だけど」

「よかった。朝食……っていうか、時間的にはもう昼食だな。用意したけど食べれるな？　とりあえず、シャワーを浴びてから一階に降りといで」

　一弥の返事を待たず、バスルームはそっちのドアだからと指差して、さっさと部屋を出て行ってしまう。

「……わけわかんねぇ奴」

　鎖で繫いでみたり、唐突に口説いてみたり……。

　目覚めてからこっち、ろくに落ち着く暇ひまもない。

　一弥は深く息を吐はいて少し気持ちを落ち着かせてから、とりあえずシャワーを浴びようとベッドを降りることにした。

　が、床ゆかに足をついてみたら、足に力がうまく入らない。

　舌打ちしながらなんとか立ち上がってみたが、一歩踏ふみ出すごとに尻しりのあたりにもの凄すごい違い和わ感かんを感じる。

「……くそっ」

　すっかり意地になった一弥は、わざと大おお股またで続き部屋になっているバスルームに向かった。

「ったく、なんなんだよ、これは」

　鏡に映る自分の身体からだのあちこちにキスマークが散らされているのにも思わず舌打ちする。

　熱いシャワーを浴びたら、少しだけ機き嫌げんがなおった。

　身体が温まったせいか軽い空腹も感じる。

　シャワーを浴びたらそのまま帰るつもりだったのだが、用意してあるなら食事してやらないこともないと思い直し、服を着て正輝が出て行ったドアを開けて部屋から出ようとして、「──なんだここ？」と目が点になる。

　常識的に考えて、普ふ通つうドアを開けたら廊ろう下かがありそうなイメージだが、この家は違った。

　ドアの向こうには、こっちの部屋よりもずっと広い、テニスコートが軽く入りそうな広い空間が広がっていた。

　壁かべの一面が全部ガラス張りで明るく、なんの仕切りもなくだだっ広ぴろい空間には、作りかけらしい彫ちよう像ぞうや、針金や鎖くさりがごちゃごちゃ組み合わされたオブジェみたいなもの、製図台や劇場っぽい建物の模型などがあちこちに雑然と置かれてある。

「ロクロまである。……工こう房ぼうみたいなもんか？」

　仕事で鎖や南なん京きん錠じようを使うというのもあながち噓ではなかったのかもしれない。

　きょろきょろと見回していると、部屋の隅すみに階段を見つけた。

　尻のあたりの違和感から、壁に手をつきつつおそるおそる一段ずつ階段を降りて一階につくと、そこには上の階と同じだけの広さの空間が広がっていた。

　こっちは二階より整理整せい頓とんされていて、応接用らしきソファセットがあり、木工用のスペースらしきものが部屋の隅にある以外はアトリエっぽい雰ふん囲い気きで統一されていた。

「この絵、もしかしてあのおっさんが描かいたのか」

　壁に立てかけられた巨きよ大だいなパネルに描えがかれた鮮あざやかな色合いの絵に、一弥は目を奪うばわれ歩み寄って行った。

　絵の様式はよくわからないが、たぶん抽ちゆう象しよう画の一種なのだろう。

　幾き何か学がく模様が組み合わされた奇き妙みような絵え柄がらは、なぜか風にさざめき光を弾はじく水面を連想させる。

　所々に散らされた、ヒマワリを思わせる鮮やかな黄色が印象的だった。

「なんかこの黄色、お風ふ呂ろグッズのアヒルっぽいな」

　ぷかぷかと池に浮かぶ大量のアヒルの玩具おもちや達を連想して、間近で絵を見上げながら一弥は小さく笑った。

　高こう尚しようそうな抽象画に対して、ちょっとばかり失礼な感想かもなと思っていると、「正解だ！」といきなり大きな声が聞こえた。

「──っ！」

　びっくりして振ふり向こうとしたところで、尻の違和感のせいで力が入りづらかった膝ひざが不意にカクッと落ちた。

　ここで、転こけるなんてみっともないと意地を張ったのがまずかった。

　身体を支えようと壁に伸のばした手がパネルの端はしを思いっきり押してしまい、その反動で壁に立てかけてあっただけの巨大なパネルが、ゆら～っと壁から離はなれてしまう。

　ヤバイと感じた一弥は咄とつ嗟さに絵の下に入って支えようとしたのだが、その前に腕うでを摑つかまれパネルの下から引っ張り出されていた。

「う……わぁ」

　ゆっくりと倒たおれてきたパネルは、一弥の目の前で片側だけが中ちゆう途と半はん端ぱに浮ういた状態で床に倒れた。

　パネルの前にあった、画材が置かれた小さなテーブルが下敷きになったようだ。

「……これ、傷ついてんじゃねぇかな」

　倒れた際、ガリガリッと酷ひどく嫌いやな音がした。

　パネルの下から引っ張り出してくれた正輝を一弥がおそるおそる振り向くと、正輝は気にした風もなく、にこにこしている。

「あれがアヒルだってよくわかったな。やっぱり俺達、相性がいいよ」

　正輝はやけに嬉うれしそうだ。

「ってか。んなことより、この絵、傷ついてないか確かく認にんしないとまずいんじゃねぇ？」

「いや、いいよ。──それより、一緒にご飯を食べよう」

（マジでいいのかな）

　かなり不安だった。

　が、傷がついているのをしっかり確認するのも怖こわいような気がして、不安に駆かられながらも摑まれたままの腕を引っ張られるまま歩く。

「二日酔よいかと思ってたんで、軽いものしか用意してないんだけど」

　連れて行かれたのは、料理教室が開けそうなぐらい広いダイニングキッチンだった。

　数種類のデニッシュに野菜スープ、ベーコンを添そえた刻んだトマト入りのスクランブルエッグと、グレープフルーツが散らされたグリーンサラダ。

　どれが好きかわからなかったからと、いろんなフルーツも綺き麗れいにカットされてガラスの器うつわに山盛りになっている。

「これ、あんたが自分で用意したのか？」

「まあな。ひとり暮らしが長いから、大たい抵ていのものは作れる。食べたいものがあるならなんでも作るよ？」

　リクエストしてと言われたが、一弥は首を横に振る。

「いや、これでもう充じゆう分ぶん」

　二日酔いにはなってないが、さすがにあれだけ飲めば絶好調と言える状態でもない。

　というか、正直、さっきの絵のことがまだ気になっていた。

（あんな大きい絵、まさか趣しゆ味みで描いてるってわけねぇよな）

　本当にあのまま放置しておいてよかったんだろうか？

「飲み物は？　珈琲コーヒー？　紅茶？」

「あー、珈琲」

　気になって仕方ない一弥は、正輝の質問にぼんやりしたまま答え、やっぱりぼんやりしたまま、まだ湯気の立っているスクランブルエッグをフォークですくって口に入れた。

「……あ、うま」

「トマトの酸味でさっぱりしてるだろ？　二日酔いの朝にはちょうどいいかと思って。こっちのデニッシュは近所のパン屋の焼きたてだ。ここのパンは、どれもかなりいけるよ」

　勧すすめられるまま、どれどれと口にしたデニッシュは、上質なバターの香かおりがして確かに美味うまかった。

　美味いものを食べると、条件反射的に口元が緩ゆるむ。

「気に入ったみたいだな」

　それを見た正輝が、笑えみを深くする。

　それがなんだか妙みように気き恥はずかしかった。




　出されたものをペロリと平らげた上に、デザートの追加にメロンまで食べていたとき、「やだ、どうしたのよ！」と背後から唐とう突とつに女の声が聞こえた。

　びっくりして振り向いた先には、胸の下まであるストレートの黒くろ髪かみが印象的な気の強そうな美女が立っている。

「やっと髭ひげを剃そってくれたんだ。髪はそのまま？　ああ、でもいつもの短たん髪ぱつより、これぐらい長いほうがいけてる。なんか、妙にいかがわしい感じがして前よりずっといい！」

　美女は一弥には目もくれず、嬉しそうに正輝に歩み寄って行く。

　その目は、正輝の顔に釘くぎ付づけだ。

「あ、そうだ。また髭が伸びる前に宣材用の写真を撮とりましょうよ」

「いや、髭はもう伸ばさないから、それはまた今度にしとこう」

「駄だ目めよ。あんたの『また今度』は当てにならないんだから。ほら、さっさとスーツに着き替がえてきて。──あなた、デジカメ使える？」

　ひとりではしゃいでいた美女が、ぐるっと振り向いて唐突に一弥を見た。

「……人並みに」

「そう。じゃ、これ。正輝の着替えが終わるまでに使えるようになっといてね」

　壁一面にある収納棚だなのひとつから、一眼レフのデジカメとその説明書を取りだし、一弥にポイッと渡わたすと、美女は「ほら、着替えるわよ」と正輝の腕を摑んでダイニングキッチンから消えた。

「……なんなんだ。ホントに」

　いっそこのまま帰ってしまいたいところだが、手渡された高級そうな一眼レフのカメラが魅み力りよく的でついついいじってしまう。

　ざっと説明書を読み、カメラを構えてファインダー越ごしにダイニングキッチン内をあちこち眺ながめているとふたりが戻もどってきた。

（うわぁ、決まりすぎ）

　美女に着せられたのだろう。

　気き障ざなソフトスーツに身を包み、髪も前よりちゃんとセットし直した正輝は、眩まばゆいほどに格好よかった。

　まるで異国の街並みがその背後に見えそうな決まりように、一弥は軽く眩暈めまいを覚える。

「今日は天気がいいし、まず庭で撮りましょうか」

　あなたも来なさいと命じられるまま、一いつ緒しよに外に出て、指示されるままシャッターを切る。

（ま、いっか）

　命令口調で指示されるのは少々気に入らないが、カメラがいじれるのは楽しいし、不本意ながらもこの美形の被ひ写しや体たいを眺めて楽しいのもまた事実だ。

（しかし、すっげー家）

　外に出てみてはじめて、ここが一いつ軒けん家やだったことを知った。

　撮さつ影えいの合間に見上げた三階建ての家は、コンクリート打ちっ放しのまるで四角い大きな箱のようで、あちこちに大きな窓がぽっかり空いているのがアクセントになっている。

　その周囲を、まるでジャングルのような緑の庭が厚く覆おおっていた。

　都心でこれだけの敷しき地ちに家を建てるのにいくらかかるんだろう？

　一弥には想像もつかない。

「じゃ、次は屋上ね」

　美女に促うながされ外階段を上って屋上に上がると、夏場にビアガーデンが開けそうな広さの緑化された屋上庭園が広がっていた。

「そこのベンチに座って、足組んで……。そう、ちょっと軽く髪をかき上げてみて」

　美女に命じられるまま、ポーズを撮る正輝を一眼レフで撮る。

　ファインダー越しに覗のぞく正輝は、まっすぐ一弥を見て楽しげに微笑ほほえんでいる。

「あー、もう、いい笑顔。いっつもそんな風に笑っててくれたら、こっちも楽なのに」

「今日は特別。目の前にカズちゃんがいるからね」

「カズちゃん？」

　正輝の言葉に、美女がぐるっと一弥を振ふり向く。

「宮澤一弥」

　とりあえず親指で自分を指差しながら自己紹しよう介かいすると、美女も「花はな井い美み香かよ」と名乗り返してくれた。

　が、すぐに一弥への興味を失ったようで、「次は工こう房ぼうで撮りましょ」と正輝を急せかす。

　屋上のドアの鍵かぎが開いて無かったため、また外階段を庭まで降りて三人で一階の工房へ向かう。

　そして事件は起きた。

「なに、これ！」

　巨きよ大だいなパネルが床ゆかに倒たおれかかっているのを見た美香が、血相を変えて駆け寄って行く。

　正輝が手を貸してふたりでパネルを壁かべに立てかけ直し、絵を見た美香はサアッと青くなった。

「傷ついてるじゃない」

　倒れたときのガリガリッという音で一弥が案じていたように、絵の中央部分に机に擦すれた痕あとが長くくっきりと残っていた。

　かなり深く削けずれたようで、もともとのパネルの色が表にしっかり出てしまっている。

「あー、ごめん。さっき俺が倒しちゃって……」

「あなたの仕し業わざ⁉」

　キッと美香に睨にらまれ、一弥は思わず首を竦すくめた。

（こえ～）

　一弥の南国系の濃こく甘い顔立ちは、人気のあるアイドルグループのメンバーに似ているとかで、女性達からは不必要なほどウケがいい。

　そんな女性達の媚こびを含ふくんだ視線が気持ち悪いものだから、一弥は必要以上に女性に対して強気で接したり邪じや険けんにしたりすることが多いのだが、美香に対してはそれはできなかった。

　彼女の視線にはその手の媚びが一いつ切さいなく、ただ純じゆん粋すいに非難の色だけが浮うかんでいて、元から罪悪感を感じていた一弥にはあまりにも痛すぎたのだ。

「この絵の価値、わかってる？」

「あ、えーっと、実は全然。……ってか、そっちの人がどういう人なのかも知らねぇし」

「知らなかったで済ませられる問題じゃないのよ～」

　じりじりっと怖こわい顔で歩み寄ってくる美香に一弥がたじたじになっていると、正輝が間に入って、まあまあと宥なだめてくれた。　>>>♥

「美香、そう怒おこるなって。どうせこの絵、傷つかなくても描かき直すつもりだったんだからさ」

「描き直すって……。納期は一週間後よ？」

「あー、それはちょっと無理だな。悪いけど、調整してくれる？」

「そんなぁ。描き直さなくても、修正すればいいんじゃない？　正輝ならできるでしょ？」

「だから、描き直したいんだって……。長いことふぬけてたが、昨夜ゆうべやっと目が覚めたんだ。目が覚めて改めてこの絵を見たけどさ、これは駄目だよ。どうしても描き直したい」

　頼たのむ、と正輝に懇こん願がんされて、美香は溜ため息をつきながら肩かたを落とした。

「正輝がそこまで言うなら仕方ないか……。──いきなり髭を剃ってたから、なんか変だとは思ってたけど……。いったいなにがきっかけで目が覚めたのよ」

「カズちゃんと出会ったお蔭かげかな」

「カズちゃんねぇ」

　さっきまでよりはマシなものの、ちらっと一弥を見る美香の視線はまだまだ厳しい。

「なかなかやる気を起こしてくれなかった正輝を目覚めさせてくれたことには感謝するけど、この絵をこんなにしてくれたことは恨うらむわよ。ふぬけたときに描いてた絵だって、売ればけっこうな値段になるんだから」

「……弁べん償しようしてもいーけど？」

　一弥がおそるおそる提案すると、美香は鼻で小こ馬ば鹿かにしたように笑った。

「はっ、これだから芸術を理解しないお子様は嫌いやなのよ。この絵はね、あんたみたいな小こ僧ぞうに弁償できるようなものじゃないの」

　完全にこっちを馬鹿にしたその態度が、カチンと気に障さわった。

「うっせぇ、買い取ってやるから金額を言え！」

　宣言した一弥を見て、美香が「はっ」とまた鼻で笑う。

　次いで彼女が口にした絵の金額は、確かに一弥に払はらえるようなものじゃなかった。

　だが、買い取ると口にした以上、もう後には引けない。

「一いつ括かつは無理、分ぶん割かつでどうよ？」

「はっ、あなたじゃ分割でも無理なんじゃない？」

「何年かかっても払ってやるよ！」

　意地を張る一弥を眺めていた正輝が、ふっと目元を緩ゆるめた。

「カ～ズちゃん。自分が墓ぼ穴けつ掘ほってるって自覚ある？」

　唐とう突とつに話しかけられたことでふと我に返った一弥は、ムキになっていた自分が急に恥はずかしくなった。

「…………ある」

「確か、失業中だって言ってなかったっけ？」

「……まあな。でも、すぐにバイト見つけるし」

「ああ、だったら、ここでバイトするってのはどう？」

「は？」

　正輝から思いがけないことを言われて、一弥は目を点にした。

「彼女、俺のエージェントで、前々から力仕事もできる若いアシスタントが欲しいって言ってたんだ。君なら条件ぴったりだ」

「いや……それはちょっと……」

　昨夜の一件もあることだし、それはちょっと遠えん慮りよしたい。

「こっちのお姉さんも嫌がるんじゃねぇの？」

　どう贔屓ひいき目めに見ても自分に好感を抱いだいてないだろう美香に視線を向けると、美香はその視線をシカトして正輝を見上げた。

「正輝は、この子が側そばにいるとやる気が出るの？」

　美香の問いに、「そりゃあもう」と正輝が深々と頷うなずく。

「だったらいいわ。──ってわけで、あなたにはここで働いてもらって、それで弁償してもらうことにしたから。給料天引きの分割で支し払はらってもらうとして、三十年ローンにする？　それとも五十年？」

「え、いや……でも……」

「あら、逃にげる気？」

　これだから今時の若い子は、と美香が鼻で笑う。

　カチンときた一弥は、「誰だれが逃げるかよっ！」とついうっかり口にしていた。

「じゃ、決定だ」

　そんな一弥を見て、正輝が嬉うれしげに笑う。

（……ああ、畜ちく生しよう。このおっさんといると、なんかペース狂くるう）

　と同時に、自分のこの短気さが憎にくらしい。

　完全に墓穴を掘った形の一弥は、その眉み間けんに深々と皺しわを寄せていた。
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　大学在学中、一弥は有名どころの一部上場企き業ぎようから内定をもらっていた。

　卒業後はそこで働きはじめたのだが、一ヶ月もしないうちにあっさりクビになった。

　クビになったそもそもの原因は、女性上司からの一弥に対するセクハラだった。

　セクハラに辟へき易えきした一弥が、自分はゲイだと彼女に直接カミングアウトして止やめてくれと訴うつたえたら、どうもそれで彼女のプライドを傷つけてしまったらしい。

　上司は傷つけられた仕返しとばかりに、一弥にレイプされかかったと根も葉もない噓うそをついて大おお騒さわぎしてくれたのだ。

　一方的に悪役にされ悪あし様に罵ののしられた一弥は、短気なせいもあってなにもかもが面めん倒どうになり、会社側からの解かい雇こ通告をそのまま受け入れた。

（で、今度は、雇こ用よう主からセクハラされるわけか……）

　ずるずると流されるまま熱～い一夜を過ごした上に、翌朝には口説かれかかった相手の許もとで働くことになるのだ。

　これでなにも起きなかったら噓だ。

　だからといって、ここで尻尾しつぽ巻いて逃げるのも癪しやくに障さわる。

（……手ぇ出してきたら、金を要求してやる）

　高い金額をふっかけてやると心に誓ちかい、さっそくその翌日の木曜日から正輝の自宅兼けん仕事場に通いはじめた。

　だが、実際のところ、一弥を使うのは正輝のエージェントである美香で、正輝とはさほど接点がないようだった。

「一弥、その荷物持って。ほら行くよ」

　美香は、免めん許きよを持っている一弥に車を運転させ、銀行やら出版社やらに一弥を連れ回した。

　今日の用事はここが最後と連れて行かれたのは、とある芸能事務所の持ちビルだ。

「おっさんを芸能界デビューでもさせるのかよ？」

「馬鹿言わないで。ここには写真を撮とりにきただけ」

　とりあえずビル周辺の写真とエントランス内の写真を撮るようにと言われる。

「写真撮って、なんに使うんだ？」

「このビル、三年後に改装するんですって……。で、その際、このエントランスに高名な芸術家さまの作品を飾かざりたいって相談されてるわけよ」

「高名な芸術家さまって、おっさん？」

「そうよ。まあ、正輝は国内より海外でのほうが評価が高いから、芸術系に疎うとそうなあんたが知らないのも無理ないけどね」

「芸術家って、具体的になにやってるわけ？」

「正輝は造ぞう形けい作家よ」

「造形作家？　なんだよそれ。さっぱりわかんね」

　一弥は首を傾かしげた。

　造形作家というくくり自体がわからないのに、美香の説明を聞いたらもっとわからなくなる。

　彼女が言うには、正輝の一番の得意は絵だが、造形も好きだし、デザインもやるのだとか。

「地方の美術館の空間デザインから、子供向けの小さな玩具おもちやのデザインまでやってるの。興味が向くままなんでもやるから、もう何でも屋みたいなもんね」

「何でも屋の芸術家ね」

　やっぱりさっぱりわからず首を傾げていると、そのうち自然にわかるようになるからと美香に笑われた。

「美香サンは、いつからおっさんのエージェントやってんの？」

「正輝とは同じ施し設せつで育ったから、気がついたらなっちゃってたって感じかな」

（施設って言うと、あれか……）

　一弥は、フロートのカウンターで聞き流した正輝の個人情報を思い出し、軽く眉まゆをひそめた。

　その表情の変化に目め敏ざとく気づいた美香が聞いてくる。

「正輝から、なにか聞いてる？」

「あー、両親が正体不明だってことは聞いた」

「正体不明って、正輝もうまいこと言うわね」

　あっけらかんとした調子でけらけらと美香が笑う。

「ふたりとも施し設せつ育ちよ。でも、正輝がああだから、けっこう恵めぐまれてたかな」

「おっさんが、ああって？」

「興味が向くままなんでもやる芸術家？　正輝ってば子供の頃ころからそっちの才能に恵まれてたんだけど、困ったことに興味があっちこっちに向いちゃうの。でも施設や学校側としてはコンクール関係に間に合うように規定の作品を作らせたいじゃない？　で、そこら辺の調整をずっとあたしがやってたってわけよ。大人の言うことは聞かないけど、仲良しのお友達の頼たのみなら聞いてくれるから」

　その流れで、今もエージェントとして仕事の調整をやっているのだと美香が言う。

「正輝は気き紛まぐれで、すぐに興味の方向があっちこっちいっちゃうから手た綱づな取るのも大変よ」

「ふうん」

　気紛れ、という嫌いやなフレーズに一弥は軽く眉をひそめた。

（ってか、おっさんが気紛れだからって、俺にはなんの関係もないし……）

　口説かれても、遊びならともかく、本気で応じるつもりはこれっぽっちもない。

　だから、正輝の気紛れさを気にする必要もない。

「んな厄やつ介かいな相手によくつき合ってるよ。人生賭かけてる感じ？……もしかして、おっさんに惚ほれてるとか？」

　ゲイとはいえ、正輝はあの顔だから、当然女にだってもてるだろう。

　一弥の下世話な問いに、美香はけらけらと笑って首を横に振ふった。

「ないない。正輝とは兄妹きようだいみたいなもんよ。──それにあたし、最愛のダーリンがいるし」

　得意気に見せた左手の甲こう、その薬指には銀色の結けつ婚こん指輪が光っていた。

「こりゃ失礼」

「どういたしまして」

　一弥の謝罪に、美香が軽く肩かたを竦すくめる。

（女だけど、悪くないか）

　ベタベタしたところがなくて気き性しようがはっきりしている。

　不本意ながらもはじめたバイトだったが、女性上司のセクハラでクビになったばかりなだけに、この新しい上司のさばさばした態度に一弥は好感を抱いだいた。







　三時前にあなたの仕事は終わりだと美香に宣言されたが、一ヶ月未満とはいえサラリーマン生活を送ったことのある一弥は、こんなに早い時間で帰るのにためらいがあった。

　暇ひまだし手伝えることはないかと聞いてみたら、英語はできるかと聞かれた。

　頷うなずくと、だったらこれ訳せる？　と海外からの郵便物を渡わたされた。

「しゃべるほうはなんとかなるんだけど、読むのはちょっとね。今まではダーリンに頼んで訳してもらってたのよ。やってもらえると助かるんだけど……」

　どう？　と聞かれて、一弥は大だい丈じよう夫ぶだと頷いた。

　中をざっと見てみたが、どうやら新しく造られる公こう共きよう施し設せつのエントランスに、どんな手法のものでも構わないから正輝の壁へき画がを飾りたいという依い頼らいらしい。

「へえ、おっさん、壁画なんかも描かくんだ」

「よかった。本当に読めるみたいね」

「まあな、大学でも教授に頼まれて論文の翻ほん訳やくとかやってたし」

　正輝の家のダイニングキッチンの大きなテーブルは、事務仕事用のデスクと兼けん用ようになっているようで、ふたりで向かい合って事務仕事を行う。

「こういう仕事受けたら、海外に長期滞たい在ざいになるんじゃねぇの？」

「でしょうね。でも正輝は住み慣れた家を長期間離はなれるのをすっごく嫌がるの。だから、たぶんそれも断るんじゃないかな。──もしそうなったら、断りの手紙も書いてくれる？」

「了りよう解かい」

「ありがとう。近々、一弥用のノートパソコンも用意しとくから。……あら、意外に字が綺き麗れい」

　軽く伸のび上がり、書き物をする一弥の手元を覗のぞき込んだ美香が感心したように言う。

「意外に有能だし、正輝はいい拾い物したもんね」

「意外意外言うな！　ついでに、おっさんに拾われたわけじゃねぇよ」

「じゃ、どういう経けい緯いでここに？」

　バーで酔よいつぶれてお持ち帰りされたんだとはさすがにみっともなくて言えない。

（つーか、おっさん、美香サンにカミングアウトしてあんのかな？）

　一いつ緒しよに育った兄妹みたいな関係なら性せい癖へきも知っていそうだが、万が一ということもある。

　うっかりしゃべったことでふたりの信しん頼らい関係にヒビを入れたくはない。

　言葉を濁にごしていると工こう房ぼうに繫つながるドアが開き、スケッチブックを手にした正輝が入ってきた。

「お、カズちゃん帰ってたかー」

「ちょ、おっさん、やめろよ」

　おかえりー、と嬉うれしげな正輝に大きな手で髪かみをくしゃくしゃにされて、一弥は慌あわてて逃にげる。

「あたしも帰ってるんですけど？」

「はいはい、美香もお帰り」

「ただいま。ちゃんと仕事してた？」

　美香が立ち上がり、正輝のために珈琲コーヒーを淹いれる。

「もちろん。これからはカズちゃんと毎日会えると思ったら、仕事も進む進む」

「毎日って……。ここ、休日は？」

「基本的に土日。正輝が休日とか関係なく仕事してるし、クライアントの都合で休日出勤はざらだけど、まあてきとーに代休取ってるわ」

　てきとーにフレックスだしね、と美香は肩を竦めた。

「休みでも遊びにおいでよ」

　なにやらひとりで言っている正輝をシカトして、一弥は「了解」と美香に向かって頷く。

　とりあえずあと一日働けば、二日休めるわけだ。

　昨夜ゆうべから色々と状じよう況きようが変わって、少々気き疲づかれしているだけに、少しほっとした。

「つれないなぁ」

　一弥に相手にされなかった正輝はつまらなそうに椅い子すに座ると、スケッチブックを開く。

　無言でスケッチブックに鉛えん筆ぴつを動かしはじめると、やがて真しん剣けんな表情になっていった。

（……やっぱり格好いいよな）

　映画俳優のように印象的で魅み力りよく的なその顔立ちと表情に、うっかり見とれてしまう。

　仕事中だったと軽く首を振って仕事に戻もどっても、美形で大おお柄がらな正輝は存在感ありまくりで、すぐ側そばにいられるとどうしても気が散る。

（画家ならわかりやすいのに）

　造形作家と言われると、やっぱり微び妙みようにわかりづらい。

（いやいや、おっさんに興味持ったところで意味ねぇし……）

　また軽く首を振って、辞書片手に仕事に専念しようとしたとき、ふと美香が顔を上げた。

「あ、そうだ。一弥、スーツ持ってる？」

「持ってるよ。会社勤めしてたときのやつだけど」

「それでいいわ。明日一式持ってきてくれる？　で、夕方から正輝の付き人をして欲しいの」

「そんなのも仕事のうちなのかよ」

「まあね。本当ならあたしが行く予定だったんだけど、明日はちょうど三年目の結婚記念日なのよ。代理で行ってもらえるとすっごく嬉しいんだけど。──どう？」

　近々オープンする予定の某ぼう商業施し設せつ、その庭や休きゆう憩けい所などに置かれるベンチや中央広場に置かれるオブジェを正輝がデザインしたとかで、オープン記念パーティーに招待されているのだと美香は言った。

「そんなん、おっさんひとりで行かせりゃいいじゃねぇか」

「駄だ目め。正輝をひとりでやったりしたら、途と中ちゆうでふらふらと寄り道しちゃって、会場まで辿たどり着かない危険があるし……。挨あい拶さつ回まわりとかは考えなくてもいいから、正輝を会場に引っ張ってって三十分ぐらい引き止めておいてよ」

「仕事だって言うんなら、まあ、いいけど……」

「ありがと。助かるわ。その分、ちゃんとお手当も出すからね」

　ほっとしたように美香が言う。

　と、同時に正輝がパタンとスケッチブックを閉じた。

「手当だけじゃなく、制服も支給しよう」

「制服？　ここ、んなもんがあんの？」

　一弥は、正輝ではなく美香に向かって質問した。

「ない。──正輝？」

「新卒が持ってるスーツなんて、どうせリクルート系の素っ気ないやつだろう？　そんなんじゃ俺がつまらない。せっかく一いつ緒しよに出歩くんだからオシャレしてもらわなきゃな」

「なに馬ば鹿かなこと言ってんだよ。付き人にオシャレもクソもねぇだろ」

　その言い草に一弥は呆あきれたが、美香は「仕方ないか」と鷹おう揚ように頷いた。

「ちょっ、美香サン？」

「ここで駄目って言ったらパーティーに出席してもらえなくなりそうだから」

　諦あきらめて、とにっこり。

　反論したが、認めてはもらえなかった。







（服とか買ってもらうのって、あんま好きじゃねぇんだけどな）

　たまに遊び相手からプレゼントしてもらったりするが、いつもきっちりお返ししている。

　だが、限りなく私的なプレゼントでも名目上は仕事で支給となると、お返しもしにくい。

　下心ありありの相手から貰もらいっぱなしになるのがどうしても嫌いやだった一弥は、翌日、とりあえずスーツ持参で出勤してみた。

　が、正輝からあっさり却きやつ下かされる。

「駄目。そんな常識的なスーツじゃ、カズちゃんの綺麗な顔が引き立たない」

「いや、でもさ、買い物にいってる暇なんかあんのかよ？」

　招待されているパーティーはともかくとして、例の絵を描かき直している最中の正輝には、そうそう外出する余よ裕ゆうはなさそうだ。

　朝一番のメールチェックをしていた美香に聞いてみたら、「夕方から出で掛かけるんだし、日中は仕事して欲しいところだけど」と返事がきた。

「ほらな。俺が今から買いに行ったとしても、やっぱりこういう無難なスーツを選ぶぜ」

　ＴＰＯをわきまえる常識ぐらい一弥だって持っている。

　どうせ同じことだから諦めろと説得してみたら、正輝はなにやら得意気な顔で笑った。

「大だい丈じよう夫ぶ、もう買ってあるから」

「はあ？」

「サイズ直しの都合もあるから昨夜のうちに買っといた。──ってわけで、これが引き取り証」

　正輝は美香にカードらしきものを手て渡わたした。

「おっさん、俺のサイズって知ってたっけ？」

「全身くまなく触さわらせてもらって、この手でしっかり計ったから、そりゃもうばっちり。今なら、カズちゃんの等身大の裸ら身しん像だって作れる。──作ってもいい？」

　首を傾かしげた一弥に、にっこりと微笑ほほえんだ正輝が大きな手の平を開いてみせた。

「……っ」

　そのとんでもない発言に、一弥は思わず絶句した。

　妙みようにじっくり触るなとは思っていたが、まさか計っていたとは思わなかった。

　その手の特技のある人間だと知っていたら、あんなに簡単に触らせたりしなかったのに……。

（くそっ、しくじった）

　あの手に、この身体からだのサイズやラインがしっかり記き憶おくされている。

　それを思うと、あの夜の手の平の感かん触しよくが肌はだに甦よみがえってきて、妙に落ち着かない気分になる。

「一弥の裸身像なら高く売れるだろうから作ってもいいけど、注文の絵を描き終えた後にしてよね」

　狼狽うろたえていた一弥の耳に、冷静な美香の声が飛び込んできた。

「売るなよ！──つーか、作んな！」

　一弥は、美香と正輝を交こう互ごに睨にらみつけた。

「いいじゃない。減るもんじゃないし」

「減る！」

　こっちにだって、羞しゆう恥ち心しんってものがあるのだ。

「カズちゃん、心配しなくても大丈夫。彫ちよう像ぞうとはいえ、カズちゃんの形をしたものを、俺が誰だれかに譲ゆずるわけがないだろ」

「作るなっていってんだろ！」

「じゃあ、描くほうは？」

「駄目だ！」

「えー、ケチだなぁ」

「そういう問題じゃねぇだろ。俺はあんたのモデルになった覚えはないからな」

「それはそうだけど……。でもほら、大事な人の綺き麗れいな姿を記録しておきたい気持ちわかるだろ？」

「わかんねぇよ。つーか、さっさと忘れろ！」

　しつこく食い下がってくる正輝を、一弥はギッと睨みつけた。

「さてっと」

　ガタッと椅い子すが動く音がして、ノートパソコンを手にした美香が立ち上がった。

「おふたりさん、お熱いところ悪いけど、そろそろ出掛けたいのよね。──正輝、一弥貸してくれる？」

「夕方には返してくれよ」

「わかってる。服もちゃんと受け取ってくるから」

「ちょっ、美香サン！　俺はこのおっさんの所有物じゃねぇぞ！」

　なにやら誤解されているとびっくりした一弥が慌あわてて口を挟はさんだが、「ああ、はいはい」とあっさり聞き流されてしまう。

　その後も、外出先の車の中などで否定してみたが、効果は芳かんばしくない。

「全身触られまくった仲なんでしょ？　あたし、馬に蹴けられたくないし」

　どうやら美香は、この手の話題に関してはあまり真しん剣けんに向かい合う気はないようだ。

（……くそっ）

　午前中のうちに、一弥はどっと疲つかれてしまっていた。




　夕方近くになってふたりで出先から戻もどると、正輝が工こう房ぼうから出てきた。

「お帰り。さっそく着き替がえよっか」

　ブランド物の紙かみ袋ぶくろを手にした一弥の腕うでを摑つかむと、嬉き々きとして工房に引っ張って行く。

「ここで着替えるのかよ」

「既き婚こん者とはいえ、女性の前で着替えるのはまずいだろ？」

　それとも俺の寝しん室しつに行く？　と聞かれて、一弥は慌てて首を横に振ふった。

（ま、仕方ねぇか……）

　正輝の家は、工房としての機能に特化した造りになっていて、一階のダイニングキッチンと二階の正輝の寝室以外に部屋らしきものがないのだ。

（たぶん、三階も似たようなもんなんだろうな）

　着替えるためだけに三階まで上がるのも面めん倒どうで、一弥は諦めて着替えることにした。

　嬉うれしそうにこっちを見ている正輝の視線が気になったが、ここで見るなと騒さわぐのもみっともない気がして我が慢まんする。

　着ていた服をソファに脱ぬぎ散らかし、新しいスーツを手に取る。

　正輝が買ってくれた服は、スレンダーでシンプルなマオカラーのスーツだった。

　布の折り目でうっすらと縦のストライプの入った白のスーツは、肩かた幅はばに袖そでの長さ、身体にフィットした腰こしのあたりのラインも、まるで最初から一弥にあつらえたようにぴったりだ。

（おっそろしい特技だな）

　なんだかうんざりしながら着替え終えた一弥は、正輝が用意しておいてくれた工房内にある鏡を見た。

「……なんか、制服みてぇだ」

　あまりにシンプルすぎて、白い詰つめ襟えりのようだ。

「ここで、このスカーフを使うんだよ」

　正輝は、一弥のスーツの胸むな元もとのボタンを外すと、一いつ緒しよに買ってあったシルバーのスカーフを、アスコットタイのように巻いた。

　蘭らんの花を胸のポケットに飾かざり、昨夜ゆうべ買ったというピカピカの革かわ靴ぐつに履はきかえさせられた。

　そして、ちょいちょいっと髪かみにワックスをつけられ、はいできあがり、と鏡を見せられる。

（くそっ、似合うじゃねぇか）

　胸元にスカーフを使っただけで、スーツの印象が洒落しやれた感じに一変していた。

　濡ぬれたように見えるワックスでウェーブを増した艶つややかな黒い髪や蘭の花もそれに一役買っていて、なにやら上品系のホストのような仕上がりだ。

「カズちゃんはやっぱり綺麗だな」

　うっとりと鏡越ごしに観賞され、その熱っぽい視線が気き恥はずかしくなった一弥は目をそらした。

「おっさんは着替えねぇの？」

「着替えたよ。俺はこれにジャケット羽織るだけ」

「マジで？」

　少し長めの髪を緩ゆるく後ろでくくり、Ｖネックの黒のインナーとスラックス、手にしたジャケットは光こう沢たくのないグレー。

　どれもものはいいが、とてもじゃないがパーティーに行くような格好には見えない。

（付き人のほうが洒落た格好をしてるってのはまずいんじゃねぇか？）

　と思ったのだが……。

「……げっ」

　すっとジャケットを羽織った途と端たん、印象が一変した。

　まったく飾り気のない姿なのに、やけに華はなやかに見える。

（元の素材がものをいうんだな）

　彫ほりの深い異国風の顔立ち、そして大きいだけじゃなく均整の取れた逞たくましい身体。

　シンプルな服装だからこそ、余計にそれらが引き立って見える。

　芸術家だけに美的センスは一流だってことなのかもしれない。

　感心しつつ、ダイニングキッチンで待っていた美香の許もとに行くと、大喜びされた。

「あー、いい。このスーツ、一弥に似合う。さすが正輝は趣しゆ味みがいいわね。肌を露ろ出しゆつするより、こうやってきっちり隠かくされたほうが妙みようにいかがわしく感じるのはなんでかしら？」

「そりゃ、カズちゃんのこの甘い顔立ちのせいだ。服を剝むいた中身が美味うまそうだってのが、服越しに甘く匂におってくるんだよ」

　ぐいっと正輝に腰を抱だき寄せられ、くんと耳元の匂いを嗅かがれた。

「ちょっ……。──うぜえ」

　不覚にも狼狽えて赤くなってしまった自分を恥はじながら、一弥は正輝の胸をぐいっと押しのけた。







　パーティーは商業施し設せつ内にある大ホールで行われていた。

　正輝が最初からちょっとだけ顔を出すつもりだったこともあって、ふたりが会場に到とう着ちやくしたときには、もうすでにはじまっていて会場内は賑にぎやかだ。

「挨あい拶さつしなきゃいけねぇお偉えらいさんとかいねぇの？」

　とりあえず付き人らしく招待状を受付に出してきた後、待っていた正輝に聞いてみた。

「いないよ。芸術家ってのは、お偉いさんに媚こびないもんだから」

「なんで？」

「だってほら、ペコペコ頭を下げまくる人間の作品を高い金で買いたくはないだろ？」

「なるほど、一理あるな」

　経済力とか地位とか、そういう枠わく組ぐみに組み込まれてしまったら商業ベースに乗ってしまう。

　芸術という目に見えない価値を、それなりに演出することも必要なのかもしれない。

　なんてことを考えながら、ふたり並んで会場内に足を踏ふみ入れた。

　その瞬しゆん間かん、ざわっと周囲がざわめく気配がした。

　なんだ？　と周囲を見回すと、人々の視線が一弥の隣となりにいる正輝に注がれていた。

（有名人……っていうんじゃなく、こりゃ、単に目立つんだな）

　見上げるほどの高身長に、赤毛で異国風の顔立ちときたら見てくれと言わんばかりだ。

　しかも、ただ異国風なだけじゃなく、ハリウッド俳優ばりの人間的魅み力りよくに満ちあふれた美形なのだから、ちらっと見ただけで済まないのも当然。

　ついつい見とれてしまって、視線が外せなくなっているのだろう。

　これなら、こっちから挨拶に出向かなくとも、用のある相手が勝手に見つけて近づいてきてくれそうだ。

「おっさん、なんか飲む？」

「お？　サービスしてくれるんだ」

　嬉しそうな正輝に「仕事だからな」と答えると、ちょっと悲しげな顔をされた。

（なんだよ）

　破損した絵の代金を払はらうために自分の許もとでバイトしろと言い出したのは、正輝のほうだ。

　そんな顔をされる謂いわれはないはずだ。

　むっとしつつ、それでもとりあえず近づいてきたウエイターからシャンパングラスを受け取り、正輝に手て渡わたした。

「カズちゃんは飲まないのか？」

「おっさんが飲んでもいいって言うなら飲むけど」

「じゃあ、乾かん杯ぱいしよう」

　正輝はひょいっと長い手を伸のばして、通り過ぎようとしていたウエイターの持つトレイからもうひとつシャンパングラスを取り、一弥に手渡した。

「乾杯」

　嬉しげに微笑ほほえんだ正輝が、さまになる仕草でグラスを掲かかげた。　>>>♥

　四方八方から突つき刺ささる周囲の視線を気にしつつ、一弥もそれに合わせてグラスを掲げる。

（くそっ、格好いいなぁ）

　美形ではあるものの自分より大きな男なんて趣味じゃないと言い張っていたが、ふと見せる仕草から目が離はなせない。

　というか、強ごう引いんに視線を引き寄せられてしまう。

　見とれてしまっていることがばれたら厄やつ介かいなことになりそうだから、なるべく顔には出さないようにしてるが、それもいつまでもつか……。

　少し不安になっていると、周囲の人ひと混ごみからこちらに向かってパラパラと歩み寄ってくる人達が現れた。

「小金井先生、いらしてくださったんですか」

　お久しぶりです、と正輝に差し出された名めい刺しを脇わきから覗のぞき込むと、この商業施設を企き画かくした不動産会社の重役のものだった。

「社長もすぐにご挨拶に参りますので……」

「どうも。俺のデザインした作品群は気に入ってもらえてますか？」

「もちろんですとも。どれも、小金井先生ご自身と同じように、人の目を引く魅力的な作品ばかりですからね」

　はっはっはと笑う重役の周囲には、正輝への挨拶の順番を待つ人の列ができている。

（……こりゃ、俺はいらねぇな）

　この手の場面に遭そう遇ぐうしたことがないから、こういうときどう対処するのがスマートなのかが微び妙みようにわからない。

　間に合わせの付き人が下手へたにでしゃばって交通整理するよりも、正輝本人に対応させたほうがよさそうだ。

　美香からは、三十分程度正輝を会場に引き止めておくようにとしか言われてない。

　特に一弥がなにをしなくても、挨拶の順番待ちをしている人達に対応しただけで、充じゆう分ぶん三十分は持つだろう。

　シャンパングラスを手に、一弥はそっと正輝の側そばから離れた。

　壁かべ際ぎわまで下がってから振ふり向いて見ると、身長の高い正輝は周囲から完全に頭ひとつ突とつ出しゆつしていた。

　多くの人達に囲まれ、挨拶に応じるその堂々たる姿は、まるで王さまのようだ。

（あんな人が、俺なんかに本気で惚ほれたりするもんかな）

　口説かれたのはあの朝一度きりで、その後はちょくちょく構われる程度だ。

　あの朝の言葉は、ピロートークの一種だと割り切っておいたほうがいいのかもしれない。

　つき合いの長い美香も、正輝は気き紛まぐれだと言っていた。

　その目立つ華やかな姿に見とれてしまうのは仕方ないとしても、気持ち的にはこれ以上近づかないようにしたほうがいい。

（痛い目を見るのは、一度で充分だしな）

　くいっとシャンパンを飲み干し、通りかかったウエイターから新しいグラスを受け取った。

　壁かべにもたれ、ぼけっと遠目に正輝を眺ながめながらシャンパンを飲んでいたのだが、しばらくして一弥にも歩み寄ってくる人が現れた。

「こんなところでなにをしている」

　声をかけられ、はじめてその存在に気づいた一弥は、思わず絶句して相手の顔を見る。

　そこにいるのは、南国系の濃く甘い顔立ちをした中年男性。

　自分の息子がゲイだという事実をどうしても受け入れることができず、一弥に絶縁を宣言した父親だった。

　一瞬の驚きから気を取り直した一弥は、軽く肩を竦めた。

「あんたこそ、こんなところでなにしてんだよ」

「仕事だ。この商業施設には、我が社のショールームが入ってるんだ。──質問に答えろ」

「俺も仕事中」

「噓うそをつくな。会社はクビになったと聞いたぞ」

「あ？」

「社内で女性上司相手にみっともない真似まねをやらかしたそうだな。おまえは、どれだけ親の顔に泥どろを塗ぬれば気が済むんだ」

　恥はじさらしめ、と罵ののしられ、一弥はあまりの馬ば鹿か馬鹿しさに目を伏ふせ、溜ため息をついた。

「あんた、もうボケたのか？」

「なんだと？」

「俺がなんで家を追い出されたのかを忘れたのかよ。女になんか手ぇ出すわけがねぇだろ」

　一弥がそう言うと、父親は一瞬はっと息を吞のんだようだった。

「そうだったな。……だが、だとしたらなぜ、そんな薄うす汚ぎたない濡ぬれ衣ぎぬを着せられるような羽目になったんだ。おまえ自身にも原因があるんじゃないのか？」

「原因ねぇ」

　原因があるとすれば、女性上司に興味を持たれてしまったこの顔だ。

　この顔を一弥に与あたえたのは、目の前にいるこの男なのだが……。

　なんだか皮肉な気分になった一弥は、父親の顔を見るべくもう一度視線を上げた。

　と、父親の頭の上から、心配そうな顔の正輝がこっちを覗き込んでいるのが見える。

「おっさん、なにやってんだ？」

「いや、カズちゃんがなんかしょんぼりしてるように見えたから、慌あわてて駆かけつけてみたんだけど……。──知り合い？」

　歩み寄ってきた正輝が一弥を庇かばうように肩に手を置き、目の前に立つ父親の顔を見た。

　その途と端たん、「うおっ！」とびっくりしたように軽くのけぞる。

「そっくり！　クローン？」

「んなわけあるか。親父おやじだよ」

「ああ、そう。……いや～、よく似てるなぁ」

　感心したように、もう一度まじまじと父親の顔を見てから、「どうも」とにこやかに挨拶しかける正輝を、「こんな奴に挨拶なんかすることねぇよ」と一弥は止めた。

「こいつとはとっくに絶縁してんだ」

「それはまた大袈裟な。親子喧嘩の真っ最中とか？」

「そんなんじゃねぇ。ゲイの息子むすこはいらねぇって切り捨てられただけだ」

　一弥の言葉を聞いた正輝の顔から、すうっと笑みが消える。

「自分から息子と縁を切るなんて随分と薄はく情じような父親だな。……で、カズちゃんになんの用？」

　見上げるほどの大男に冷ややかな視線を向けられ、父親は軽く狼狽えたようだった。

「た、他人には関係のない話だ。そちらこそ、息子とはどういう関係なんだ？」

「一応、今のところは雇こ用よう主かな」

「なるほど、そういうことか……」

　どうやら父親は、芸術家としての正輝の顔を知らなかったようだ。

　親しげに肩に手を置くその姿に、なにやら感じるものがあったらしい。

「一流企き業ぎようを辞やめて、そっちの道に進んだのか……。呆あきれたものだ」

　そっちの道って？　と正輝は不思議そうな顔をしていたが、一弥には父親の言いたいことがよく理解できた。

（こりゃ、ゲイ関係のお相手だと思ってるな）

　それも金銭援えん助じよ絡がらみの……。

　息子相手に、よくもそういう誤解ができるものだと一弥もまた呆れていた。

「もういい。うちの子の将来のためにも、おまえのような恥さらしとは今すぐ完全に縁を切らせてもらう。おまえがいま住んでいるマンションは家うちの物件だ。もはや関係のない人間に住まわせておく気はない。一週間以内に出て行ってくれ」

「うちの子って？」

「俺の弟の真しん一いち。異母兄弟なんだ」

「弟なのに、真一？」

　真しん二じじゃなく？　と正輝が奇き妙みような顔をしている。

「真実の一番目って意味なんじゃねぇの」

　それは、義母が弟につけた名前だった。

「もういいのはこっちのほうだ。安心しろ、すぐに出てってやるよ」

　遅おそかれ早かれ、いま暮らしているマンションからは出て行くことは決まっていた。

　大学卒業後は三年間だけ猶ゆう予よをやると言われていたから、惰だ性せいで住み続けていただけだ。

　わざわざ誤解を解いて、期間を引き延ばす必要もない。

（この人にとって、俺が「うちの子」だったことってあったのかな）

　あったとしても、それはずっと昔で、ごく短期間だっただろう。

　なんだか酷ひどくザラザラした気分になった。

　眉間に皺を寄せた一弥が、不快な気分を少しでも吐き出したくて深く息を吐いていると、ぎゅっと強く肩を抱き寄せられた。

　驚いて見上げた正輝の顔には露骨な怒りの表情が浮かび、一弥の父親を睨みつけている。

「……おっさん？」

　一弥が呼びかけると、正輝はふっと表情を和らげてこっちを見た。

「うちの子になっちゃうか？」

「は？」

「決まりだ。今日からカズちゃんはうちの子な。──こんな不ふ愉ゆ快かいな奴やつなんかほっといて、もう家に帰ろう」

　正輝は一弥と強ごう引いんに手を繫つなぐと、ぐいっと引っ張って歩き出した。

　出口に向かって大おお股またで歩く正輝の姿を認めた挨あい拶さつ待ちをしていた人々が、慌てて呼び止めようとしたが正輝の足は止まらない。

「気分が悪くなったから、今日はもう帰らせてもらう」

　引き止める人々にそう吐き捨てるように言うと、そのまま会場の外へ出てしまった。

「ちょっ、ちょっとおっさん。帰るって、パーティーまだ途と中ちゆうだろ？　いいのか？」

「三十分は滞たい在ざいしろっていう美香の言いつけは守ったから平気だ」

「いや、それでもさ。男同士で手を繫いで会場を出るだなんて、ちょっと悪目立ちしすぎじゃねぇ？　戻もどって、なにか言い訳とかしたほうがいいんじゃねぇの」

「それも大だい丈じよう夫ぶ。ゲイだってことは隠かくしてない。カズちゃんも平気なんだろ？」

「そうだけどさ……」

（本当に大丈夫なのか？）

　引き止めようとしていた人達の慌てた表情が妙みように気にかかったが、正輝が平気だと言う以上、もはや一弥にはどうしようもなかった。

「どうする？　どっかで飲み直すか？」

　オープン前の施し設せつから外に出たところで、正輝に聞かれた。

「帰るんだろ？　家で飲み直そうぜ」

「え？　ああ、そうだったな。──帰るか、家に」

　正輝がふっと目を細める。

　ぎゅっと強く握にぎり返された手が、なんだかとても心強かった。







　正輝の家に帰り、本当にふたりで飲み直した。

　ダイニングキッチンのテーブルではす向かいに座り、正輝が出してくれたとっておきだというウイスキーをロックでくいっと呷あおる。

　鼻に抜ぬけるちょっと独特なウッディーな香かおりがたまらない。

　確かにこれはとっておきだとわかる芳ほう醇じゆんな香りだった。

　値段が気になったが、聞いてしまったら楽しく飲めなくなりそうなので、あえて聞かないことにする。

「もっとくれ」

　ぐいっとグラスを差し出すと、正輝が嬉き々きとしてお代わりを注ついでくれた。

　ちょっと飲むペースが速すぎて、このままだとこの間の夜の二の舞まいになりそうな予感がしたが、ペースを落とす気になれなかった。

　正輝相手に警けい戒かいするだなんて野や暮ぼな真似もしたくない。

（……きっと、もう酔よってるんだな）

　これ以上近づかないようにしようと思っていたはずなのに、すっかり正輝に気を許している自分を自覚して一弥はひとり笑った。

　それに目め敏ざとく気づいた正輝が聞いてくる。

「なにか面おも白しろいことでもあった？」

「ん？　いや、おっさんがうちの子になれって言ったとき、親父はどんな顔してたかなって思ってさ」

　誤ご魔ま化かすために適当に口にしただけだが、実際に想像してしまったら苦い笑えみが浮うかんだ。

「きっと変な風に誤解して、嫌いやそうな顔してたはずだ。……おっさんにも、嫌なもめ事見せて悪かったな」

　ゲイだってだけで見下されるのには慣れていたが、その視線が他ほかの人にまで向かうのを見るのは正直嫌な気分だった。

「あんな偏へん見けんむき出しで生きてたら、いつか痛い目見たりして」

　ゲイがマイノリティーだからといって、誰だれもがみな大人しく隠れて生きているわけじゃない。

　社会的地位のある人だっているだろう。

　そういう人に会ったとき、あの父親はいったいどんな態度を見せるのだろうか？

（口先だけでおべっかつかったりすんのかね）

　保身のためにそうしたところで、本心は透すけて見えるものだ。

　偏見のせいで足をすくわれる日だってくるかもしれない。

（そうなったら、ざまあみろだ）

　そんなことを考えて歪ゆがめた口元に、ふと正輝の指先が触ふれた。

「……な、なんだよ」

「ん？　カズちゃん、悪い顔をしてたから……。せっかく綺き麗れいな顔してるんだから、表情筋に変な癖くせをつけないようにしたほうがいいよ」

「変な癖？」

「そう。カズちゃんの親父おやじさん、口元がちょっと左側に歪んでただろう？　皮肉気な表情も悪くないけど、カズちゃんがああなるのはちょっと悲しいな」

「左側？　ああ、そうだったかも……」

　父親が片頰ほおだけをひきつらせるようにして笑う顔を、子供の頃ころによく見た。

　一弥が母親の死について言げん及きゆうしたり再さい婚こんに反対したとき、口先だけで適当にはぐらかしながら、よくそんな表情をしていたものだ。

「男の場合、生き方が顔に出るんだ」

「そういうもんかね」

　持って生まれた顔は仕方ないとしても、表情の癖まで父親には似たくない。

　気をつけようと一弥が思っていると、「聞いちゃってもいいかな？」と正輝が遠慮がちに声をかけてきた。

「親父さんとは、具体的にいつ頃絶縁したんだ？」

「いつって……。大学に入学してからは顔合わせてなかったけど、一応学費だけは払ってもらってたから、大学卒業を機にってことになんのかな。──でもまあ、初体験を失敗した中学生の頃から、すでに気持ちは切れてたけどさ」

　初恋相手の大学生と初体験を迎えようとしていたあの日、普段近寄りもしない一弥の部屋に義母がわざわざ訪れたのは、間違いなく故意だった。彼女は、自分の産んだ息子を跡継ぎにするために、一弥を家から追い出す機会を狙っていたのだ。

　その証拠に、義母はわざと大騒ぎして親戚一同にまでこの話を広めてくれた。

　父親の再婚に最後まで反対していた一弥は、親族の中で腫れ物扱いされていて、父親からも煙たがられていた。

　当然、誰にも庇ってはもらえなかったし、それどころか、父親からは人とは異なった性癖の人間を跡継ぎにするわけにはいかない、その変な癖を早く直せと頭ごなしに叱られた。

　二十歳までに直せなかったら家を出て行けとも……。

　それで一弥は、そのときに全部諦めたのだ。

「性癖なんて直せるようなもんじゃねぇしさ。自分に噓ついてまで家にしがみつくつもりもなかったから、けっきょく自分から家は出たんだ」

　大学進学と共にひとり暮らしをはじめ、卒業と同時に経済的な援助も絶えた。

　いま住んでいるマンションを出れば、これで実家との繫がりは完全に絶える。

「これで全部スッキリだ。もっと早くあそこを出てればよかったな」

　一弥が軽く肩を竦めると、正輝は少し悲しそうに微笑みながら一弥の頭を軽く撫でた。

「そうか。……ひとりでずっと辛かったな」

「ガキ扱いすんな」

　よしよしと子供扱いされて撫でられることに一弥は軽くむっとしたが、大きな手の感触が心地好くてどうしてもその手を振り払えない。

「これから先は俺がずっと一緒だから……」

「……これから先ねぇ」

（ったく、気軽に言ってくれちゃって……）

　本気でこれから先を期待してみたくなってしまうのは、やっぱり酔っているせいだろう。

　いっそもっと酔ってみようかと、一弥は手にしていたグラスを、ぐっと呷った。

「いい飲みっぷり。だけど、次はもうちょっとゆっくり飲んだほうがいい」

　空になったグラスを差し出した一弥に忠告しながら、正輝が酒を注ぎ足す。

「とっておきの酒がもったいないって？」

「いーや。カズちゃんの身体からだを心配してるんだよ。……っと、ごめん」

　グラスからボトルを離はなす際、一弥の指先にウイスキーの雫しずくが零こぼれた。

　正輝はグラスを持った一弥の手首を摑つかむと、ごく自然な仕草でその指を舐なめる。

「……っ」

　その瞬しゆん間かん、ざわっと脇わき腹ばらがひきつる。

「うん、美味うまい。カズちゃん風味だ」

　正輝はあっさり手を離して、微笑ほほえんだ。

「……気色悪いこと言うな」

　あのまま引き寄せられてキスされたら、きっと自分は拒こばまなかった。

　というか、むしろ、そうしたいような気がする。

（いつもだったら、自分から誘さそうんだけどな）

　やりたい気分だからつき合え、と遊び相手達になら簡単に言える。

　でも、正輝相手だとこれがなんだかためらわれてしまう。

（けっきょく、一回やったぐらいじゃ、あの拘こだわりからは抜け出せないってことか……）

　嫌な記き憶おくをそのまま放置して繰くり返し思い出すより、いい記憶で塗ぬり替かえてしまったほうがいい。

　あの夜、正輝はそんなことを言っていたが、どうやら塗り替え作戦は失敗だったようだ。

　抱だくのはいいが、抱かれるのは嫌。

　身体と一緒に心まで委ゆだねるような感じがするから。

　委ねた挙げ句、裏切られるのが怖こわいから……。

　そんな拘りから一弥はまだ抜け出せていないようだ。

（やっぱ期待しちゃってんのか……）

　正輝が言うこれから先を心のどこかで期待しているからこそ、裏切られるのが怖くなって自分から誘うのをためらってしまうのかもしれない。

（馬鹿らし……。もっと飲もう）

　もっと酔ってしまえば、ぐずぐずと過去の傷に拘る心もアルコールで麻ま痺ひして、衝動に駆られるまま素直に行動できるようになるかも……。

　一弥は思いっきりぐいっとウイスキーを呷った。










　　　　４




　目が覚めてすぐ視界に飛び込んできたのは、なにもないがらんと広い部屋だった。

　びっくりして飛び起きて、部屋をぐるっと見回してみる。

「ああ、そっか……。ここ、おっさん家ちの三階だ」

　部屋の床ゆかや壁かべの感じ、広さやドアの位置が正輝の部屋と似通っている。

　どうやら一弥は、この部屋の中のただひとつの家具であるベッドにひとりで寝ねかされていたようだった。

（……あー、昨夜ゆうべはどうなったんだっけ？）

　ガンガンウイスキーを飲みまくったのは覚えているが、途と中ちゆうでスコンと記憶が抜けている。

　ただひとつ確かなのは、昨夜は正輝との間になにもなかったってことだ。

　その証しよう拠こに、アルコールの残ざん滓しで軽く眩暈めまいがする以外、身体にはなんの変化もない。

　ベッドには下着姿で寝ていたというのにだ。

（ったく、手ぇぐらい出せっての）

　昨夜の自分は完全に据すえ膳ぜん状態だったはずなのに、それでも手を出さないってことは……。

（もしかして俺……魅み力りよくねぇのか？）

　一度抱いてしっかり記憶してしまったから、もう抱く気が起きないとか？

　などとなにやら意い気き消しよう沈ちんしかけたが、一弥は慌あわてて気持ちを立て直した。

「手を出されなかったからって、なんで俺が落ち込まなきゃなんねぇんだよ。ったく」

　ぺたっと裸足はだしで床に降り立ったそのすぐ側そばに、昨日スーツに着き替がえる前に着ていた服が置いてあった。その服を着てドアを開けると、やはり二階と同じようにだだっ広ぴろい空間に出る。

　だがここは、完全になにもないがらんとした空き部屋で、なんだか放課後の体育館を連想させられた。

「ここはまだ、工こう房ぼうとしては使ってねぇのか」

　二階のあのごちゃごちゃした空間が手て狭ぜまになってきたら、こっちも使うようになるのかもしれない。

　階段を降りて一階の工房へ行ったが、正輝の姿はない。

　ダイニングキッチンのドアを開けると、嬉うれしそうな顔で出で迎むかえてくれた。

「カズちゃん、おはよう」

　さあさあ座って、と超ちようご機き嫌げんな様子で椅い子すを引き、いそいそと朝食を出してくれる。

（この構いっぷりからして、興味をなくしたってことはねぇみたいだよな）

　なのになぜ、手を出されなかったんだろう？

　う～んと考え込みながら、出されるまま朝食を食べていると、「引っ越こし業者は美香に頼たのんで手配してもらったから」と正輝が突とつ然ぜん言った。

「おっさん、どっか引っ越すのか？」

「なに言ってるんだ？　引っ越すのはカズちゃんだろう」

「俺？」

「そうだよ。昨夜、あの三階の部屋に引っ越すことを承知してくれたじゃないか」

「マジで？」

「うん。いま住んでいるところを出なきゃいけないなら家においでって俺が誘ったら、大喜びで頷うなずいてくれたよ」

「……大喜び」

（げーっ。いや……確かに、そりゃ嫌いやじゃねぇけど……）

　うちの子になっちゃいなと言われて、けっこうというか、かなり嬉しかった。

　母親の自殺以来、一弥はあの家にとっての厄やつ介かい者でしかなかったから、無条件で受け入れてくれる家の存在にはちょっとばかり憧あこがれに似た感情があったのだ。

（だからって、ホントにこの家の子になるってのはまずいんじゃねぇのか）

　そもそも、正輝と自分のスタンスがはっきりしない。

　ただの雇こ用よう関係というわけじゃなく、はっきり遊び相手とも認にん定ていしていない。

　中ちゆう途と半はん端ぱに口説かれたが恋こい人びとじゃないし、友達ってわけでもない。

「明日の朝一で引っ越し業者が行くから、今日中に可能な限り準備しておくんだよ」

　ほら、早く食べてと急せかされ、食べ終わったら、早く準備にかからないとと、話をする間もなく追い出された。

　マンションに帰ると、ドアの前に引っ越し業者が置いていったらしき梱こん包ぽう資材があった。

（あのおっさん、なんだかんだ言ってけっこう押しが強いよな）

　基本のんびりと優やさしげな態度だが、案外強ごう引いんで我が儘ままで、最後には自分の望むように周りを動かしている。

　この引っ越しだって、一弥が泥でい酔すい状態で判断能力がないとわかっているときに承知させたのだから、これだって確信犯だ。

「……でも、ま、いっか」

　どうせ引っ越ししなきゃいけないのだから、この流れに乗るのも悪くない。

　正輝と暮らしてみてうまく行かなかったら、また違ちがう場所に引っ越せばいいだけの話だ。

　そうと決まれば、さっそく引っ越し準備にかかろうと、一弥は少し浮うき浮きした気分で荷造りに取りかかった。







「案外、荷物少ないんだな」

　翌日、引っ越し業者の車で正輝の家に戻もどると、正輝は一弥の荷物の量の少なさに驚おどろいたようだった。

「まあな。もともと、あんまものを持ってねぇし」

　いつかは出て行かなきゃいけない部屋だと思うと、自分のものを増やす気にはなれなかった。

　家財道具などは、もともと父親が購こう入にゆうしたものだから、すべて置いてきた。

　持ってきたのは、お気に入りの服やアクセサリー、写真集の類たぐいと細々とした書類関係、そして母親の写真が入った写真立てだけ。

　お昼近くに正輝の家に到とう着ちやくし、正輝が作った引っ越し蕎麦そばを食べた後で、三階のあの部屋のウォークインクローゼットにそれらの荷物を整理しながら全部しまう。

　作業をすべて終えて梱包資材を片づけると、部屋の中にあるのは窓辺に置かれた写真立てとベッドがひとつだけという実に殺風景な状じよう況きようになった。

「そっけねぇ部屋。……ライトとかタペストリーとかラグとか、少しあってもいいかもな」

　滅めつ多たに来ない宿しゆく泊はく客のためにぽつんとベッドだけが置いてあったこの部屋は、この先、万が一にも正輝が弟で子しを取るようなことがあった場合に使う予定の部屋だったらしい。

　正輝の部屋と同じ造りになっていて、バスとトイレが隣りん接せつしてあるからかなり便利だ。

「っと、テレビと冷蔵庫も必要か」

　水やビールを飲むのに、わざわざ一階まで降りるのも面めん倒どう臭くさい。

　とりあえずいま現在の喉のどの渇かわきを癒いやすため、一弥は一階に降りて行った。

「片づけは終わった？」

　巨きよ大だいなパネルの前で仕事中だった正輝が、手を止めて一弥を見る。

「ん。珈琲コーヒーもらう」

「じゃあ、もうちょっとしたら休きゆう憩けいするから俺の分も頼む」

「了りよう解かい」

　珈琲メーカーで多めに珈琲を淹いれて、とりあえず先に飲んでいると、しばらくして正輝がやってきた。

「はい、引ひつ越こし祝い」

　唐とう突とつに、ポンとぬいぐるみを渡わたされて一弥は目が点になった。

「これが？」

　渡されたのは、手足がしっかりした赤毛のテディベアだ。

「ちゃんとシリアルナンバー入りだから、大事にしてやってくれ」

（大事にしろって言われても……）

　ぬいぐるみなんて、幼よう稚ち園えん時代に持ったきり。

　コレクターじゃないから欲しいと思ったことはないし、そもそも成人男子にプレゼントするようなものではないような気がする。

「……なんで？」

「似合うから」

「んなこと、はじめて言われた」

　下心つきの高価なプレゼントは普段から受け取らない主義なのだが、これはそういうのとは違う感じがしてどうにも突っ返せない。

（ただのぬいぐるみだしなぁ……。──もしかして、なんかのメッセージなのか？）

　精神年齢的にまだぬいぐるみが似合うお子様だと暗喩しているのでは？　と正輝の表情を窺うかがってみたが、その手の皮肉気な様子はまったく見受けられない。

　ここでもう一度子供時代をやりなおせって言っているわけではないだろうし……。

　まるで、答えの傾向がさっぱり見えない宿題を手渡されたような気分だ。

　困惑した一弥は、テディベアの腹のあたりを片手でわしっと摑つかんでじっくり眺ながめた。

「違う違う。もっと優しく扱あつかってくれよ」

「優しく？」

「そう、こんな風に？」

　正輝は、一弥の手からひょいっとテディベアを取り上げると、きゅっと胸に抱だく。

「ぶふっ。おっさんのほうが似合うんじゃねぇか」

　最初に会った日のように、もさっとした髭ひげがある状態だったら、まるで親子熊ぐまだ。

　ひとりでウケて笑っていると、「はい」とテディベアを胸に押し当てられる。

「……こうか？」

「そうそう。そんな感じ」

　真似まねをしてきゅっと胸に抱くと、正輝は満足げに目元を細めた。　>>>♥

（この目がくせ者なんだよな）

　はじめて会った日、この優しげな目についつい流された。

　穏おだやかそうな風ふ情ぜいに隠かくされた押しの強さに、なんだかんだで流され続け、気がついたら同居までしている。

　出会ってから、まだ一週間も経たっていないというのにだ。

（いったい、なに考えてんだろ？）

　とりあえず、この状況は正輝の思うつぼなのだろうが、その目的が微び妙みようにわからない。

　直接的に口説いてきたり、セクハラしてくるならわかりやすいのだが、それもないし……。

（今晩あたりから、手を出してくるのかもな）




　──と、思っていたのだが。

（……出してこねぇし）

　翌朝、一弥は三階の部屋でひとりで目覚めた。

　昨日はあの後、いつ誘さそってくるんだろうかと落ち着かない気分で過ごしたのだが、夕食後、正輝は仕事するからと言って一階の工こう房ぼうに行ったきり。

　もう寝ねると声をかけて三階へ上がりベッドに入った後、一度だけ部屋のドアをノックされたのだが、忘れ物だとテディベアを手て渡わたすとすぐにまた一階の工房に戻って行ってしまった。

　その夜、けっきょく一弥はテディベアと健全に添そい寝したのだ。

　どうなってるんだと首を捻ひねりつつ、顔を洗って着き替がえてから、なんとなくテディベアを持って一階に降りた。

「おはよう。よく眠ねむれたか？」

　朝食の支し度たくをしていた正輝は、一弥を見て目を細めた。

「まあ、ぼちぼち。……おっさんは、いつまで仕事してたんだ？」

「二時すぎには寝たよ」

「ふうん」

（それぐらいなら、俺もまだ起きてたのに……）

　思わず、むすっとしかけて、ふと我に返る。

（ここは怒おこるところじゃねぇだろうが）

　遊び相手でも恋こい人びとでもないのだから……。

　なんだかやけにもやもやして、複雑な気分だ。

「朝飯の支度、俺も手伝おっか？」

「いや、いいよ。俺にとって料理は、仕事の合間の息いき抜ぬきみたいなものだし」

　座っててくれと言われて、仕方なく椅い子すに座る。

（なんかこう、微妙なんだよなぁ）

　押されるままにあっさり引っ越こして来てしまったが、よくよく考えてみると家賃の話さえまだしていなかった。

　家政婦などはいないようなのに、家事の分担についても話し合ってない。

　上げ膳ぜん据すえ膳状態は、微妙に居い心地ごこちが悪い。

　最初に泊とまった日の朝に当然のような顔で朝食をガツガツ食えていたのは、前夜にああいうことがあったからで……。

「さて、できた。食べようか」

　今日の朝食は味み噌そ汁しるに焼き鮭ざけと和風で、文句なく美味おいしかった。

　だが一弥は、なんだか胸のあたりがつかえるような感じがして、思ったように食べることができなかった。




　食後の珈琲を飲んでいると、美香が出勤してきた。

「おはよう。──あら可愛かわいい」

　一弥がテーブルの上に置いたテディベアを見て、美香が微笑ほほえむ。

「おっさんに貰もらった。引越祝いなんだってよ」

「そう。似合うじゃない」

「そうかぁ？」

「ええ、あなたぐらいの歳の男がぬいぐるみを持ってるのって、卑ひ猥わいな感じがして楽しいし」

（卑猥？）

　思わずテディベアを手に取りじっくり眺めてみたが、平和そうなその顔からエロごとはどうしても連想できない。

「正輝、いつまでも一弥の顔眺めてないで、さっさと仕事場に行きなさい」

「わかったよ。──カズちゃん、じゃ、また後で」

　そうこうしている間に、正輝が美香に追い出される。

「さて、と……。──一弥、ちょっと話を聞かせてもらいましょうか」

　居住まいを正した美香に、キッとキツイ視線を向けられて一弥も慌あわてて背筋を伸のばした。

「なんだよ、急に……」

「ちょっと身上調査をさせてもらおうかと思って。正輝が気に入ってるから黙だまって雇やとったけど、同居までするとなったら素す性じようを知らないままってわけにはいかないじゃない？」

　改めてそう言われて、一弥はそりゃそうだと納なつ得とくした。

「そういや、俺、履り歴れき書も出してねぇんだもんな」

「そうなのよ。さて、出身地に出身校、職歴も教えてちょうだい」

　キリキリ白状しなさいと言われて、開き直った一弥は経歴を全部白状した。

　もちろん、前の会社の退職理由もだ。

「女性上司をレイプ未み遂すいでクビ？　あなた、ゲイなんだから、それって濡ぬれ衣ぎぬなんでしょう？　なんで会社ではっきりカミングアウトしなかったのよ」

　ばっかねーっと思いっきり呆あきれられて、いっそすっきりだ。

「美香サンは、親父おやじと違ちがって、俺が無実だって信じてくれるんだな」

「お父さんは信じてくれなかったの？　あ、もしかして、それで家を追い出されたとか？」

「一昨日おとといまで住んでたところを追い出されたのは確かにそのせいだな。でも、それ以前に、この性せい癖へきのせいで縁えんを切られてたから」

「ゲイだからって親子の縁を切っちゃったの？　言っちゃなんだけど、あなたの親、最低」

　怒った口調ながらも、美香の顔は悲しげだった。

「あたし施設育ちだからさ、ずっと普ふ通つうの家庭に憧あこがれもってたのよね。なのに大人になったら、その手の嫌いやな話を聞いてばっかり。なんかすっごく悲しくなる。……ま、その分、このあたしがダーリンと共に温かい家庭を作ってやるんだけどね！」

　誰だれにともなく宣言する美香に、一弥はつい「よし、頑がん張ばれー」と応おう援えんしてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶ、世の中にはまともな親子もいるしさ」

　そう言いながら一番に思い出すのは、友達の直己の家族関係だ。

　愛情の深さ故ゆえに超ちよう口うるさい母親から、年に一度の人間ドックを義務づけられているんだと言って苦く笑しようしていた直己。

　父と共に家業を盛り立てているふたりの兄とも仲がよく、頻ひん繁ぱんに連れん絡らくを取り合っては近きん況きようを報告し合っているようだ。

　そんな話を聞く度たび、離はなれて暮らしても、家族との心の距きよ離りはいつも近いんだと感心していた。

　そういう家族に恵めぐまれたからこそ、きっと直己は真ま面じ目めでまっすぐで、ほっと安心できるあの雰ふん囲い気きを身に纏まとっているのだろう。

　家族との心の絆きずなが途と絶だえてしまっている自分とは、最初から違うのだと……。

（でも、違うのかもな）

　一弥の励はげましの言葉に、「まかせて」と華きや奢しやな拳こぶしを振ふり上げる美香を眺ながめながら思う。

（俺は、頑張ったことなんかなかった）

　母親をあんな形で失ってからというもの、なにもかもを最初から諦あきらめるようになっていた。

　ゲイを直せと父親に言われたとき、直せるようなものじゃないと説得することをしなかった。

　直己に恋こいをしている自分を自覚したときは、ノーマルにアプローチしたところで無む駄だだと打ち明ける気になれなかった。

　女性上司の狂きよう言げんで濡れ衣を着せられたときもそうだ。

　勤続年数が長く実績のある彼女と新入社員の自分、会社側がどちらの言い分を信じるかなんて考えるまでもないと思った。

　説明を求めることもなく、会社側から解かい雇こだと言い渡わたされたときには、やっぱりなと納得したぐらいだ。

　信じてもらえずに傷つくより、最初から引いたほうがマシだ。

（俺はいつも、最初から諦めてた）

　引き止めようとして頑張ったのに、母親は自ら逝いってしまった。

　あの絶望的な出来事以来、努力しても無駄だと思うようになってしまっていたようだ。

　思い通りにならなかった現実が辛つらくて、拗すねてしまっていたのかもしれない。

（ガキの頃ころのままだ。……確かに、まだこれが似合うのかも）

　微び妙みように悔くやしい気分になりながら、テーブルに座らせておいたテディベアのおでこにデコピンする。

「これで身上調査はお終しまい。正式に同居を認めてあげる」

「どーも」

「あ、そうそう。一応、公私の区別はつけてね」

「ん？」

「工こう房ぼうとかでエッチしないで。兄妹きようだいみたいな奴やつのそういうシーンって、あんま見たくないし」

「……そういうことは、おっさんに言え」

　その手のことをしたのは最初の夜だけ。

　しかも、やるもやらないも正輝次し第だいだとは言えず、一弥はむっつりした顔で呟つぶやいた。

「はいはい。──まあ、それは置いといて。正社員にしたげるから長く勤めてよ。もう少し経たったら、お金の管理も教えるし……。一弥が落ち着いてくれたら、あたしもやっと産休が取れるわ。高こう齢れい出産って言われる歳になる前に最初の子を産みたかったのよ」

　気き紛まぐれな正輝はひとりでは仕事の納期を守らないし、作品の対価として金を貰うことを失念しがちだから、ひとりにしておけなくて困っていたのだと美香が言った。

「いや、そりゃまださすがに時じ期き尚しよう早そうじゃねぇ？　そんな簡単に俺を信じていいのかよ」

「いいの。そもそも、正輝に気に入られた時点で、もうオールオッケーなのよ」

「気に入られたって……。ホントかよ」

　そもそも、いったいどういう風に気に入られているのかがさっぱりわからない。

　ヤバイぐらいに気に入られたと感じたのは初日だけで、日が経つごとにその自信は目減りしていくばかりだ。

「気に入られてるわよ。けっこう長く不調が続いてたのに、一弥に会った途と端たんに復活しちゃったし……」

「ああ、そういや、ふぬけてたって言ってたっけ。おっさん、スランプだったのか？」

「そうじゃないの。可愛かわいがっていた子がいなくなって、それですっごい落ち込んでただけ」

（可愛がってたって……）

　一弥はぎゅっと眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……俺の前にも誰かいたわけ？」

「いたけど……。でもホントに子供よ。それも一歳の女の子」

「は？」

「愛あいちゃんっていう、可愛い子。えーっと……確かここに……」

　美香は棚たなの中からスケッチブックを引っ張り出してきた。

「それ、おっさんがよく持ち歩いてる奴か？」

「そうよ。っていっても、これは描き終えた分で、いま持ち歩いてるのとは違うけど」

　美香はテーブルの上にスケッチブックを置くと、パラっと捲めくった。

「ほら、この子よ。可愛いでしょう？」

　それは、鉛えん筆ぴつで描えがかれた柔やわらかな風合いの素そ描びよう。

　まだ赤ん坊ぼうといっていい年頃ごろの女の子が、にっこり笑った瞬しゆん間かんを描いている。

　もう一枚捲ると同じ女の子の泣いた顔、その次は寝ね顔がおと、一冊全部この子の絵だ。　>>>♥

　どれもが愛情溢あふれる、優やさしいタッチの絵だった。

「もしかして、おっさんの子供？」

「そんなことあるわけないでしょう。海外で仕事してる正輝の親友の子よ。──正輝、すっごく可愛がってたんだけどね」

「この子、死んだのか？」

「いやだ。縁えん起ぎでもない。生きてるわよ。実のお祖父じいちゃん達に引き取られていっただけよ」

　その親友の元妻がかなり困った人物で、一日だけ預かってくれと正輝に強ごう引いんに子供を預けていったきり行方ゆくえ不明になってしまったのだ。

　どうやら若い男に入れ込んで、子供が邪じや魔まになってしまったらしい。

「正輝はね、彼女が愛ちゃんを置いていくつもりだって気づいてたのに、黙だまって彼女を行かせちゃったの。無む理り矢や理り引き止めても、子供のためにならないって言って……」

　置いていかれた子供の身体からだにはつねられた跡あとがあり、かなり瘦やせてもいた。

　どういう扱あつかいをされていたか、一いち目もく瞭りよう然ぜんの状態だったのだ。

「半年ぐらい預かったかな。彼女と絶ぜつ縁えんしていたご両親が、孫がここに預けられてるってことを人ひと伝づてに聞いて慌あわてて引き取りにきたの。──正輝、愛ちゃんのことそりゃもう可愛がってたから、手放してからはがっくりきちゃってね。もう抜ぬけ殻がら状態よ」

　それから三ヶ月、いつも身み綺ぎ麗れいにしていたのに髪かみも切らず髭ひげも剃そらず、しょっちゅう気紛れを起こしては金にならないものにまで手を出していた芸術活動にも意い欲よくをなくしてしまった。

　美香が厳しく管理することで、オファーを受けていた仕事だけはなんとかこなしていたが……。

「それが一弥が現れた途端、いきなり復活よ」

「それ、ホントに俺のせいなのか？　たまたまなんじゃねぇの？」

「違ちがうわよ。っていうか、愛ちゃんを引き取る前の正輝はね、そりゃもうたいした遊び人だったの。しょっちゅうこの家にお相手を引っ張り込んでたみたいだけど、そのお相手をあたしに会わせたことはなかったし、こんな風に引き合わされたのは一弥がはじめて。もちろん、同居もはじめてよ」

「……マジかよ」

「ええ」

　だから、正輝と真面目に向き合ってあげてね？　と美香が半ば真しん剣けんな顔で言う。

（向き合うもなにも……）

　どういうつもりで正輝が同居に踏ふみ切ったのかもわからないのに、いったいどうしろというのか。

　一弥は返事に詰つまってしまった。







（……子供の代わりだったりしてな）

　引ひつ越こし祝いで貰もらったテディベアも、そう思えば納なつ得とくだ。

　フロートのカウンターで、一弥はひとりふて腐くされてビールを呷あおっていた。

（でなきゃ、手を出してこない理由がわかんねぇし……）

　もし本当に子供の代わりだったとしたら、あまりにも不ふ愉ゆ快かいだ。

　正直、許せないとさえ思う。

　許せないと思う原因が、たぶん恋れん愛あい感情絡がらみだってことも不本意ながら自覚しつつある。

　そのせいもあって、正輝とふたりきりでいるのがどうにも息苦しくなってしまって、仕事が終わってすぐ遊びに行ってくるとだけ告げて家から飛び出してきてしまった。

　流されるまま同居することになってしまったが、ちょっと早まったかもしれない。

　後こう悔かいしていると、尻しりポケットに入れておいた携けい帯たいが震ふるえた。

　見ると、直己からのメールで、自分も会社を辞やめることになったと書いてあった。

（そんな）

　入社してすぐ、希望していた部署から他部署へ強制的に異動させられたとは言っていたが、会社を辞めたくなるほど思い詰めていたとは聞いていない。

（もしかして、俺が先に愚ぐ痴ちっちまったから言えなくなってたのか？）

　これは一大事とばかりに焦あせって折り返し直己の携帯に電話をかけてみたら、そっちの問題ではなかったらしい。

『会社の仕事のほうは順調だったんだけどさ。例のあの人と別れちゃったもんだから……』

　直己がつき合っていた一ひと目め惚ぼれの相手が会社関係の人だったとかで、完全に吹ふっ切るために会社を辞めることにしたのだと直己が言う。

「そっか、それならしかたねぇよな」

　などと直己に相づちを打ちながらも、心の中では、よしっ！　と拳こぶしを握にぎりしめていた。

（やっぱ直己はこうじゃないと）

　遊びの関係を、きっちり自分の意志で断たち切れるその潔いさぎよさが直己らしい。

　一弥は嬉うれしくてたまらなかった。

　その後、直己の再出発を直接励はげましてやりたくて、今から飲みに出てこないかと誘さそってみたがあっさり断られた。

『ごめん、会社辞めるまで夜遊びは控ひかえるよ。酒臭くさい息で会社に行きたくないし、最後までちゃんと働きたいから』

　辞めると決めた会社であっても、最後まできっちり誠実であろうとする直己の姿勢に、これまた一弥は心の中でぐっと拳を握る。

　遊びの関係でもいいだなんて、やっぱり一目惚れした衝しよう撃げきに一時的に我を忘れていただけだったのだ。

　ずっと大切に思っていた直己が立ちなおってくれたことが本当に嬉しい。

「残念。んじゃ、そっちのケリがついたら絶対に飲もうな」

『うん。楽しみにしてる』

　じゃ、また、と通話が切れる。

　勝手ににやけそうになる顔を無理に引き締しめながら酒を舐なめていると、顔かお馴な染じみのおねえ言葉のバーテンダーがにやにやしながら声をかけてきた。

「今の電話、直己ちゃんでしょ？　飲みに誘ったのに、ふられたんだ？」

「うっせぇよ。ほっとけ」

　一弥は、わざと仏ぶつ頂ちよう面づらをしてぼやくように答えた。

「だったら、俺と飲まない？」

　顔にかかっていた照明がふっと遮さえぎられ、斜ななめ上から見覚えのある顔がぬっと出てきた。

「おっさん、なんで？」

「カズちゃんのいない家にひとりでいてもつまらないから、捜さがしに来てみた」

「ストーカーかよ」

　軽く片眉まゆを上げて呆あきれたような顔を正輝に向けたが、その実、やっぱり正輝は自分のことを気にしてるんだなとわかってかなり嬉しい。

（ヤバイ。さっきより嬉しいかも……）

　直己が遊びの関係を解消したと聞いたときには、なんとか抑おさえていられた口元の緩ゆるみが、今度はどうにも我が慢まんできない。

　一弥は緩む口元を隠かくすために、ビールのグラスに口をつけた。

「今日はビールか。──俺にも同じのを」

　正輝に声をかけられたバーテンダーは「はあい」とハートマークが飛びそうな声を出した。

　はい、どうぞとシナを作りながら酒を出し、ちょっとちょっとと一弥に声をかけてくる。

「なんだよ」

「こんな美形、どこで引っかけてきたのよ？」

「どこって、ここだぜ。ほら、この間の赤毛の熊くま」

　一弥が正輝の口元を手で覆おおって隠してやると、バーテンダーは、ああっと驚おどろいた顔をした。

「うっそー！　やだ、こんな美形だってわかってたら、あたしだってほっとかなかったのに！　もう、一弥ったらうまくやったわね。ネコはやらないなんて噓うそばっかり。ただの面食いだったんじゃない」

　珍めずらしく食いつきがよかったから変だと思ったのよ、とバーテンダーは唇くちびるを尖とがらせた。

「……ああ？　食いつきがいいって、俺がか？」

「そうよ。おまえん家で飲み直してやってもいいぜ～とかなんとか偉えらそうに言って、べったりくっついちゃってさ。一いつ緒しよに腕うで組んでここから出てったじゃない」

「俺、んなことした？」

「したわよ。ヤ～ダ、覚えてないの」

　飲み過ぎよ、とバーテンダーは呆れたような顔をした。

（お持ち帰りされたんじゃなく、持ち帰らせてたのか……）

　となると、その後の展開もちょっと事情が変わってくる。

　酔よったせいで強ごう引いんに連れ込まれたと思っていたから横おう柄へいな態度も取れたが、故意に引っかけさせたのだとしたら……。

（自分からくっついてって、嫌いやだ、やめろもねぇよなぁ）

　一弥が正輝に拾われてきたという美香の認にん識しきは、真実だったのかもしれない。

　引っかけさせられ、うっかり身の上話を聞かされた正輝は一弥の生おい立ちに同情し、住むところがないのならと家にも招き入れてくれただけだったのかも……。

（マジで、あの愛ちゃんとかって赤ん坊ぼうのときみたいに、行く場所がない俺をほっとけなかったとか？）

　抱だいたのはトラウマを解消してくれるためで、うちの子になれと言ったのは目の前で父親に拒きよ絶ぜつされた自分を憐あわれんでくれただけで……。

（くそっ）

　思い上がっていた自分が、むしょうに恥はずかしくなってきた。

　首のあたりから徐じよ々じよにじわじわと熱くなっていって、最後には顔全体が火ほ照てってくる。

「なに真っ赤になって照れてるのよ。らしくないわよ」

「うっせぇ、向こう行け」

　バーテンダーは「はいはい」と肩かたを竦すくめて、別の客の前へと移動して行った。

「違うよ」

　ふっとまた照明が遮られ、正輝の顔がドアップで目の前に。

「カズちゃんは、俺がしつこくしつこく誘ったから仕方なく応じてくれただけだよ」

「ホントか？」

「ああ。俺はカズちゃんに側そばにいて欲しいんだ。だから、バイトにも誘ったし、引っ越こしておいでとも言った」

「……それにしちゃ、なんもしねぇじゃねぇか」

「ん？」

「あれ以来、キスのひとつもしてこねぇし……」

　口にした途と端たん、また羞しゆう恥ち心しんがどわっと沸わき上がってきて顔が火照った。

「ああ、うん。そうだね。──あの夜のことは、カズちゃんにとっては酔った勢いだっただろう？　それがわかってるから、無む理り強じいして逃にげられたくなかったんだよ」

　またひとりになるのは嫌だしな、と正輝が呟つぶやく。

「俺は、やっぱり子供の代わりかよ」

「愛ちゃんのこと、美香から聞いたのか……。代わりだとは思ってない。というか、もう子供はいいよ。特に女の子は……。大事に育てたって成長したら余所よそにいっちゃうんだと思うと、構っててもやたらと寂さびしくなるからなぁ」

「あんなチビ相手に、んな心配してたのか」

　気が早すぎだろ、と一弥が笑うと、正輝は優やさしげに目を細めた。

「その点、カズちゃんならちょうどいい」

　最初は颯さつ爽そうと歩く一弥の姿に目を奪うばわれ、モデルにしたいと後をつけた。

　フロートに辿たどり着き、親しげに直己と話す一弥を眺ながめていて、ふと寂しそうだなと感じた。

「寂しそうって、俺が？」

「俺と同じ、ひとりぼっちだって目をしてた」

「……おっさんには美香サンがいるじゃねぇか」

「美香にはダーリンができたからなぁ。俺はもう一番じゃない。一弥もそうだろう？」

「まあ、そうかもな」

　直己の一番にはなれないし、複数いる遊び相手達にとっての一番でもないだろう。

　正輝と迎むかえたはじめての朝に監かん禁きんされたのかもしれないと勘かん違ちがいして、自分の不在に気づく人間がほとんどいないことを再認識させられたときの、あの不安と孤こ独どく感は今でもありありと思い出せる。

「俺はカズちゃんの一番になりたい。それがただ口先で頼たのんで得られるものじゃないってこともわかってるから、ゆっくり時間をかけて、とりあえず信しん頼らい関係を築くことからはじめようと思ってる。──一時の衝しよう動どうでがっついて嫌きらわれるのだけは避さけたいんだよ」

　その言葉に、だから据すえ膳ぜんでも手ぇ出してこなかったのかと、一弥は納なつ得とくした。

　確かに、ふたりは出会ってまだ一週間しか経たっていないのだから当然と言えば当然なのかもしれないが……。

　一弥が短気すぎるのが悪いのかもしれないが、それでもこの状態は微び妙みように居い心地ごこちが悪い。

　仕方ないから、こっちから一歩踏ふみ出してみることにした。

「……別に、その程度で嫌ったりしねぇけど」

「ホントに？」

「ああ。あの絵の代金払はらい終わるまではバイトも辞やめねぇし……。ってか、中ちゆう途と半はん端ぱに構われんのってけっこう困るんだよ。今だって、おっさんにこうやってべったりくっつかれてると、今夜の遊び相手を探すこともできねぇしさ。あんたにその気がねぇのなら、他ほかのを探しに行くから先に帰っててくれねぇかな。──おっさんのお蔭かげで新しい楽しみ方を覚えたところだし、忘れる前にもう一度試ためしときたいとこなんだ」

　だめ押しでつけ加えると、正輝は慌あわてたようだった。

「そんなつもりでここに来てたのか⁉」

「あったりまえだろ。相手居なきゃできねぇんだし」

「誰だれでもいいのなら俺にしとこうよ」

　がっしり肩を引き寄せられ、額がくっつきそうなぐらいに顔を近づけられる。

（おっさん、必死だな）

「うっかり下手へたくそな奴やつに当たるかもしれないぞ。その点、俺なら間ま違ちがいない」

　そうだろ、と囁ささやかれ、その唇が耳元の柔やわらかいところに触ふれて強く吸われた。

（……うわっ）

　ぞくぞくっと背筋に甘い痺しびれが走る。

（これこれ……。こうでなきゃ）

　気に入った相手に声をかけられ、誘さそわれる瞬しゆん間かんのこの感覚。

　駆かけ引きする楽しさを思い出して、一弥はぞくぞくした。

　ただ猫ねこかわいがりされていては感じられないこの高こう揚よう感かんが、ずっと足りなかったのだ。

　もやもやしていた気分が、すうっと晴れていく。

「俺と一緒に家に帰ろう。この間よりずっと楽しませてあげるから」

「んー、どうすっかなぁ」

　真しん剣けんに誘ってくる風ふ情ぜいがなんだか可愛かわいく見えて、わざととぼけて焦じらしてやる。

　ずっと慣れ親しんできた夜にやっと戻もどれたようで、一弥は少しほっとしていた。







　散々答えを焦らしている間に酒が進み、家に帰りついた頃ころにはいい感じに酔っぱらっていた。

　フワフワとした酩めい酊てい感に足元がふらつく度たび、がっしりとした腕が支えてくれる。

　促うながされるまま正輝の部屋に行き、ベッドをひとめ見た一弥はちょっと驚おどろいた。

「シーツ替かえたのかよ」

　エロごと仕様の黒いシーツが、白のそれに替わっている。

　それに合わせて、枕まくらカバーや毛布までが全部明るい色になっていた。

「カズちゃんの好みに合わせてみた」

「ふうん」

（なんだよ。いつでも俺を引っ張り込めるように準備してたんじゃねぇか）

　それならそうと面めん倒どう臭くさい手順を踏もうとせず、早く言ってくれればよかったのだ。

　そうしてくれていたら、手を出してもらえないことを気にしたりせずに済んだのに……。

　直接手で触れたシーツは、パリッと綺き麗れいに糊のり付づけされていて皺しわひとつない。

　自分のために用意されたシーツの白が目に眩まぶしくて痛い。

　一弥は瞬またたきを繰くり返した。




　先にシャワーを浴びて、ばふっと皺ひとつないシーツに倒たおれ込む。

「気持ちいー」

　さらっとした清潔な綿の肌はだ触ざわりがたまらない。

　毛布を引き寄せ、くるまって目を閉じる。

（おっさんの匂においがする）

　ここは、自分のために用意された安心できる寝ね床どこ。

　安あん堵ど感かんに包まれてとろとろしていると、「まさか、寝ちゃったんじゃないよな？」とバスルームから戻ってきた正輝に肩かたを揺ゆすられた。

「あー……眠ねむい」

「ここまで焦らしてお預けはないだろう？」

　起きてくれよと囁かれると同時に、キシッとベッドがきしんで毛布の上から正輝が乗っかってくる。

「うぜえ。重いって」

　ぎゅーっと腕うでを突つっ張ぱって、近寄ってくる顔を押しのけた。

「重い？　じゃあ、こうしよう」

「あ？」

　なんだ？　と問う間もなく、ぐいっと毛布ごと抱だき上げられ膝ひざの上に乗せられた。

「これなら重くないだろう？」

　背後からすっぽりと抱き締しめられ、一弥はちょっと居心地が悪い。

（これじゃまるで子供を抱っこしてるみたいじゃねぇか）

　みっともないことこの上ない。

　逃にげようとしたが、毛布越ごしに腕ごと後ろからがっしり拘こう束そくされていては無理だった。

「眠気が覚めるよう、まずこっちに目を覚ましてもらおうか」

　正輝の右手が毛布の上から、一弥のそこをやんわり揉もみ込んでくる。

「う……わっ」

　やわやわと刺し激げきされているうちに、それが硬かたくなってきた。

　毛布越しにその形をなぞるようにいじられる。

　布越しの愛あい撫ぶはどこか茫ぼう洋ようとして焦れったい。

　大きな手で擦こすり上げられる快感を知ってしまっていたせいか、あまりの焦れったさに微かすかに腰こしが揺れた。

「もっとちゃんと触さわって欲しい？」

　ちゅっと音を立ててキスしながら、正輝が聞いてくる。

（……あれ？）

　そのキスに、なにか物足りなさを感じた一弥が振ふり向くと、すかさず深く口づけられた。

「……んん」

（そっか、髭ひげがねぇからか）

　はじめて抱かれたあの夜、あのもさっとした髭から与あたえられるソフトな刺激の不意打ちに随ずい分ぶんと泣かされた。

　それを覚えていたから、なにか物足りないような気がしたのだろう。

（でも、これなら自分でコントロールできるかもな）

　前に抱かれたときは、快感に負けてずるずると言いなりになってしまった。

　だが今回は、厄やつ介かいな髭もないし二度目だしで、自分を保っていられるかもしれない。

「……どうかした？」

　考え事をしながら上の空で深いキスに応じていたせいで、正輝が不ふ審しんに思ったようだ。

　唇くちびるを離はなして、少し心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。

「どうしても気分がのらないようなら、今日は諦あきらめるけど……」

　とか言いながら、正輝の手はぐいっと一弥のそれを毛布の上から摑つかむと、強く擦り上げた。

「ちょっ……っ……待て……」

　焦れったさに疼うずいていたそれは、嬉き々きとしてその刺激を受け入れた。

　毛布が直接擦すれて、妙みような熱さも感じる。

「放せって。毛布……汚よごしちまうし……」

　先走りの雫しずくが溢あふれる感覚に、一弥は慌てて正輝を止めた。

「ん？」

　不思議そうな顔をした正輝は、一弥をくるんだ毛布をはぎ取った。

「なんだ、カズちゃんも最初からその気で待ってたんじゃないか」

　下着も着けずに毛布にくるまっていたことを知って、正輝は嬉うれしそうな顔をする。

「意地張っちゃって……。まあ、素す直なおじゃないところも可愛いけど」

　むき出しになったそれを、つつーっと直接指で擦り上げられ一弥は息を吞のんだ。

「でも、こっちは素直だ。……もう零こぼしちゃってるし」

　先にたまる雫を正輝が指先で掬すくい取る。

　なにをするのかとその指を目で追っていったら、正輝はそのままぺろっと舌で舐なめ取った。

「うん。カズちゃんの味だ」

「……言うことが一々おっさんくせぇんだって」

　文句を言うと、「そう？」と軽く首を傾かしげた正輝が、にっと唇の端はしを軽く上げて微笑ほほえむ。

（うっ）

　普ふ段だんのただ優やさしげな笑えみとは違ちがう、ちょっと男臭くさい雰ふん囲い気きのある微笑み。

　それは、はっきり言ってもの凄すごく魅み力りよく的な微笑みだった。

（髭がなくても、これだけでヤバイ）

　笑いかけられただけで、背筋がゾクッとした。

　自分より大きな男は好みじゃないと公言してきたが、そんなのはネコとして扱あつかわれるのを避さけるための方便だ。

　魅力的な雄おすには、どうしたって惹ひかれずにはいられない。

　我が慢まんできなくなった一弥は、正輝の髪かみを引っ張って自分からキスを仕し掛かけていった。

「……んんっ……」

　舌を強く絡からめ合うとぞくぞくっと甘い感覚が背筋を這はい上がってきて、甘い鼻にかかった声が漏もれてしまう。

　そうこうしている間にも、正輝の右手が一弥のそれをまさぐり、零れた雫で濡ぬれた手の平でそれをやんわりと擦りはじめる。

（くそっ、もう好き勝手しやがって……）

　左手のほうは、胸の突とつ起きを探さぐり当て、親指の腹で揉み込むように刺激している。

　あっさり尖とがって敏びん感かんになったそれを、親指と人差し指の腹できゅっと強くつままれて、刺さすような甘い刺激が全身に走る。

「……っ……」

　たまらずにビクッと脇わき腹ばらがひきつり、身体からだがうねる。

（なんだ、これ……）

　腰のあたりにたまらない重苦しい甘さを感じた。　>>>♥

　あまりの重苦しさに我慢できなくなった一弥は、正輝の右手の上から両手で自らのそれを摑むと強く擦り上げた。

「せっかちだな。我慢できなくなった？　それとも、俺にカズちゃんのオナニーのやり方を教えてくれてるの？」

　からかうような正輝の言葉をシカトして、ただ夢中で行こう為いを続ける。

「……んっ……あ……あっ……ああ！」

　肉厚で自分のそれより大きな他人の手の平を使ったオナニーは、かなり効く。

　張りつめていたそれは、ビクビクと震ふるえながらあっさりと白はく濁だくした精を放つ。

　が、腰に溜たまる重苦しい甘さは去っていかなかった。

「……な……んだ、これ……」

　放ったばかりなのに、まだまだ身体が疼いている。

　わけがわからず、もう一度そこを両手でいじりながら疼く身体をくねらせると、耳元で正輝が小さく笑った。

「なんだ、そうか。カズちゃん、馬ば鹿かだな。そっちじゃないよ」

　一弥にされるままだった正輝の右手がさらに下へと動いていく。

「ここが、焦じれてるんじゃないの？」

　一弥が放ったもので濡れた指先で、後ろの蕾つぼみを軽くなぞる。

「うわっ……ちょっ……」

　その途と端たん、身体がビクッと震えてそこがキュウッとすぼまる。

　そして重苦しい甘さは、じんっと身体中に広がっていった。

「ほらね？」

　敏感に反応してすぼまったそこを、正輝がその指先で宥なだめるように撫なでる。

「緊きん張ちようを解いて、俺の指を入れて……。気持ちよくしてあげるから」

「ん」

　囁ささやかれた後、ふっと耳に息を吹ふきかけられ、そこから気がそれた。

　その瞬しゆん間かんを待っていた正輝の指先が、つぷっと入ってくる。

「……あ……」

　指先でくいっと入り口付近の内ない壁へきを擦られて、腰が揺ゆれる。

「カズちゃんの身体は本当に素直で覚えがいいな。……ほら」

「あ……あ……んんっ」

　正輝の指がぐるっと内部を押し広げるようにして動くと、まるでその指をもっと吞のみ込もうとするようにそこが蠢うごめいた。

「な？　すぐに柔やわらかくなった。この間気持ちよかったこと、ちゃんと覚えてるんだな」

　嬉しいよ、と優しい声で囁かれ、またビクっと脇腹がひきつる。

「これ、どうして欲しい」

　くいっと指先を中で動かされて、一弥は白旗を上げた。

「もっと……奥まで挿いれろ」

「わかった。でもこのままじゃ無理だな」

　なんだと、と振ふり向くと、にっと正輝が微笑む。

「もっと俺に身体預けて、それでもっと足を広げてくれないと、奥まで届かないよ？」

「あぁ？」

（もっとって……）

　後ろから抱だっこされた状態で身体を預けて足を広げる。

　どう考えても、それは幼児のおしっこスタイルだ。

「できるわけねぇだろうが！」

　ギッと睨にらむと、正輝は「残念」と呟つぶやきながら指を引き抜ぬいてしまう。

「あ……ちょっ……」

「ん？　大だい丈じよう夫ぶ、すぐにまた入れてあげるから」

　ぐいっと正輝の膝ひざからベッドの上に下ろされた。

「仰あお向むけになって足を広げるのと、俯うつぶせとどっちがいい？」

「どっちって……」

　選ばされるとは思わなかった一弥は、おろっと狼狽うろたえた。

（この間は足広げたんだっけ……）

　確か、促うながされるまま大きく足を広げた。

　さして羞しゆう恥ち心しんを感じていなかったのは、今日よりずっと酔よっていたせいかもしれない。

「……俯せで」

　顔を見ながらよりは羞恥心を感じないだろうと、一弥は自らベッドに俯せになる。

「カズちゃん、それじゃ駄だ目めだよ。腰こし上げてくれなきゃ、前を可愛かわいがってあげられないよ」

　正輝の手が腰を摑つかみくいっと持ちあげる。

「うわわ……」

　中ちゆう途と半はん端ぱに身体が浮ういた一弥は慌あわてて、手足を突つっ張ぱり四つんばい状態に。

「そうそう。そのまま大人しくしてて」

　ちゅっと音を立てて背中にキスを落としながら、正輝の指がぬるっとまた中に入ってくる。

「……あっ……」

　ぐいっとさっきよりも奥のもっといいところを強く擦こすられ、カクッと肘ひじが落ちた。

「気持ちいい？　じゃ、これは？」

　ほんのちょっとの刺し激げきであっさり緩ゆるんでしまったそこに入れる指を正輝は二本に増やした。

　ぐるっと中を押し広げるようになぞってから、中でその指を離はなし、別々に動かしだした。

「うわっ……ちょっ……」

　なにか細長い生き物が中で蠢いているような感じがして、ぞぞっと肌はだが粟あわ立だった。

　一いつ瞬しゆん、心地ここち好よさを見失いかけたが、すかさず正輝が前をいじってくる。

「……んっ……」

　きゅっと肉厚の手で摑まれ、親指の腹で零れた雫しずくをぬるっと先せん端たんに塗ぬり広げられ、一弥の身体はまた甘く蕩とろけていく。

　同時に、また中で指が動きはじめた。

　生理的な気持ち悪さを克こく服ふくしてしまうと、二本の指の動く感覚は決して気持ち悪いものではなく、甘い喜びに直結していた。

　くにくにと動かされているうちに、自然に腰が揺らいでしまうほど……。

「あ……それ……気持ちいい……」

　肘で身体を支えることもできなくなって、肩かたと頰ほおがベッドに触ふれた。

「本当にカズちゃんの身体は覚えがいいよ」

　そんな一弥を追いかけるように、正輝が顔を寄せて口づけてくる。

「んんっ……ふ……」

　中でしつこく蠢く指と、口こう腔こう内を執しつ拗ように探さぐる舌先。

（も……駄目だ……）

　自分で自分の欲よく望ぼうをコントロールすることなんてまったくできそうにない。

　与あたえられる甘い喜びに、身体が甘く蕩けてしまったようで、もうされるがままだ。

「とろんとしちゃって……。いつもは目つきが鋭するどいから、このギャップがたまらないな」

　可愛いよ、と耳元で囁かれても、口答えする気力すらもうない。

「随ずい分ぶん柔やわらかくなってきた。カズちゃん、そろそろこれが欲しいんじゃないか？」

　手首を取られ、ぐいっと引かれた。

　導かれるまま、すでにしっかり形を変えた正輝のそれに手の平を押し当てられ、一弥はビクッと脇わき腹ばらをひきつらせる。

「この間、これで凄すごく気持ちよくなったの覚えてる？」

「……う…わっ」

　熱いそれにびっくりして手を引こうとしたが、正輝はそれを許さない。

「これをカズちゃんの中に挿れて、じっくりと馴な染じませてあげたのは？」

　忘れてないよな？　と問われて、カーッと羞恥心に顔が赤く染まる。

「また照れちゃって可愛いな」

　手首を離されると同時に、ぱっと引いた。

　なんだかすっかり混乱してしまって、這はい上がって逃にげようとしたら、中に入れたままの指で一番いいところをぐいっと強く擦り上げられた。

「……つっ！」

　ガクッと身体からだが崩くずれる。

　再び顔を寄せてきた正輝が、耳元で小さく笑った。

「逃げちゃっていいの？　ひとりでなんとかできる？」

（くそっ、なんだよ、これ……）

　正輝の低い笑い声に一弥の理性が少し戻もどった。

　言葉責ぜめは遊び相手に何度もやってきたが、やられるのははじめてだ。

　望む言葉を言うのは癪しやくに障さわるが、望む言葉を言わない限り、この先の喜びを得られないことも経験上知っている。

「…………ムリ」

「だよな。だったら、どうする？　この間みたいに最初は後ろから？　それとも今回は前からする？」

　どっちでもいいよと言いながら、正輝が指を引き抜く。

「……あん」

（げっ）

　その刺激で思わず鼻から漏もれた自分の甘い声に、一弥はまた真っ赤になった。

「可愛い声なのになんで照れるんだ？　ホントにカズちゃんは照れ屋さんだなぁ。そんなに恥はずかしいなら、後ろからのほうがいいかもな」

「ああ、もう……うっせぇ。前からしろっ！」

　からかうように言われて、一弥はたまらず叫さけんだ。

（くそっ、また墓ぼ穴けつ掘ほっちまった）

　正輝がこっち側を望んでいるのがわかっていて、この言葉を口にしてしまうなんて……。

　後こう悔かいしてももう遅おそい。

　有言実行とばかりに自ら仰向けになると、正輝が嬉き々きとしてのしかかってくる。

「嬉うれしいよ。カズちゃんの綺き麗れいな顔をじっくり見ながら、これを挿れてみたかったんだ」

　しっとりとした深い口づけが与えられる。

「……んっ……ふ……」

　羞恥心から尖とがっていた一弥の瞳ひとみが、再びとろんと落ちたところを見はからって、正輝は一弥の片足を抱かかえて、そこに自らの熱いものを押し当てた。

「ゆっくり挿れるから……。緊きん張ちようしないで、じっくり俺を感じてて」

「──んんっ！」

　ぐぐっと少しずつ押し込まれ、たまらずに目を閉じ顎あごを上げる。

　白いシーツをぎゅっと摑んで、その圧あつ迫ぱく感かんに堪たえた。

「その眉み間けんの皺しわ、色っぽいな。……カズちゃん、普ふ段だんからたまにそこに皺を寄せるけど、これからはそれ見る度たびにむらむらしそうだ」

「むらむらって……」

　おっさんくせぇんだよ、と罵ののしろうとして目を開けた途と端たん、じいっと食い入るようにこっちを見ている正輝と目が合った。

（こいつ、マジで真しん剣けんに見てやがるんだ）

　手の平で身体のサイズやラインを計られてしまった。

　では、この目は？

　色素の薄うすい赤い目から入った自分の映像は、この男の中でどんな風に使われるんだろう。

「み、見るなっ！」

　一弥は慌てて両手で顔を隠かくした。

「残念、顔は見せてくれないんだ。でもいいよ。まだまだ、この先もあるし……。照れてるカズちゃんを見てるのも楽しいしな」

「んっ！」

　ぐいっと一気に奥まで突き入れられ、内臓を押し上げられる圧迫感に息が詰つまる。

　と同時に、得も言われぬ甘い感覚がじんっと身体中を痺しびれさせた。

「驚おどろいた。まさか一気に入っちゃうとは……。この間とは随ずい分ぶん違ちがう。カズちゃんの身体は本当に愛されるのに向いてる身体だな」

（うっせぇよ）

　口答えしたかったが、口を開くと変な声が漏れてしまいそうで怖こわくてできない。

「これから何度だって抱だいてあげる。カズちゃんは覚えがいいから、ここが俺の大きさに慣れるまで、きっとそんなにかからないよ。そうしたら、これ以外のものじゃ絶対に物足りなくなる。他ほかの男と寝ねようなんて思えなくなるはずだ」

　たくさん可愛かわいがってあげるから、と耳元で囁ささやかれて、奥深くまで正輝の熱を吞のみ込まされたそこがきゅんっと反応する。

「う……わ……」

　自分の身体がその言葉を喜んでいることに、一弥は真っ赤になって狼狽うろたえた。

「身体は正直だよな」

　ふふっと小さく笑いながら、正輝はじっくりと腰こしを揺ゆらしはじめた。

　ずずっと内ない壁へきを巻き込むようにして寸前まで引き抜ぬかれ、まだじりじりと押し広げるようにして押し込まれ……。

「あ……あっ……や……んあ……」

　正直な身体は、その焦じらすようなゆっくりとした動きに嬉々として反応した。

　堪こらえきれない声が唇くちびるから漏れ、同時に、押し込まれた熱に押し出されるようにして出てきた熱い吐と息いきも吐はき出した。

「あつ……も……あ……やあっ……」

　迫せり上がってくる熱い感覚に耐たえきれなくなった一弥は、救いを求めるように自らにのしかかっている正輝の身体にしがみついた。

「カズちゃんは本当に可愛いよ」

　蕩けるように優やさしい声が耳元で囁かれ、笑えみを刻んだ唇がゆっくりと押し当てられていく。

　吐き出していた熱い吐息が出所を塞ふさがれ、身体の中に逆流する。

（……あつい）

　──熱くて、気持ちいい。　>>>♥

　身体の中に渦うず巻まく熱で理性が溶とかされ、それ以外のことを考えることができなくなる。

「……んんっ……」

　甘い鼻息を零こぼす一弥は、ただ自らを翻ほん弄ろうする男の身体にしがみつくことしかできなくなっていた。
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「おっさん、この絵ってさ、俺が駄だ目めにしたあの絵の代わりに描かいてんだろ？」

　日曜日、埃ほこりを立てないよう工こう房ぼう内をモップでそうっと静かに掃そう除じしていた一弥は、脚きや立たつに上がり巨きよ大だいなパネルに絵を描いていた正輝に話しかけた。

「そうだよ。あと三日で完成ってとこかな」

　見上げた絵は青を基調としており、深い海の底から水越ごしに太陽の光を望のぞむようなイメージを連想させる作品だった。

　きらびやかで綺麗だが、少しだけ自分が水底にいるような息苦しさもある。

　だからこそ余計に、明るくきらきらした太陽の光が眩まぶしく感じるのかもしれないが……。

「これも悪かねぇけどさ。俺は前のモチーフのほうが好きだな」

　同じ抽ちゆう象しよう画でも、向こうのほうが明るくてポップな感じがした。

　芸術なんかわからない一弥にとってはそのほうが親しみやすかったが、描いた本人が駄目な絵だと判断しているのならば仕方がない。

　と思っていたのだが、

「やっぱり気が合うな。俺もだ」

　作業の手を止めた正輝が、振ふり向いて嬉しそうに笑う。

「あ？　だったら、なんであれをそのまま描きなおさねぇんだ？」

「あれは愛ちゃんと遊びに行ったときの光景を描いた、あの子のための絵なんだよ。万ばん人にんの目に触ふれるところにはやりたくないんだ」

　美香にそれを言ってもすんなりと聞き入れてもらえないことは経験上わかっているから、これは駄目だと適当なことを言って、描き直すことを承しよう諾だくさせたのだと正輝は言った。

「んじゃ、あの絵はどうするんだよ」

「あれはカズちゃんが買ったんだろう？　こっちの作業が終わったら、ちゃんと修復してあげるから、ここの壁かべにでも飾かざろう。そしたら毎日見られる」

「なんだったら、あの絵をそのまま愛ちゃんにやっちまってもいいんだぜ？」

　そうしてくれたら、一弥としても多額の借金から解放されるから助かるのだが、正輝は無理だよと笑う。

「愛ちゃんを引き取ったお祖父じいさんの家には、こんな大きなパネルを飾れるだけの壁がない。雨ざらしになるだけだ」

　だからほら、と正輝が脚立から降りながら、パネルの脇わきにあるイーゼルを指差した。

　イーゼルにはキャンバスが立てかけられていたが、こちらに背が向けてあって見えない。

　回り込んで見てみると、まだ描きかけながらも例のパネルと似通った絵があった。

　パネルの絵よりずっと単純化されていて、明るくポップなイメージが前面に出ている。

「こりゃいいな。子供が喜びそうな絵だ」

「だろう？　次の誕生日のプレゼントに贈おくるつもりなんだ」

　いつの間にか隣となりに来ていた正輝が言う。

「あの年頃ごろの子供じゃ、そろそろ俺のことは忘れはじめてるかもしれないがな」

「忘れられんのが嫌いやなら、たまに遊びに行ったら？」

　絵を眺ながめている正輝が少し寂さびしそうに見えたのでそう言ってみたのだが、正輝は止やめとくよと呟つぶやいた。

「所しよ詮せんは他人だ。お祖父さん達も、俺の顔を見たら、我が子を捨てた自分の娘むすめの不始末を思い出して辛つらい思いをするだろうしな。プレゼントを贈るのも、これで最後にするよ」

「そっか……。ま、元気出せ」

　一弥はバシッと広い背中を叩たたいた。

「どうも。──励はげましついでに、ちょっといい？」

　あぁ？　と見上げると正輝の顔が不意に近づいてきて、キスされた。

「……んっ」

　逃にげようとしたが、ぐいっと腰を強く抱だき寄せられ、のけぞるような姿勢になる。

（ああ、くそっ……。なんで、こう……）

　覆おおい被かぶさるようにして強ごう引いんに合わせられた唇に、逃のがすまいとしてきつく抱き寄せる強い腕うで。

　それなのに、舌に絡からみ、口こう腔こう内をまさぐる正輝の舌は甘く優しい。

　その甘さに負けて白旗を上げた一弥は、抵てい抗こうを諦あきらめて正輝の首に腕を絡めた。

　抱き寄せていなくとも一弥が逃げないと悟さとったのだろう。

　合わさったままの正輝の唇が微かすかに微笑ほほえみ、腰を抱き寄せていた両の手の平が、肩かたからうなじと背中から尻しりにかけてのラインを、それぞれじっくり確かめるようにして撫なでさすっていく。

（……気持ちいい）

　こんな風にじっくり撫でられると、正輝の手の平の温ぬくもりが服越しにじんわりと染しみこんできて、まるでマッサージでもされているように気持ちいい。

　だが、執しつ拗ように口腔内を嬲なぶり続ける深いキスが、身体からだの深いところの熱をじわじわと上げていくのも確かなことで……。

「んっ」

　熱が溜たまり微かに反応しはじめていた一弥のそれを、正輝の太ふと股ももがぐいっと刺し激げきする。

「……もうちょっといい？」

　唇をやっと離はなしてくれた正輝に聞かれ、一弥は「ここでかよ？」と困った顔になった。

「大だい丈じよう夫ぶ、美香にはバレやしないって」

「そう……かもしんねぇけどさ……」

　あの夜以来、正輝はやけに積極的になっていた。

　油断するとすぐにキスしてきたり、触さわってきたりする。

　急に親密度を増したことはさすがに隠かくしようもなく、美香からは公私の区別はつけてねと、ふたりして何度も注意された。

　つまりは、場所を選べと何度も釘くぎを刺さされているのだが……。

（おっさん、聞いちゃいねぇし）

　ついでに、気にしてもいない。

　美香に注意されて気まずい思いをするのは一弥だけだ。

　だから、工房だろうとダイニングキッチンだろうと平気で手を出そうとしてくる正輝を、一弥自身が止めなければならないのだが……。

（……無理）

　こうしている間も、正輝の手が身体をまさぐっている。

　この手が与あたえる心地ここち好よさを知ってしまった今となっては、本気で拒こばむのは難しい。

　服の下から入ってきた手が直接肌はだを撫で、乳ち首くびを探さぐり当てて執拗に嬲ってくる。

「……んっ」

　きゅっとそこを指でつねられてざわっと全身が甘く痺しびれる。

　と同時にカクッと膝ひざが落ちたところを、これ幸いと正輝に抱だき上げられた。

　そのまま応接用のソファに運ばれて、また深いキスをされる。

（……ま、いっか）

　快感に弱い一弥は、あっさり美香との約束を放ほう棄きして、正輝の首に自分からしがみついた。




　微かにツンとした刺し激げき臭しゆうがして、ソファの上で目が覚めた。

　きちんと服を着せられ、その上からご丁てい寧ねいにも毛布でふんわり巻かれている。

　たぶん正輝的にはこれで大切に扱っているつもりなのだろうが、一弥は軽くむっとした。

（なんで、いつもいつも側にいねぇんだよ）

　朝もそうだ。基本的に早起きの正輝は、さっさとひとりで起きて朝食の支度に取りかかるから、いつも目覚めると一弥はひとりだ。

（いたらいたで、うぜえかもしんねぇけど……）

　それでも、やっぱり一声かけていって欲しい。

　寝るときに確かに感じていた体温が側にないのは、なにか少し寂しい感じがするのだ。

　先に起きた正輝は仕事の続きでもしているのかと思い、身を起こして絵のほうを見たが正輝の姿はない。急に不安になった一弥は、「……おっさん？」と、正輝を呼んだ。

「こっちだよ」

　声のするほうを見ると、木工用のスペースのほうでハケを手にして正輝が微笑んでいる。

　笑いかけるその顔がいつもと同じように優しくて、なんだかほっとする。

　と、同時になにやらむっとした。

（なんで、んなことで俺が安心しなきゃなんねぇんだ）

　ほっとしたのとむっとしたのと感情が複雑に入り交じって、表情がうまく作れない。

　一弥はソファの上で膝を抱え、膝の上でくしゃくしゃになった毛布に顔を埋めた。

「……おっさんさぁ、愛ちゃんと一緒だったときって、やっぱ一緒に寝てたのか？」

「もちろん」

　一弥の唐突な質問に、正輝は嬉々とした声で答えた。

「赤ちゃんと一緒に寝るなんてはじめてだったから、慣れるまでは潰しそうで怖かったよ。ひとりで寝かせようとしても、むずかって寝てくれないしね」

　なにひとつ自分のことを自分ではできない小さな子供相手だったから、一時だって目が離せなかったと正輝は言う。

「赤ちゃんは体温高いから、こっちは汗だくだったよ。朝起こすと、目を擦りながらむずがってくっついてくるのがもうすっごく可愛くて……。寝ぼけたままの状態で服を着せてあげて、抱っこしてキッチンに連れて行ってご飯を出すと、目がぱっちり開くんだ。愛ちゃんは食いしん坊だったからね。でも、好き嫌いが激しくて、野菜を食べさせるのは苦労したな」

　楽しげな正輝の声を聞けば聞くほど、一弥は機嫌が急降下していった。

「……マジで可愛がってたんだな」

　まだ自分の世話ができない子供と一弥とでは、その対応が違うのは当たり前だ。

　ちゃんとわかっているのに、なんだかむしょうに面白くない。

（子供相手に張り合って、どうするよ）

　馬鹿らしい、と一弥は深く息を吐いて顔を上げた。

「おっさん、今なにしてんだ？」

「ん？　椅い子すの塗ぬり直し」

　なんだそれは、と興味を惹ひかれた一弥はソファから降りた。

「……っ」

　いつものことながら、抱かれた直後は足に力が入り難にくい。

　腰こしのあたりに残る甘い痺れに、どうしても気を取られてしまうせいだ。

「大丈夫？　抱っこしてあげようか」

　気づいた正輝にからかうように言われた一弥は、「いらねぇよ」とわざと大おお股またで歩み寄っていく。

「なんだこれ。変な椅子だな」

　日に長期間晒さらされたのか、色あせた感じの木製の椅子は、背もたれのところが動物のシルエットになっている。

　キツネにネコ、犬に兎と妙に可愛かわいいデザインだ。

「こんな椅子、うちの庭にあったっけ？　もしかして愛ちゃんの？」

　知らず知らずのうちに声が尖ってしまって、一弥はこっそり舌打ちした。

「いや。これは近所のお爺じいさん達に頼たのまれて作った奴やつだ。天気のいい日にこれに座って庭で将しよう棋ぎを指したり、世間話をしているらしいよ」

　たまたま木材を持って歩いているところをお爺さん達に見かけられ、木工細工の職人だと勘かん違ちがいされているのだと正輝は笑った。

　なにかのついでに椅子を作ってくれと頼まれたから、悪戯いたずら半分でこんな椅子を作ってやったら随ずい分ぶんと気に入られたらしく、年に一度、長持ちさせたいからメンテナンスしてくれと持ち込まれるようになったとか……。

（当然、ただでやってんだろうな）

　お気に入りの近所のパン屋の看板を勝手に作ってみたり、飲みに行った店の壁かべに酔よった勢いで絵を描かいてきたり、納品ついでに挨あい拶さつに行った先で暇ひま潰つぶしに描いたスケッチ画をそのまま残してきたりと、正輝は気き紛まぐれにあちこちで好き勝手している。その度たびに、「また、ただで仕事をして～」と美香は怒おこっているようなのだが、本人は気にしちゃいない。

（芸術家らしいっちゃらしいか）

　規制の枠わくに囚とらわれず、好き勝手に芸術活動を楽しんでいるのだから……。

　前に美香が言った、正輝が気紛れだというのは、こういうことを指してのことだったらしい。

（人間関係は、気紛れじゃなさそうだ）

　親友の子供を引き取って真しん剣けんに育ててやろうとしていたぐらいには情に厚い。

　一弥が寄りかかったとしても、急に背を向けられ、べたっと地べたにひっくり返ることはなさそうだ。

「ペンキ塗るだけなんだけど手伝う？」

　ぼうっと作業を見ていた一弥に、正輝が声をかけた。

「そうだな。掃そう除じしてるよかこっちのが楽しそうだ」

　一弥は、よしっと腕まくりして、差し出されたハケを手に取った。




　　　　☆




　流されるままずるずるとひとつ屋根の下で暮らすようになったせいで、同居に関しての取り決めをなにもしていなかった。

　それが気になっていた一弥は、今から少し前、正輝とふたりで生活面について色々と話し合っていた。

　食事の支し度たくは正輝にとっては気晴らし兼けん趣しゆ味みだから、今まで通り正輝がやる。

　掃除は年に数回業者をいれることになっており、正輝の部屋以外は仕事の合間に美香がやってくれていたと言うので、そこら辺は全部美香から一弥が引き継つぐことにした。

　洗せん濯たく物ものは各自で、食料などの買い出しは協力し合って一いつ緒しよに行く。

　正輝は、家賃や食費、光熱費などはいらないと言ってくれたが、父親に薄うす汚ぎたない疑ぎ惑わくをかけられたばかりだったことが引っかかっていて、給料からきっちり天引きにしてもらうことにした。

　これでやっと全部すっきりした。

　それからは、ずっと安心して暮らしていたつもりだったのだが……。

（なんなんだろうな、これ……）

　確かにすっきりしたはずなのに、一週間もするとまた胸のもやもやが復活していた。

　もやもやするだけじゃなく、なにか急に叫さけび出したくなるような切せつ羽ぱ詰つまった感情が喉のど元もとまで迫せまってくることもある。

　そして、怒りたいような、泣き出したいような、暴れたいような、そんなわけのわからない妙な衝しよう動どうも感じるようになった。

　朝起きてひとりだったり、愛ちゃんがらみの話を聞いた後も、意識して気分を変えないと同じような状況になる。

　積極的になった正輝に強ごう引いんに誘さそわれ抱かれているとそんな衝動は忘れてしまうのだが、身体からだを離はなした途端、またじんわりとそれらの感情や衝動が甦ってきて一弥を困らせる。

　自分でも不可解だったのだが、その謎なぞはひょんなことで解かれてしまった。

「一弥は、正輝のどこがいいの？」

　仕事中に美香からなにげなく聞かれたそんな質問が、そのきっかけだった。

「やっぱり、あの顔？」

「顔……は、初対面のときは、もさっとした髭ひげであんま見えなかったからな」

　だから、あの目立つ華はなやかな外見は二の次だ。

「最初に気に入ったのは、あの目かな」

　それから大きくて厚みのある手の平、そして尖とがったところのない穏おだやかな声。

　大人の余よ裕ゆうを見せる正輝にいいように流されて転がされるのにはちょっとむっとしたが、どこまでも優やさしくしてくれる甘いところにはすっかり参ってしまっていた。

　厚いしっかりした胸に抱かれて、自分より少し高い体温を感じるのも悪くない。

　あの押しの強さだって嫌いやじゃない。

　下手に出た状態でぐいっと押されると、意地を張る間もなくすんなり頷うなずけるから楽だし……。

　それから……と、考える間もなく、好きなところが次々に浮うかんでくる。

（……俺、おっさんにマジで惚ほれてんだ）

　そうかもしれないとは思っていたが、まさかここまで完全に参っているとは思わなかった。

（ったく、好きなところを思い浮かべただけで鼓こ動どうが速くなるなんて、どこの乙女おとめだよ）

　そんな自分がやたらと気き恥はずかしくなってしまって、じわじわと顔が熱くなってくる。

　と、同時に、なにか急に叫び出したくなるような切羽詰まった感情がまた喉元まで迫せり上がってきた。

（うわっ、つまり、これってそういうことか？）

　一弥自身がはっきり自覚する以前から、自分は正輝に惚れている、恋こいをしているのだとこの心が叫んでいたのかもしれない。

「いやだ。なに真っ赤になってんのよ」

　急に黙だまり込んだ一弥の顔を覗のぞき込んだ美香が、びっくりした顔をする。

「それじゃ、この子とお揃そろいよ」

　棚たなの上に飾かざっておいた赤毛のテディベアを摑つかむと、苦く笑しようしながら一弥に放ほうり投げてきた。

「うっせ」

　それをキャッチした一弥は、赤毛のテディベアの腹に顔を埋うずめて、赤くなった顔を隠かくした。







　正輝に本気で惚れているとしっかり認にん識しきしたことで、怒りたいような、泣き出したいような、暴れたいような、そんなわけのわからない妙な衝動の理由も自然にわかってしまった。

　たぶん、自分は返事を欲しがっているのだ。

　この本気の想おもいに、正輝もまた本気で答えてくれるかどうかを知りたいと……。

（一番になりたいって言われたけど……）

　よくよく思い返してみると、好きだの愛してるだのとは一度も言われたことがない。

　綺き麗れいだ可愛いだのと言われて、その甘ったるさにこっちが辟へき易えきするのはしょっちゅうだというのに、肝かん心じんなひと言は言われないままだ。

（なんで言わねぇんだろ）

　どうして一番になりたいのか、その理由を口にしてくれていたら万ばん事じ解決なのに……。

　中途半端な状態が苦しくて、衝動的に「俺に言いたいこととか聞きたいことはねぇか？」と正輝に迫ってみても、「夕食はなにが食べたい？」と斜めの答えが返ってきてがっくり。

　自分のほうから告白するという手もあるのかもしれないが、生あい憎にく、一弥はその手の言葉を真ま面じ目めに口にしたことがない。

　最初の恋の相手である大学生は向こうから告ってきたし、遊び相手達とは上っ面つらだけの愛の言葉を囁ささやき合う関係だ。

　直己についうっかり自分の気持ちを言ったときだって、好きだったと過去形だった。

（やっぱ直己は、一ひと目め惚ぼれした相手にまっすぐ告白したんだろうな）

　だからこそ遊ばれるような羽目になってしまったのだろうが、こうなってみると直己のまっすぐさがちょっと羨うらやましくもある。

（……俺には無理だよなぁ）

　素す直なおな自分の気持ちを伝えるなんて、あまりにも恥はずかしすぎる。

　好きだ、なんて口に出したら、きっと恥ずかしすぎて顔から火を吹ふいてしまうに違ちがいない。

　となると、なんとか向こうから言わせるように、うまく誘ゆう導どうしなければならないわけで……。

（ってか、おっさんの気持ちが、俺とは違うって可能性もあるのか……）

　寂さびしい者同士、気も合いそうだし、一緒にいれば楽しく過ごせるだろうと正輝は言っていた。

　自分と同じように、ひとりぼっちで寂しそうだったから声をかけてみただけだったとしたら非常に困る。

　美香は、以前の正輝は遊び人だったと言った。

　一弥だって同じで、適当に遊び相手を見つけては寂しさを紛まぎらわしていた。

　出会ったばかりのとき、正輝が口にした口説き文句の類たぐいは、一弥自身も遊び相手に言ったことがある。

　それを思うと、口先だけのピロートーク、ただのお愛あい想そだった可能性も捨てきれない。

　ただ単に、同じ性せい癖へきを持ち同じように寂しいのならば、その間に恋れん愛あい感情はなくとも寄り添そって生きることは可能だと正輝は考えたのかもしれない。

　だからこそ、恋愛感情云うん々ぬんについては一いつ切さい言げん及きゆうしないのかも……。

（情……って可能性だってあるしな）

　同居までさせてくれているのだから、ただの遊びではないことは確かだ。

　だが、同どう病びよう相あい憐あわれむといった感じの情ではないとは言い切れない。

　親友の子供とはいえ、手のかかる小さな赤ん坊ぼうを半年も引き取って面めん倒どうを見ていたのだ。

　正輝の情の深さは本物だろう。

　家族とか、その手のスタンスで一緒にいたいと考えている可能性も捨てきれない。

（セックス込みの家族関係？）

　それは凄すごく変だ。

　というか、それではまるで夫ふう婦ふみたいじゃないか？

「わけわかんねぇ」

　頭の中がごちゃごちゃする。

　ここまで真しん剣けんに誰だれかを好きになったことがないから、好きだというこの感情を持て余して、一弥はすっかりパニクってしまっていた。

（ひとりだと、余計なことを考えちまってどうも駄だ目めだな）

　正輝と美香は、夕方から仕事の依い頼らい主との打ち合わせ兼けん会食に出で掛かけていて、帰りは何時になるかわからないと言われている。

　ひとりで留守番の一弥は、ダイニングキッチンのテーブルで買ってもらったばかりのノートパソコンを使い勝手がいいようにあれこれいじっているところだ。

「……飽あきた」

　時計を見ると、とっくに六時を回っていた。

　作業を止め、ノートパソコンを棚にしまう。

　夕食の作り置きをしておこうかと正輝には言われたが、さすがにそこまでしてもらうのは気が引けるので、今日の夕食はひとりで外食にする予定だった。

「なに食おっかな」

　携けい帯たいとサイフをポケットに入れ、薄うす手でのブルゾンを羽織って外に出る。

　正輝と同居する前は、外食とコンビニご飯が半々ぐらいの割合だった。

　手作りの美味おいしい食事に慣れてしまったせいか、コンビニの弁当で夕食をするのはなんだか味気ない気がする。

　かといって知っている店にわざわざ電車に乗って行くのも面倒だから、近所を散歩がてらぶらついて目についた店にでも入ることに決めた。

（ラーメン屋にファミレスに寿す司し屋やか……。おっさんお気に入りのパン屋が、パンを卸おろしてる洋食屋が近くにあるって聞いたような……）

　きょろきょろしながら歩いていると、尻しりのポケットでメールを着信した携帯が震ふるえた。

「っと、こりゃ久しぶりだ」

　メールの相手は、複数いる遊び相手のうちのひとりだ。

　一ヶ月近くこっちから連れん絡らくしてやらなかったせいか、ちょっと拗すねているような文面で、暇ひまなら遊んであげてもいいよと誘さそってきている。

　正輝に毎日のように求められている今、他ほかの誰かと遊びたいとはまったく思わない。

　断りのメールを打とうと思ったが、その手がふと止まる。

（……他の奴やつと遊んだら、おっさん、どんな反応見せるだろ？）

　一弥は軽い気持ちでＯＫの返事を出すと、最も寄より駅へと方向を変えた。







　待ち合わせ場所はいつものフロートだ。

（まさか、まったく気にしないってことはねぇよな）

　予定よりずっと早く店についた一弥は、ひとり考え事をしながらカウンターでビールを飲む。

　腐くさるか拗ねるか、それとも怒おこるか悲しむか……。

　正輝が怒ってくれたら、それは恋愛感情がしっかりあるってことだろうからかなり嬉うれしい。

　悲しまれたら、それはちょっと困る。

（でもまぁ、お互たがいに専属の約束をしてるわけじゃねぇし……）

　他の奴と遊ばれるのが嫌いやならば、はっきりとそう言ってくれればいいのだ。

　今までは、独どく占せん欲よくという名の束そく縛ばくを毛け嫌ぎらいしていたが、正輝がそれを望むのならば拒こばまない。

　というか、恋愛感情故ゆえに独占したいと思ってくれるのなら凄く嬉しい。

　正輝の気持ちを確かめるのに、他の奴と遊んでみるのは手っ取り早くていい手段だ。

　打ち合わせから帰った正輝が、一弥がいないことに気づいてどう行動するかも楽しみだ。

（フロートに来たりしてな）

　遊び相手と待ち合わせた後、すぐにホテルに行かずに、一、二時間フロートで粘ねばるのも悪くないかもしれない。カウンターで遊び相手といちゃついているところに居合わせたら、正輝はどんな顔をするだろう。

　俺にしときなよと、また熱心に口説いてくれるかもしれない。

　そんな正輝の姿を想像して、ひとりでにやにやしていると、「思い出し笑いなんて気持ち悪～い」とおねえ言葉のバーテンダーに絡まれた。

「うっせ、あっち行け」

「ふん、やな感じ。──ねえねえ、今日もあの美形来るの？」

「さあ？　今日の待ち合わせの相手、あのおっさんじゃねぇし」

「やだ。もう別れちゃったの？」

「別れてねぇ……ってか、元々ちゃんとつき合ってるわけじゃねぇし……。最近、おっさんとしか遊んでねぇから、たまに違うのも食ってみよっかなって思っただけ」

「あらま、そんなことしていいの？　あの美形に振られても知らないわよ」

「……振られる？　この俺が？」

　思いがけない言葉を言われて、一弥は目が点になった。

（……いや、でも）

　ふと、はじめて会った日に惹ひかれた、直己によく似た正輝の眼差しが脳のう裏りに浮うかんだ。

　もさっとした髭ひげで顔が隠かくれていたせいでやけに表情豊かに見えていた、確かつ乎ことした自我を持つ誠実そうなあの目。

　もしも正輝が、なんらかの理由で恋愛感情を口に出していないだけで、自分と誠実につき合おうと思ってくれていたとしたら、他の相手と遊ぶのはまずいかもしれない。遊び相手との関係をこれみよがしに見せびらかしたりしたら、背を向けられるようなことになりかねない。

（直己は、別れたって言ってたよな）

　真剣な愛情をどんなに向けても、遊び相手としてしか扱あつかわれない。

　そんな関係に彼は見切りをつけたのだ。

（おっさんも同じ道を選ぶかも）

　正輝は、一弥の一番になりたいと言ってくれた。

　それがどんな感情からきているのかはわからないが、正輝が真剣だってことだけはわかる。

　正輝と真ま面じ目めに向き合ってあげてね？　と、美香が半ば真剣な顔で言ったことも思い出す。

（これじゃ、全然真面目じゃねぇし……）

　真剣に手を差し伸のべてくれる人がいるのに、他の奴と軽い気持ちで遊ぶだなんて間違いだ。

　しかも本心から遊びたいわけじゃなく、正輝の本心を聞き出したいがためだけの挑発行為なのだから、これで正輝に背を向けられたりしたら泣くに泣けない。

（俺、おっさんに甘えすぎだ）

　どんな真似まねをしても正輝なら許してくれるといつの間にか思ってしまっていた。

　でも、正輝だって人間なのだ。

　絶対に許せないことだってあるだろう。

　軽い気持ちで遊んだせいで、やっぱりもういらないと正輝に背を向けられたら……。

　それを想像しただけで、ぞっと肝きもが冷えた。

「……やっぱヤバイかな？」

「や～だ！　なにうろたえてんのよ。あんたのそんな顔はじめて見たわ」

　バーテンダーにうふふふっと笑われて、一弥はむっとした。

「そんな顔って、どんな顔だよ」

「不安そうな顔よ。けっこう可愛い。そういうの嫌いじゃないわ」

「キモイ事言うな。……気分悪い。もう帰る」

「そうしなさい。オイタは駄目よ」

　うっせぇと吐き捨て、一弥はカウンターに飲み代を置いてフロートを出た。

　携帯を取りだし、震える指先で遊び相手に断りのメールを打つ。

　正輝は、今までの遊び相手とはまったく違ちがう。

　うまくいかなくなったから次を探すなんてことはできない。

　正輝に対するこの気持ちは、今までの麻疹はしかみたいな一過性の恋こいとはあきらかに違う。

　失うなんて考えたくもない。

　いろんなものを、『ま、いっか』とあっさり諦あきらめてきたが、正輝だけは諦められそうにない。

　いや、諦めたくない。

　帰りの電車の中、尻ポケットの中で携帯が震えた。

　見ると正輝からのメールで、予定より早めに帰れそうだと書いてある。

　ひとりで留守番させてごめんね、とも……。

（子供扱いしやがって……）

　むっとしたが、それでもなんだかほっとする。

　正輝にとって、あの家に一弥がいるのがもう当たり前になっている。

　自分の留守中に、一弥がひとりで遊びに行くかもしれないなんて思ってもいないようだ。

　この信頼を裏切るような真似だけはしちゃいけない。

（おっさんが帰ってきたら、はっきり告白しちまおう）

　もやもやしているからつい迷って、こんな馬ば鹿かな真似をしでかしそうになったのだ。

　もう恥はずかしがっている場合じゃない。

　ぐずぐず悩なやんでないで、はっきり想おもいを伝えるべきだ。

　そして、正輝が自分をどう思っているのか、その本当のところをちゃんと聞く。

（…………し、死ぬ）

　告白することを考えただけで、鼓こ動どうが速くなってきて顔が火ほ照てってくる。

　顔が火照ることなんて、正輝に会うまでは一度だってなかったのに……。

（身体からだは正直だってか……）

　胸のあたりがもやもやして熱いのも、きっと吐はき出したい気持ちが詰つまっているせいだろう。

　電車が目的の駅に到とう着ちやくすると、一弥は焦あせる気持ちのまま家に向かって走り出していた。







　すっかり薄うす暗ぐらくなった街を走って、正輝の家の門前まで辿たどり着く。

（よかった。おっさん、まだ帰ってねぇや）

　門灯が消えていることに一弥はほっとした。

　腰こしにつけていたキーチェーンを外し、家の鍵かぎを開けようと鍵を差し込む。

　と、背後でバンッと車のドアの閉まる音がした。

　振り向くと、黒くろ塗ぬりの車が門前に横付けされていた。

（おっさんの客か）

　一弥は、見覚えのある運転手に傅かしずかれて車から降りてきた女の姿に目を見張った。

「なんで？」

　そこにいたのは、二度と会いたくないと思っていた相手、一弥の義母だ。

　三十代半ば、苦労知らずで育った彼女は良家のお嬢じようさま風に髪かみをくるんと巻き、上品そうなスーツに身を包んでいる。

　お互いに天敵とも言っていい間あいだ柄がらで、一いつ緒しよに暮らしていた頃ころはほとんど口も利きかなかった。

　首しゆ尾びよく邪じや魔ま者ものを追い出すことに成功して満足したはずなのに、一弥の姿を認め、ギッと睨にらみつけてくる彼女の顔は、今まで見たことがないぐらいに険しかった。

　義母はカツカツと靴くつ音おとも高く一弥に歩み寄り、ものも言わずにブンと手を振り上げた。

「──っ」

　どんなに険悪な仲でもふたりの間に暴力だけはなかったから、まさか有う無むを言わせず攻こう撃げきしてくるとは予想していなかった。

　突とつ然ぜんくらわされた平手打ちに一弥は逃にげ損そこねた。

　辛かろうじて軽く身を引いたお蔭かげで、さして痛くなかったのが救いだ。

（くそっ）

　女相手に殴なぐり返すわけにもいかず、かといってこの程度のことで声を荒あららげるのもみっともなく思えて、一弥は叩たたかれた頰ほおに触ふれもせず、ただじろっと義母を睨んだ。

「まさか、あなたがここにいるなんて……。あの人の邪じや魔まができて満足⁉」

「……あの人って、親父おやじのことか？」

「決まってるでしょ！　復ふく讐しゆうするために有名人を色いろ仕じ掛かけでたらし込むだなんて、汚きたない手を使ったものね。どんな嫌がらせされたって、絶対にあんたになんか負けないんだから！」

「話が見えねぇんだけど……。──あんたわかる？」

　興奮している義母に聞いても埒らちがあきそうにない。

　一弥はキーキー文句を言っている義母を無視して、まだ実家にいた頃から義母につかえていた見覚えのある運転手に聞いてみた。

「はあ。……大体は」

　ぼそぼそと朴ぼく訥とつな運転手が言うには、どうやら父親の事業に暗雲がたちこめつつあるらしい。

　それも、とあるパーティーに出席した父親が、高名な芸術家の機き嫌げんを損ねたことが原因なのだとか……。

（高名な芸術家って、もしかしておっさんのことか……）

　どうやら例の商業施し設せつのパーティーに出た際の、一弥と父親とのトラブルが妙みような形に発展してしまっているらしい。

　あのとき正輝は、「気分が悪くなったから、今日はもう帰らせてもらう」と珍めずらしく吐き捨てるような口調で言って、追いすがる人達を振り切って帰ってしまった。

　正輝は目立っていたから、その直前に父親と会話している姿を遠目に見ている人達もかなりいたのだろう。

　正輝が気分が悪くなる原因を作ったのが、父親だと思われたに違いなかった。

（まあ、事実だけど……）

　だが、それぐらいのことで事業に影えい響きようが出るとは思えない。

　そのことを運転手に聞くと、新しく出店したばかりのショールームの運営が思わしくなかったり、上客にそっぽを向かれたりしているのだと教えてくれた。

「その芸術家のファンだとおっしゃる方々が一いつ斉せいに取引に難色を示されているようなんですよ。商業施設内でも、かなり冷れい遇ぐうされておられるようで……」

「芸術家って、けっこう影響力あるもんなんだな」

　この先仕事を依い頼らいする予定があるとかの思おも惑わくはあるのだろうが、さすがにこれにはかなりびっくりした。

「とぼけないでよ。わかっててやったんでしょ！」

　一弥の吞のん気きな感想にカッとしたのだろう。

　またしても義母がブンと手を振り回したが、今度は首尾よく逃げられた。

「濡ぬれ衣ぎぬだ。大体、あの会場に親父がいることすら俺は知らなかったんだからな」

「噓うそつきっ！　小金井先生になんとか取りなしてもらおうとしてわざわざここまで来たのに、先回りして邪魔までしてっ！」

「うわ～、それもマジで濡れ衣。俺、今ここに住んでるんだぜ。──つーか、あのさ。あんたのその言い分、なんかスゲー腹立つよ。俺はな、わざわざ色いろ仕じ掛かけまでして親父の足を引っ張ろうだなんて思ってねぇし、ここの芸術家先生に頼たのんでもいねぇよ。んな汚い目的のために、あの人を利用する気なんかねぇしな」

「よく言うわよ！　だったら、なんでこんなことになっちゃってるのよ」

「親父が先入観でものを言ったせいだろ」

　一弥と正輝の関係を援えん助じよ交際風に勘かん違ちがいして侮ぶ辱じよくした挙げ句、正輝の目の前で一弥を完全に切り捨てた。

　とうに父親との関係の修復を諦めていた一弥ははいはいと大人しく従ったが、一弥を大事に思ってくれていた正輝には、たぶんそれが我が慢まんできなかったのだ。

（あんとき、おっさんは、俺を気き遣づかってあんなこと言ってくれたんだ）

　親に切り捨てられた一弥に、家においでと手を差し伸のべてくれた。

　こんな不ふ愉ゆ快かいな奴やつなんかほっといて、もう家に帰ろうと不愉快な場所から連れだしてくれた。

「あの人はな、あんたらみたいなのとは違う次元で生きてんだよ。復讐とか仕返しとか、そんな低次元なことに手を貸すような人じゃねぇよ」

　正輝は、嫌いやな記き憶おくをそのまま放置して何度も繰くり返し思い出すより、いい記憶で塗ぬり替かえたほうがいいと、はじめて会った日に言ってくれた。

　子供のために明るい色の絵を描かき、近所の老人のために動物を象かたどった椅い子すを作る人。

　のんびりと穏おだやかに微笑ほほえみ、好きなことを仕事にして気ままに楽しく暮らしている人。

　薄うす汚ぎたない疑ぎ惑わくをかけられていいような人じゃ決してない。

「俺のことは今さらだ。なんて言われようと構わねぇさ。──けどな、俺の大事な人をこれ以上侮辱したらマジで許さねぇからなっ‼」

　話しているうちに徐じよ々じよに怒いかりが増してきて、最後には怒ど鳴なり声になっていた。　>>>♥

　この女に嫌いや味みや捨てぜりふで口答えしたことなら何度もあるが、こんな風に正面切って真ま面じ目めに言い返したのははじめてだ。

　自分絡がらみのことで、正輝の名めい誉よが汚けがされるなんて我慢できない。

　なんとしても、この誤解だけは解いておきたかった。

　だが、興奮している状態のこの女に話しても埒があかないような気もする。

　元はといえば、父親が薄汚い誤解をしたのがそもそもの発ほつ端たんなのだから……。

（おっさんが金で男を買うような人間じゃないって、あいつにもわからせないと……）

　まずそこからだと一弥が意気込んだとき、鍵を差し込んだままだった玄げん関かんのドアが内側から静かに開いた。

「はいはい。カズちゃん、怒おこるのはそこまでにしとこうな」

　ぬっと顔を出した正輝が、怒りで熱くなっていた一弥の肩かたに手をかける。

「おっさん、帰ってたのかよ。会食は？」

「カズちゃんにひとりでご飯食べさせるのがやっぱり嫌だから、乾かん杯ぱいだけして後は美香にまかせて帰ってきたんだ」

　急に創作意い欲よくが湧わいてきたんでしょう、とかなんとか適当に美香が誤ご魔ま化かしてくれていたから大だい丈じよう夫ぶだろうと、正輝は微笑む。

　ついさっき、鍵の音で一弥が帰って来たことに気づいた正輝は、出で迎むかえようと嬉き々きとして玄関先まで出てきて、それで女の怒鳴り声を聞いたのだ。

「なにが起こってるんだと聞き耳立ててたから、事情はなんとなくわかってる。……えっと、なんて呼べばいいのかな？　カズちゃんの義理の母親なら、宮澤さんでいいか。──宮澤さん。あなたは俺に会いにきたんだろう？」

「あなたが、小金井先生？」

「そうだ」

「私、主人への誤解を解きにきたんです！」

　堰せきを切ったように話し出す義母を、正輝は手の平で制した。

「その必要はない。あなたのそれは勘違いだから……。カズちゃん、いや、一弥は復讐なんてたくらんでないからね。俺はそんな話を聞かされたことは一度だってない」

「でも……」

「いいから、聞きなさい。──あのパーティーで俺があなたの旦だん那なさんに背を向けたのは、彼が一弥を侮辱して、実の子相手に言ってはいけないことを言ったせいだ。あなた方にとっては違うようだが、俺にとって一弥は誰だれよりも大事な人だ。目の前で侮辱されたら怒るのは当たり前だと思わないか？」

「そんな……そんなこと言わないでください！　助けて欲しいんです。このままじゃあの人、世間での立場が悪くなるばかりで……」

「自じ業ごう自得だろう、と言いたいところだが、このまま放って置いても逆さか恨うらみされそうで面めん倒どうだな。……カズちゃん、親父おやじさんは家具の輸入業者だとかって言ってたっけ？　製造のほうはやってないのかな？」

「海外工場で自社ラインを持ってるはずだけど」

「ああ、それはいいな。──宮澤さん、あなたの会社の製造ラインで作れるような椅子かテーブルのデザインを一点だけ俺が手がけてやるよ。それを大々的に宣言して、俺と取引があるとわかればあなたのところの悪い評判も払ふつ拭しよくされるはずだ」

「ああ、感謝します！　なんてお礼を言ったらいいか……」

「お礼なんていい。この件で一弥がこれ以上嫌な思いをしないためにやるだけだから……。──あなたの旦那さんに伝えておいてくれ。次に一弥を侮辱するようなことを口にしたら、そのときは容よう赦しやせずに潰つぶすってな」

　二度と一弥に関かかわるな、と正輝は屈かがみ込むようにして義母の顔を間近で見つめた。

（……おっさん、こんな顔もするんだ）

　斜ななめ後方から見る正輝の横顔は、うっすらと微笑んでいた。

　だがその微笑みには、一弥に微笑むときのあの甘さが一いつ切さいない。

　剃刀かみそりのように冷たい輝かがやきを放つ、酷ひどく怖こわい微笑みだ。

　ちょっと驚おどろいたが、それが自分のための表情だと思えば嬉うれしくもある。

　だが義母には刺し激げきが強すぎたようで、その迫はく力りよくに怯おびえたように後ずさり、小さくお辞じ儀ぎすると逃にげ出してしまった。その後を慌あわてて追いかけた運転手は、義母を車に乗せると、一弥達に深々と一礼してから去って行った。

　走り去る車を見送っていた一弥に、「お帰り」と一転して穏やかな声で正輝が言う。

「ただいま」

「もう家に入ろう」

　促うながされるまま家に入りダイニングキッチンへ行くと、テーブルの上にはサラダとオードブルらしきものが乗っている。

「これ、俺のために作ったのか？」

「ああ、外で食べて来るかもしれないと思って、とりあえずつまみ代わりになるものをね」

　外で食べてきた？　と聞かれ、一弥は首を横に振ふる。

「そのつもりだったんだけどさ、ひとりだと気乗りしなくて帰ってきちまったよ」

　正輝の気持ちを確かめるためだけに、遊び相手の誘さそいに乗りかけたことは内ない緒しよだ。

　臆おく病びようで愚おろかだった自分を知られたくはないし……。

「昨日買ったフランスパンがまだあるよな。俺、アレ焼いて、レバーペーストで食いたい」

　飲みながら食おうと正輝に振り向くと、いきなり大きな手で髪かみをくしゃくしゃにされた。

「ちょっ、なにしてんだよ」

「いや～、可愛かわいいなぁと思って……。さっき、俺のために本気で怒ってくれてただろう？　俺の大事な人だなんて言っちゃってくれてたし」

　ありがとうなと、正輝がしつこく頭を撫なでる。

「いや、俺のほうこそ……怒ってくれて嬉しかったし……」

　しかも正輝は、一弥のことを誰よりも大事な人だと言ってくれた。

（あれって、やっぱそういう意味だと思っていいんだよな？）

　それをはっきり聞こうと思ったのに照れくさすぎてなかなか言い出せず、顔ばかりがカッカと熱く火ほ照てってくる。

「カズちゃん、なんでそんなに赤くなってるんだ？」

　屈んだ正輝に不思議そうに顔を覗のぞき込まれた。

　頭を撫でていたその手が火照っている頰ほおを包む。

「いや……だから、その……」

（言うなら今だ。ちゃんと言わねぇと）

　思い切って口を開いてみたが、顔ばかりが火照って、どうしても声が出ない。

　この期ごに及およんでまだ尻しり込ごみしている自分が情けなかった。

「ん？」

　よく聞こうとして、正輝が一弥の口元に耳を寄せてくる。

（……畜ちく生しよう、これ、きっとわざとだ）

　フロートのカウンターで一弥が赤面しまくっていたとき、正輝はその理由を勝手に察して一弥の羞しゆう恥ち心しんを宥なだめるべくフォローしてくれた。

　正輝はいつもとても察しがいいし、タイミングだっていい。

　いつだって絶ぜつ妙みようのタイミングで誘いをかけてきて、一弥の口からＯＫを引き出していく。

　この赤面の理由だって、きっとある程度は察しているはずだった。

　察していて、きっちりこの口から言わせようとしている。

　誤魔化させないと、こうして耳まで寄せてきて……。

（くそっ）

　むっとした一弥は、すうっと思いっきり息を吸った。

　そして、胸の中に溜たまっていた想おもいを思いっきり大声で吐はき出してみる。

「あんたが好きだっ‼」

　その大声にびっくりした正輝は、うおっと条件反射的に一弥から顔を離はなした。

　が、その顔にはすぐに満面の笑えみが浮うかんだ。

「なにニヤついてんだよ。おっさんはどう思ってんだ？　俺を子供の代わりっつーか、その……家族とかの代用品にしようとしてんじゃねぇのか？」

「まさか、そんなわけないだろう」

　正輝は笑み崩くずれて、一弥に両手を伸のばしてゆっくり抱だき寄せる。

「まだそのレベルで疑われてるとは、さすがに予想外だ。カズちゃんは案外臆病だな」

「うっせぇ。おっさんがはっきりしねぇのが悪いんだろ。……もっとちゃんと口説いてくれてたら、俺だって疑ったりしねぇっての」

「本気で口説くのはもうちょっと後にする予定だったんだよ。前にも言ったけど、まずはカズちゃんとの信しん頼らい関係を築くのが先だと思ってたし……。──うん。でも確かに俺が悪い。カズちゃんの短気さを考こう慮りよしてなかった俺のミスだ」

「そうだ。おっさんが吞のん気きすぎるのが悪い」

「はいはい、俺が悪い」

　ぎゅっと腕うでの力が強まる。

　一弥はこれ幸いと真っ赤になった顔を正輝の胸で隠かくした。

「子供はもう懲こり懲ごりだって前にも言っただろう？　俺が欲しいのは一番大切な人だ」

「……どういう意味で？」

「もちろん、一番愛している人っていう意味だよ。美香を見習って、一生一いつ緒しよに生きられる人生の伴はん侶りよが欲しかったんだ」

　やっと願いが叶かなったと、ぎゅうっと腕の力がさらに強まる。

「ちょっ、おっさん！　んな力入れたら苦しいって……」

　本気で息苦しいのと、妙みように照れくさいのとで一弥はジタバタしたが正輝の腕は緩ゆるまない。　>>>♥

「照れちゃって、カズちゃんは、ホント可愛いなぁ」

　それどころか耳元に甘い息を吹ふきかけて、耳たぶや首筋の柔やわらかなところを強く吸ってみたり、甘あま嚙がみしたり……。

「……ん……」

　的確にツボを押さえたその愛あい撫ぶに、一弥の身体からだの力が抜ぬける。

　抵てい抗こうがやんだことをこれ幸いと、正輝の大きな手が一弥の身体をまさぐっていく。

「いつもより体温が高いな。──これは告白して照れてるから？　それとも発情してる？」

　バレバレなのだが、照れてるせいだとはっきり言うのがやっぱり照れくさい。

「……発情してんだよ」

　墓ぼ穴けつを掘ほってる自覚ありありだったが、一弥はあえて意地を張って噓うそをついた。

「そう。カズちゃんも俺を欲しいと思ってくれてるんだな」

「…………まあな」

「だったら、食事は後にして、先に少しだけいい？」

（なんか俺、いつもいいように操あやつられてんなぁ）

　自覚はあるものの、この流れに逆らうことはできなかった。

（……ま、いっか）

　嫌いやじゃないんだからこれはもう仕方ない。

「少しだけだからな」

　一弥は正輝の胸に頰をすり寄せながら、なけなしの意地を張ってみた。







　正輝の部屋に連れ込まれて、バスルームに引っ張り込まれた後でパリッとした白いシーツの上に横たえられた。

　その間、長く濃のう厚こうなキスに、執しつ拗ような愛撫とひとつになるための前ぜん戯ぎを施ほどこされて、告白の興奮が収まらない一弥は、もうそれだけで二度も精を放ってしまっている。

「カズちゃんには、もっとちゃんと言葉にしないと駄だ目めなんだな」

　荒あらい息を吐きながら半ば正気をなくしてとろんとした目で見上げる一弥に、正輝が言う。

「な……に？」

「俺の気持ちはちゃんと通じているものだとばかり思っていたのに、まさか子供の代わりにしてると疑ってるなんて思ってなかったから……。反省した。カズちゃんのどこが好きか、もっとちゃんと言葉にしてはっきり伝えないとな」

　まずはこの髪、と正輝は一弥のウェーブのかかった髪をつまむ。

「はじめて俺の目を引いたのはこの艶つややかで真っ黒な髪だよ。俺は自分がこんな髪だから、黒髪に目がなくて……。触さわりたくてふらふら近づいて行って顔を見たら、この甘い顔だろう？　いっぺんで心を奪うばわれたよ」

　ちゅっと一弥の額にキスを落とす。

「この顔でどこが好きかも言ってないよな？　まず、この目の形がいい。日本人離ばなれしたアーモンド形の目にくっきりした二ふた重え、真っ黒でバサバサの睫まつ毛げがたまらない。つんと尖とがったこの鼻は生意気そうで可愛いし、少しふっくらした唇くちびるはキスを誘ってるみたいでたまらないよ」

　つつっと正輝の指が目元から鼻、唇へと降りていく。

「顔の輪りん郭かくも完かん璧ぺきだ。この顎あごの滑なめらかなラインも好きだよ。それから、このすっと長い首。遠目で見ると、きりっとしてて格好よかったな」

　指先は顎の輪郭をなぞり、それから喉のど仏ぼとけをくすぐって、鎖さ骨こつへと……。

「この鎖骨の形もいい。実際触ってみて一番驚おどろいたのは、この肌はだかな。滑らかで張りがあって凄すごく綺き麗れいだ。汗あせがじわっと滲にじみ出てきてしっとりしてきたときの手て触ざわりもいい。汗の粒つぶが肌に浮かんで、こう、玉になってつーっと滑すべり落ちていくのを見るのもセクシーでたまらない」

　それから……とまだまだなにか言おうとする正輝の口を、一弥は両手で塞ふさいだ。

「う、うっせぇよ。もう黙だまれ」

　だが、正輝に手首を摑つかまれ、あっさりその大きな片手で両手を頭の上で押さえ込まれる。

「真っ赤になって、照れちゃって……。こういうところもたまらなく可愛かわいいんだよな」

「だから、うるせぇってばっ」

「この口の悪さもいいな。キッと睨にらみつけてくるその目つきもいい。気が強い子って昔から大好きなんだ。ああ、それと、この乳ち首くび……。ちょうどつまみやすいサイズだ」

「……んっ」

　きゅっと指先でつままれて、じわっと広がる刺さすような刺し激げきに一弥は息を吞のむ。

「もともと色が淡あわいから、いじってるうちに充じゆう血けつしてくると妙に色っぽいよ。コリコリしてきたところを舌で転がしてると、ここら辺がヒクつくのも可愛いな」

　乳首をいじっていた指先がつつーっと肌を滑り、今度は脇わき腹ばらへ。

　大きな手の平で脇腹をぞろりと撫なで上げられて、たまらずに身をよじらせた。

「も、わかったからやめてくれ。もう黙ってくれよ」

　どうにもならない羞恥心から、一弥はもはや涙なみだ目めで白旗を上げた。

「もう降参？　まだまだ好きなところがたくさんあるのに……。この下腹の筋肉の感じとか、この茂しげみを手の平でそっと撫でた感じとか、唇で咥くわえたときのここの張り具合とか……」

　茂みから顔を出しているそれを指先でつつき、さらにその下の膨ふくらみへ。

「これの触り具合も凄くいい。これをいじると、太ふと股ももあたりの筋肉がピクピクするのも可愛いな。それから、ここ……」

　前戯で散々嬲なぶられ、柔らかくなっていたそこに正輝は指を差し入れた。

「……っ……」

「俺のを一いつ生しよう懸けん命めい吞み込んで柔らかくつつみこんでくれる。達いった瞬しゆん間かん、まるで絞しぼりとろうとするみたいにうねって、ぎゅうっと締しめつけてくると、俺ももう腰こし砕くだけになるよ。──カズちゃんはどう？　俺が中で達った瞬間ってどんな感じがする？」

「……」

　顔を覗のぞき込まれて聞かれたが、羞しゆう恥ち心しんでぷしゅーっとパンクしていた一弥はすでにぐったりしていて答える気力など残っていなかった。

　そうでなくとも、決して口を割ったりはしなかっただろうが……。

「カズちゃんはホントに意地っ張りだな」

　苦く笑しようした正輝は、押さえつけていた一弥の手首を解放するとぎゅっと抱き締めた。

「意地を張れば俺を喜ばせるだけだってわかってても、意地を張らずにいられないその不器用さが一番可愛いよ」

　愛いとおしげに一弥を見下ろし、大きな手で髪かみをくしゃっと撫でる。

（俺は、これが一番好きだな）

　見つめてくる優やさしい目に、頭を撫でる温かな手。

　そして意地を張らずにはいられない自分から、理性を奪い去ってくれる巧たくみなキスも……。

　ゆっくり唇が押し当てられ、少し強ごう引いんに舌が絡からんでくる。

　深くしっとりとした巧みなキスに、一弥はうっとりして目を閉じた。







　抱だき合うような形で膝ひざの上に乗せられて挿そう入にゆうされた。

　ゆらゆらと揺ゆさぶられて、一弥は甘い息を吐はく。

　身体の奥深くに埋うめ込まれた熱で、内部からじりじり焼かれて身体が溶とけていくようだ。

「ん……あ……くそっ……もっと……」

「もっと？　もっと、どうして欲しいの？」

　言わなきゃわからないよと耳元で囁ささやかれ、一弥はその優しい声の響ひびきにぶるっと甘く身体を震ふるわせた。

　挿入されてから随ずい分ぶん時間が経たっているような感じがするのに、中に入った正輝は熱くて硬かたいままだ。

　何度も抱かれたから、一弥の身体からだは正輝の熱に随分と馴な染じんでいる。

　正輝が自分の欲よくを優先して、少しぐらい乱暴に動いても平気なぐらいに……。

　だが正輝は、一弥の身体を労いたわってばかりでそれをしようとはしない。

　ただじっくりと優しく甘く穿うがたれるばかりの行こう為いは、一弥の理性をどろどろに溶かす。

　長く続く甘いだけの喜びに一弥は散々喘あえがされ、泣かされてばかりいる。

　満足しているのは確かだが、いつもどこか物足りない感じがしていた。

「俺……ばっかり……」

「ん？」

「おっさんも、もっと……楽しめよ」

「楽しんでるよ。こうして……」

「ひっ……ん、ああ」

　ぐっと腰こしを摑まれて持ちあげられ、ズッと落とされる。

　たまらず喘ぎ、身体を反らせた一弥の背中を正輝の腕うでがしっかり支えていた。

「カズちゃんがこうやって乱れる姿を眺ながめているのが一番楽しい」

「う……そだ」

「どうして？」

「だって……おっさん、いつも冷静じゃねえか」

　いつも一弥は、散々喘がされ、焦じらされた挙げ句、気が遠くなるほどの喜びと共に意識を手放す。

　その瞬間、いつも正輝の視線を感じるのだ。

　愛おしむような優しい眼まな差ざしは、愛の行為に夢中になっている雄おすの目とは微び妙みように違ちがう感じがする。

　少なくとも、一弥を喜ばせるために正輝が自分の欲よつ求きゆうを抑おさえているのは確かだった。

　荒あらい息を抑えながら一弥が訴うつたえると、正輝は困った顔をした。

「我が慢まんしてるんじゃない。カズちゃんの一番いい顔を見み逃のがしたくないんだ」

（ったく、なんだってこう……）

　観賞して楽しむだけならペットと同じだ。

　同じだけ相手に夢中になって、互たがいにどろどろになるまで抱き合いたい。

　本気で恋こいした相手だからこそ、同じ喜びを感じていたいのに……。

　でも、どうやったら夢中になってもらえるのかがわからない。

（おっさんのほうが上手だし……）

　一弥が悩なやんでいると、ぐっと背中を抱かれて繫つながったままベッドに押し倒たおされた。

「考え事は駄だ目めだよ。もっと俺に集中して」

「うっ……ああ……」

　じりじりと腰を使われ、だらだらと雫しずくを零こぼしている前を同時に擦こすり上げられた。

　強すぎる甘い刺激に意識が侵しん蝕しよくされ、思考は遮さえぎられた。

「いや……あ……っ………。──正輝」

　身体の上でじっくりと動く男の身体にぎゅっとしがみつき、譫うわ言ごとのようにその名を呼んだ途と端たん、ピタッと正輝の動きが止まった。

「……？」

　不思議に思って目を開けると、歯を食いしばりなにやら耐たえている風ふ情ぜいの正輝の顔が見える。

（なんだ？）

　なにかに今、露ろ骨こつに反応した。

　思い当たる節はひとつしかない。

　まさかこんなことでと思いながら、もう一度試ためしてみる。

「正輝？」

　おそるおそる名を呼ぶと、正輝は珍めずらしく眉み間けんに皺しわを寄せて一弥を見た。

「カズちゃん、それ、まずいって」

「名前……呼ばれんの嫌いやか？」

「逆。嬉うれしすぎてどうにかなりそうだ」

（そういや、最初からおっさん呼ばわりで、ちゃんと名前を呼んだことってなかったっけ）

　おっさん扱あつかいされることを、けっこう気にしていたのだろうか？

　なんだか急に目の前の男が可愛くなってしまって、一弥は正輝の頭を抱き寄せた。

「どうにかなっちまえよ。──な、正輝？」

　いつものお返しとばかりに、精せい一いつ杯ぱい甘い声で囁いてみる。

　その途端、ぶるっと正輝の身体が震えた。

　どうやら、甘い囁き作戦が功を奏したようだ。

　強固だった正輝の理性が、ぷつっと切れる。

「うわっ……ちょっ、なに？」

　入ったままの熱が急に身体の中で膨らんだ感覚に、一弥は狼狽うろたえた。

「……ひっ」

　そうこうしているうちに、急に正輝が激しく動きだす。

「……一弥っ」

　可愛かわいい、最高、たまらないと、正輝の荒い息が耳元で熱く囁いた。　>>>♥

　一弥は、急な変化についていくのがやっとだ。

「う……あっ……くっ……んん……」

　無我夢中の態ていで突つき上げてくるその強さに、一弥は喘ぎ、同時に呻うめく。

（……くそっ、また墓ぼ穴けつ掘ほったかも……）

　ちょっと考えが甘かったかな、との後こう悔かいが脳のう裏りをよぎる。

　それでも、それ以上に幸せだとも感じていた。

（ちゃんと俺に、夢中になってやがる）

　やっぱりこうでなきゃつまらない。

　激しい息と、強く打ちつけられる熱い熱。

　諦あきらめられないほど本気で好きになったただひとりの人に、我を忘れるぐらいに求められることが嬉しくてたまらない。

　だから、もっと夢中になれ。

「あっ……いいっ、……正輝、もっと……」

　もっと我を忘れろと、また耳元で甘く囁いてみる。

「……っ……」

　そして、望みは叶かないすぎるほどに叶った。

　その後の一弥は、我を忘れてこの身を貪むさぼろうとする愛しい男の動きに熱く翻ほん弄ろうされるまま、その汗あせで滑すべる身体に無我夢中でしがみつくことしかできなくなった。







　深い深い眠ねむりからゆうるりと意識が浮ふ上じようしてくる。

　その瞬しゆん間かん、視界に入ってきたのは赤毛のテディベアだ。

　眠る前、一弥をしっかりと抱だき締しめてくれていた腕も、頰ほおをすり寄せていた厚い胸もそこにはない。

（……おっさんは？）

　一弥がテディベアから視線を外すとすぐに正輝は見つかった。

　ベッドの脇わきに椅い子すを持ってきて、スケッチブックを広げて絵を描かいていたのだ。

　スウェットにシャツを羽織っただけの姿で、シャワーを浴びた直後らしく、髪かみが軽く湿しめっている。

（畜ちく生しよう。なんか俺、もう終わってんな）

　どんな格好をしていても、正輝がやけに格好よく見える。

　それを口に出すのが墓穴を掘る行為だと知っているから黙だまっているが……。

　甘い余よ韻いんと微かすかな甘い痛みが残る身体はやけに怠だるくて、一弥は寝ねころんだままで正輝に声をかけた。

「おっさん、なんでそうこいつに拘こだわるんだよ」

　寝ている間にわざわざテディベアと添そい寝させられる理由がわからない。

　夜に部屋に持ち帰らないとわざわざ届けに来るし、朝にダイニングキッチンに持って降りないとわざわざ取りに行く。

　拘りすぎだろうと思っていたのだが……。

「はじめて会った日、カズちゃん、俺を赤毛の熊くまだって言っただろう？」

「あ？　まあ、確かに言ったな」

「だからそれは俺の分身だ」

「なんだよ。そんな理由で、こいつを俺に寄こしたのか」

　まだテディベアが似合う子供だと思われてるのかとか、色々深読みしてしまっていた。

　そうと知ると、優やさしく扱えとか言われてぎゅっと胸に抱き締めさせられたことが、妙みようにおかしくなってくる。

「くだらねぇ」

　ぶふっと笑いつつ、ピンとテディベアをデコピンしてやると、大きいほうの熊が「イテッ」と小さく呟つぶやく。

　一弥はまたひとしきり笑った。

「で、おっさんは今なに描いてんだ？」

「相思相愛になった日のカズちゃんを、こうして絵の中に描き留めているんだ」

　ほら、と正輝はスケッチブックを開いて一弥に見せた。

「……げっ」

　そこに描いてあるのは、テディベアに添い寝されて眠っている自分の寝顔だ。

　あまりのメルヘンぶりに一弥は目が点になる。

「な、なんつーもの描いてんだよ！」

「可愛いだろう？」

　慌あわてる一弥に、正輝は得意気に微笑ほほえむ。

　あまりに平和そうなその微笑みに、一弥はすっかり力が抜ぬけてしまった。

「おっさん、あんまそういうの描くなよ」

　肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がいだと文句は言ったが、さすがに破けとは言えなかった。

　絵の中に描かれた、酷ひどく安心しきった自分の寝顔になにやらほっとしてしまったから……。

（……ま、いっか）

　だがとりあえず、このスケッチは誰だれにも見せないと正輝に約束させなければならない。

　温かな寝ね床どこに名残なごり惜おしさを感じながらも、一弥は甘い余韻が残る怠い身体からだをゆっくりとベッドの上に起こしていった。
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「はい、これ」

　ある日、美香から育児書を三冊ほど渡わたされた。

「勉強しといてね」

「なんで俺が？　ってか美香サン、できたの？」

　聞くと、美香はにっこり笑って頷うなずいた。

「よかったな。……でも、なんで俺が育児書読まなきゃなんねぇんだよ。まさか、これも仕事のうちだなんて言わねぇよな？」

「さすがに言わないわよ。でも、ほら。出産後はこの家に一ヶ月ほどお世話になる予定だから、念ねんの為ために覚えてもらえてると心強いと思って」

「ここで、赤ちゃん育てんの⁉」

「そうよ。あたし、実家とかないじゃない？　ダーリンの両親はオーストラリア在住だから頼たよれないし、退院後に体調が整わないうちにすぐひとりで育児って大変そうじゃない？　でね、まだまだ先の話だけどさ、そのときは一弥の部屋をあたしと赤ちゃんに貸してね」

「三階は上り下りが大変じゃねぇ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。作品運うん搬ぱん用のエレベーターを動かすから」

「おっさんはなんて？」

「正輝がそうしろって言ったのよ。全面的に協力するって」

「うわっ、言いそうだ」

　美香とは兄妹きようだいみたいな関係だし、そもそも正輝は子供好きだから美香の子ならもうメロメロになりそうだ。

「一弥もよろしくね」

　当然のような顔で言われて、一弥は頷くしかなかった。




　正輝がいいと言ったら、この家ではそれでもうオールオッケーなのだ。

　正輝の望むことは、はっきり言って誰にも止められない。

　少し前、一弥がそれを実感する出来事があった。

　初給料を貰もらった日のことだ。

　美香の手書きの明細を見て、一弥は目が点になった。

「美香サン、なにこれ？」

「少ない？　大卒の平均初任給を軽く超こえてるはずなのに」

「いや、そうじゃなくてさ。この百円ってなんなんだ？」

　家賃百円、水道光熱費百円、そしてローンも百円。

「正輝がそうしろって言ったのよ」

　一弥がどうしても払はらうと言うから、仕方なく形だけ受け取ることにしたいと……。

「ローンの百円は？　そんなんじゃ百年払っても払いきらねぇぞ」

「別に払い切らなくても正輝は構わないんでしょ」

「だったら、いっそチャラにしてくれりゃいいのに……」

　多額の借金があるという事実は、けっこう胸に重い。

「さすがにそれは無理じゃない？　あの正輝が、一弥を縛しばっておけるネタを手放すとも思えないし」

「へ？」

　美香の言葉に、一弥はまた目が点になった。

「俺、縛られてんの？」

「やだ。自覚なかったの？　外そと堀ぼりからガツガツ埋うめられて、ここに引っ張り込まれたようなもんじゃない」

（そうなのか？）

　一弥は、今までのことをあれこれ思い出してみた。

（そうか……。あの絵だって、別に俺が買い取らなくてもよかったんだよな）

　傷つこうが傷つくまいが、正輝はあの絵を外に出して売る気はなかったのだから……。

　引っ越こしに関しても正輝に押された結果だし、もともと縁えんが切れていたとはいえ、正輝が脅おどしたことで実家との繫つながりも完全に絶たれた。

　この先、どこかでたまたま顔を合わせるようなことがあっても、きっと向こうから話しかけてくることはないだろう。

（そういや、鎖くさりで繫がれたこともあったよなぁ）

　普ふ通つうの人間は、一時的に足止めするためだけに監かん禁きんまがいのことはしないような気がする。

　やるとしたら、ここにいてくれとメモを書きおいておくぐらいだろう。

「……おっさんってさ、実は案外性格悪い？」

「今さらなに言ってるの。悪いに決まってるでしょ」

　当たり前のような顔で美香が断言した。

「子供の頃ころから大人の意見をまったく聞かない、超ちよう自己中心的な奴やつだったんだから……。天才だってちやほやされすぎたのかもね。気に入ってる人には優しいけど、そうじゃない人には容よう赦しやないし……。ああ、そうだ。以前ね、仕事相手の画商にあたしがセクハラされたときなんて、もう怒おこっちゃって大変だったのよ。あちこちに根回しして、そこから客を奪うばい取って資し金きん繰ぐりを悪化させて、結果的に潰つぶしちゃったんだから」

　けっこう大きい画商だったんだけどね、と美香が言う。

（げっ。だからだったのか）

　パーティーでちょっとトラブッたぐらいのことで、父親の会社の経営状態が悪化するだなんて随ずい分ぶんと大おお袈げ裟さなことになったもんだと呆あきれていたが、そういう前歴があったからこそ周囲が過か剰じように動いてしまっていたのだ。

「一弥、気づいてなかったの？」

「……まあな」

（でも、そうだよなぁ。あんだけ押しが強くて我が儘ままだったら、ただ優やさしいだけの奴のわけがねぇか）

　目元がやけに優しいからその印象が先に立ってしまい、実像のほうがぼやけてしまっていたようだ。

　だが、今さら気づいても、こんなに惚ほれてしまった後ではもうなにもかもが手て遅おくれだ。

　色々と墓ぼ穴けつを掘ほってきたが、これが一番の大物かもしれない。

（……それでも、ま、いっか）

　抜けられないほどの大きな墓穴の底は、今までいたどこよりも居い心地ごこちがいいのだから……。

　一弥は苦く笑しようしながらすんなり諦あきらめることにした。







「俺は赤ん坊ぼうには触さわらねぇからな」

　その日の夜、ふたりでまったり酒を飲んでいるときに一弥は正輝にそう宣言した。

　汚よごれ物を洗せん濯たくしたりミルクの準備をしたりなんかはいくらでも協力できるが、赤ん坊には触りたくない。

　小さくてふにゃふにゃして弱っちそうなものに触るのが、はっきり言って怖こわいのだ。

「わかってる。一弥には美香の仕事を全面的に引き継ついでもらわなきゃならないしな。そっちは俺が全面的にサポートするから」

　ウイスキーを飲みつつ、スケッチブックを開いてのんびり絵を描かいていた正輝が、やけに嬉うれしそうに楽しみだなぁと微笑ほほえむ。

「いっぱい産んだら、ひとりぐらい家うちに貰えないかな」

「駄だ目めに決まってんだろ。事情があるならともかく、ちゃんと愛情注いでくれる実の母親に育てられるのが一番なんだからさ」

「そうか」

　正輝は露ろ骨こつにがっかりする。

「ったく、子供はいずれ育って離はなれていくから嫌いやだってんじゃなかったっけか？」

「そうだな。……たまに子こ守もりするぐらいがちょうどいいか」

「そうそう。おっさんにはもうこの俺がいるんだから、そう欲よく張ばるなよ」

　軽く肩かたを竦すくめて流し目をくれると、「そうだな」と正輝は眩まぶしそうに目を細めた。

「しっかし、まさかこの俺が赤ん坊の世話を手伝うことになるなんてな。人生わかんねぇもんだ。──ここなら親父おやじ達もなにも言わねぇだろうって、一部上場企き業ぎように得意満面で就職したはずだったのに」

　思いがけずそこをクビになり、流されるまま正輝の腕うでの中に辿たどり着いてしまっていた。

　一弥はウイスキーを舐なめながら、なんだかしみじみとした気分になる。

「よくよく考えてみると、自分の将来とかろくに考えたことなかったよなぁ」

　親から馬ば鹿かにされない大学をただ目指し、馬鹿にされない一流企業を狙ねらった。

　そんな親への拘こだわりから解放された今、ふと思う。

「普通の家で育ってたら、もっと違ちがった道を選んでたのかも……」

　ただ上ばかりを目指したりせず、好きなものに足を止めることもあったのかもしれない。

　趣しゆ味みみたいなものだからと楽しげに仕事をしている正輝を見ていると、特にそう思うのだ。

「俺は趣味すらねぇしなぁ」

　ウイスキーの酔よいにまかせて、一弥はぼそぼそと独り言のようにそんな話をした。

「好きにすればいい」

　スケッチブックに絵を描きながら、黙だまって聞いていた正輝が言った。

「ん？」

「これから、いくらでも好きなことをすればいいよ。協力するからさ」

「噓うそつけ。俺がここを出るとか行ったら邪じや魔ますんじゃねぇの」

「当たり前だろう。好きなことをするためにここの仕事を辞やめるのは許すけど、俺から離れるのは許さない」

「……わかってるって」

（終わってるなぁ）

　独どく占せん欲よくという名の束そく縛ばくが心地ここちいいのだから……。

（……ま、いっか。とりあえずこのままでも）

　好きなことをすればいいと言うのなら、今の道は間ま違ちがいじゃないだろう。

　いつも簡単に諦める一弥が、ただひとり諦められない人。

　その人の仕事をサポートして、その人が好きなように仕事できる環かん境きようを整えるのはけっこう楽しい仕事だったりするのだから。

「おっさん、今なに描いてんだ？」

　寝ね顔がおを描かれたスケッチを見て以来、なにやら照れくさくて正輝のスケッチを見るのを避さけていたのだが、ふと気になった一弥は、正輝のスケッチブックに指を引っかけパタンとテーブルに倒たおしてみた。

「げっ」

　画面を見た途と端たん、一弥の目が点になる。

「これって……」

　スケッチされているのは、やっぱり以前のスケッチと同じでベッド上の一弥の姿だった。

　だが寝顔ではなく、あきらかにやっている最中の表情で……。

「昨夜ゆうべのカズちゃんだよ。なかなかいいできだろう？」

　今のところ、一番気に入ってるのがこれで……と、正輝がペラペラとスケッチブックを捲めくる。

　ページが捲れる度たび、次々に一弥の絵が出てくる。

　仕事中や食事している姿もあるが、そのほとんどがベッド上でよがっている姿ばかりだ。

「ちょっ、な、なに描いてやがんだっ！」

　かかーっと、一弥は一気に真っ赤になった。

　正輝の記き憶おくに残っている自分の姿を、じっくり何度も長時間にわたって思い出されながら描かれたのだと思うと、はっきり言ってリアルなハメ撮どり写真より恥はずかしい。

「描くなっ！　寄こせ！　今すぐ俺が燃やしてやる！」

　慌あわてて立ち上がりスケッチブックを奪い取ろうとしたが、すかさず立ち上がった正輝にひょいっと逃にげられた。

「俺の大事な思い出を燃やしちゃうのか？」

「大事なって……」

「このスケッチブックは、俺にとっては日記みたいなものだ。かけ替がえのない人生の記録なんだよ。描くなって言われるとけっこう辛つらいなぁ」

　正輝になにやらしょんぼりされてしまって、一弥はぐっと言葉に詰つまった。

（そういや、愛ちゃんのスケッチも大量にあったっけ）

　写真を撮とったりビデオを撮ったり、人生の折々に記録を残すのは誰だれでもやっていることだ。

　正輝はそれをスケッチという手段でやっているだけで、それをやめろというのは酷こくなような気もする。

　だが……。

「──それ、誰にも見せないって約束できるか？」

「見せなきゃ描いてもいいのか？」

　一弥は渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「あんたが死んだら、すぐに処分するけどな。うっかり売りものになったりしたらたまったもんじゃねぇし」

　それでいいか？　と聞くと、正輝は嬉き々きとして頷いた。

「もちろん。それって、死ぬまで一いつ緒しよにいてくれるってことだろう？」

　こんなに嬉しい話はないよと正輝が目を細める。

「感謝しろよ」

　偉えらそうに頷きながらも、その実、嬉しそうな正輝を見れて一弥だってけっこう嬉しい。

　諦めきれない人が、自分と共にあることをこんなに喜んでくれているのだ。

　これで嬉しくなかったら噓だ。

（ああ、でも、スケッチブックの収納場所を考えとかねぇとな）

　正輝と自分以外の人間には、絶対に開けられない鍵かぎも必要だ。

　この先の人生、正輝がいったいどれだけのスケッチブックを消費するかわからないから、スペースも充じゆう分ぶんに必要だろうし……。

　面めん倒どうなことになったなと、一弥はひとり苦く笑しようしていた。
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『宮みや澤ざわ、久しぶりー』

　携けい帯たい越ごしに久しぶりに聞く直なお己みの声は、以前同様のんびりと元気そうだった。

　会社を辞めるつもりだと言う直己と携帯で話し、ケリがついたら飲もうと約束してから一ヶ月以上もすぎている。

　その間ずっと直己のことが気になってはいたものの、一かず弥やのほうは新しくはじまった生活に忙いそがしく、少しばかり気まずいこともあったりしてこちらからは連れん絡らくできずじまいだったのだ。

「おう、そっちは落ち着いたのか？」

『うん。思いがけずちょっと慌あわただしいことになってたんだけど、やっと落ち着いたところ。色々報告したいこともあるし、明日会えないかな？』

「会えるに決まってんだろ。フロートで七時にどうだ？」

『わかった。じゃ、明日』

　よし、と知らず知らずのうちに口元を緩ゆるめながら携帯を切り、ふと顔を上げると、バチッと正まさ輝きと視線が合った。

「明日、フロートに？」

　鉛えん筆ぴつを手にスケッチブックを広げたままの姿で、正輝が話しかけてくる。

「ああ。久しぶりに直己に会うんだ」

「直己って、はじめて会った日に一いつ緒しよに飲んでた子だよな？」

「そ。同じ大学卒の友達」

　友達、の部分を強調して頷うなずく。

「あいつも俺と同じで、新卒で入った会社を辞めるって話をしてたからさ。落ち着いたら飲もうって約束してたんだ。やっと一段落ついたみたいだから、明日ちょっと行ってくる」

「そうか。じゃあ、俺も行こうかな」

「はぁ？　なんでおっさんがついてくるんだよ」

　思いがけない正輝の言葉に、一弥は目が点になる。

　正輝のほうは、一弥のそんな反応に不思議そうな顔をした。

「俺を友達に紹しよう介かいしてくれないのか？　これが俺の最愛の恋こい人びとですって」

「いや、そりゃちょっとマズイかも……」

「どうして？　あの子もゲイなんだろう？　まさか、俺に紹介したくない理由があったりしないよな」

　正輝は軽く唇くちびるの端はしを上げた。

　その笑え顔がおがちょっと怖こわくて、一弥はぞぞっと背筋を震ふるわせる。

（そういや、はじめて会った日に、あの子は恋人かってしつこく聞いてきたっけ）

　そのときにただの友達だとしっかり否定しておいたはずなのだが、あれでちゃんと疑ぎ惑わくを晴らせなかったのだろうか？

（おっさん、けっこう勘かんが鋭するどいし……）

　大学時代の一弥が直己に惚ほれていたことは話していないが、一緒にいる姿を見たときになにか感じることがあったのかもしれない。

　変に疑われないよう、慎しん重ちように対応しないと厄やつ介かいなことになると一弥は気を引き締しめる。

「そうだけどさ。……あいつ最近、恋人……っていうか、その手の相手と別れたばっかでさ。俺ばっか恋人を連れてくのはちょっと気まずいっていうか……。立ちなおってるかどうかもまだちょっとわかんねぇし、とりあえず今回は様子見ってことにしといてくれよ」

　紹介はまた今度な、と軽く手を合わせて拝んでみる。

「そうか、わかった」

　正輝は軽く頷くと、またスケッチブックに視線を落とした。




　　　　☆




「んじゃ、行ってくる。終電前にはちゃんと帰るからさ」

「行ってらっしゃい。飲み過ぎるなよ」

「わかってるって」

　少し寂さびしそうな正輝に見送られて家を出た。

（ちょっと可哀かわい想そうな気もするけど、やっぱどうしたっておっさんは連れてけねぇよなぁ）

　ふたつほど気まずいことがあるのだ。

　まずひとつは、直己が肉体関係のある遊び相手と別れたと携帯の通話で聞いたときに、一弥がつい本気で喜んでしまったことに関係している。

（今から思うとありゃまずかった）

　──そりゃ、よかった。遊びなんかで続くわけないと思ったんだ。

　そんな風に露ろ骨こつに喜ぶ自分の声を、直己はいったいどんな気持ちで聞いただろう？

　あの頃ころの一弥は、まだ正輝への本気の恋心を自覚していなかった。

　だからわかっていなかったのだ。

　本気で恋した相手を、自ら手放すことの辛つらさを……。

　でも、諦あきらめきれない人を手に入れた今なら、その辛さを想像することぐらいならできる。

（俺にゃムリだな）

　本気で恋した相手を、自ら手放すことなんて絶対にできない。

　一弥には、そんな強さの持ち合わせはない。

（けっきょく、俺はお袋ふくろに似てるのか……）

　外見は父親似で、内面は母親似。

　愛した男との別れを受け入れることができずに、辛い現実から逃とう避ひしてしまった母親。

　彼女の気持ちが、今の一弥には少しだけ理解できる。

　真しん剣けんな恋をしたことで、それまで見えなかった人の気持ちが少しずつ見えるようになった。

　かつての自分の棘とげのある発言をなかったことにはできないが、その無神経さを謝ることならできる。

　真剣に恋した相手と別れたばかりで辛かっただろう直己に、労いたわる言葉のひとつもかけてやれずにいたことも……。

　だから今、一弥は直己にきちんと謝りたいと思っている。

　そのときに正輝が側そばにいるのは困るのだ。

　自分も真剣な恋をしたから少しは直己の気持ちがわかるだなんて口にしたら、直己そっちのけで、正輝が大喜びで絡からんでくるに違ちがいないからだ。

（おっさんがいたら絶対に話になんねぇ）

　だからこそ、今回の同行は遠えん慮りよした。

　もうひとつの気まずさも、やっぱり正輝に関かかわることだった。

　大学時代、一弥は常に直己の前では強気に振ふる舞まっていた。

　ネコはやらないタチだけだと宣言し、いつもオスとして凜りんとした態度を貫つらぬいていた。

　そんな自分が今、毎夜のように正輝に抱だかれてメロメロになっている。

　その事実を隠かくすつもりはないが、いきなり正輝とツーショットで会うのはさすがに避さけたい。

　肩かたを抱かれたり、髪かみを撫なでられたりして、つい気持ちが緩んでしまう自分の姿を見られて、こんな奴やつだったのかとびっくりされたくない。

　まず自分の口からその事実を告げることで、あまりびっくりされないように下準備をしておきたかった。

（ま、直己は俺と違って、あんま気にしねぇだろうけどさ）

　恥はじも外聞もない、ネコもタチも関係ない。

　恋した相手と一緒にいられるのなら、それだけで幸せだと本気で言えてしまうようなロマンチック思考の持ち主だから……。







（ちょっと遅おくれたか……）

　フロートのドアの前に辿たどり着き、腕うで時ど計けいで時間を確かく認にんしたら約束した時間から十分ほどすぎていた。

　直己のことだからこの程度の遅ち刻こくはまったく気にしていないだろう。

　きっとひとりでのんびりビールでも飲んで待っているはずだとドアを開けて店内に入ると、予想通りカウンターでグラスを傾かたむける直己の姿が視界に入った。

　やつれた様子もなく元気そうで、少しほっとしたが、ひとつ予想とは違うことがある。

　直己はひとりではなく、顔かお馴な染じみのおねえ言葉のバーテンダーが、カウンターから身を乗り出すようにしてなにやら熱心に直己に話をしていたことだ。

　直己もまた、身を乗り出して熱心にその話を聞いている。

（ふたりでなにしゃべってやがるんだ？）

　店内に入り、三歩ほど進んだところで、なんだか酷ひどく嫌いやな予感がして一弥はピタッと足を止めた。

「あ、久しぶり」

　そんな一弥に気づいた直己が、にっこり微笑ほほえんでカウンターから手を振ってくる。

　そしてまた、おねえ言葉のバーテンダーも一弥を見て、ニヤリ、と不気味に微笑んだ。

（げっ）

　その不気味な笑顔に、一弥の脳のう裏りにピカッと赤信号が灯ともる。

（もしかしてあいつ、おっさんとのこと直己にしゃべったのか？）

　背筋にぞぞっと悪お寒かんが走った。

　あのバーテンダーは、一弥と正輝の馴なれ初そめを知っている。

　あのカウンターで正輝に口説かれた一弥が、すっかり酔よっぱらい、誘さそわれるまま正輝の家にお持ち帰りされたことを。

（いや、あいつは違う風に思ってたんだっけ）

　面食いの一弥が美形の正輝に惚れて、おまえん家で飲み直してやってもいいぜ～などと自分から正輝と腕うでを組み、自らをお持ち帰りさせたと……。

（やべぇ）

　自分から媚こびを売って男についていっただなんて風に直己に誤解されたくない。

　好きだった子の前では、やっぱり格好よく振る舞っていたいのだ。

（な、なんとかして誤ご魔ま化かさねぇと……）

　その場に立ち止まったまま、冷や汗あせをかきつつ直己に手を振り返したとき、背後のドアが開く気配がした。

　その途と端たん、ニヤリと不気味に微笑んでいたバーテンダーの顔に、ハートマークが飛び散りそうな満面の笑えみが浮うかんだ。

　そしてその熱い視線は、一弥の頭上に注がれていて……。

　一弥の脳裏に、ピカッとまた赤信号が灯った。

（……まさか）

　くるなと言ったはずなのに、きてしまったんだろうか？

（おっさん、基本的に人の言うこと聞かねぇし……）

　表面上は穏おだやかでも、その内面は自己中で我が儘まま。

　正輝は、大人しく人の言うことを聞いてくれるようなタマじゃない。

　行くと決めたら、誰だれが止めようと行く。

　それを失念していた自分を一弥は心底悔くやんだ。

（くそっ、こっそり違う店に変へん更こうしとけばよかったぜ）

　そうしていたらバーテンダーに余計なことを言わせずに済んだし、正輝をやり過ごすこともできたのに……。

　今さらだが、自分の詰つめの甘さに後こう悔かいしきりだ。

（……ふ、振り向きたくねぇ）

　前にも赤信号、後ろにも赤信号。

　そして、身動きできずにいる一弥の肩に、ぽんっと覚えのある大きな手が乗せられた。







　あとがき







　こんにちは、もしくは、はじめまして。黒崎あつしでございます。

『熱愛未経験。』ということで、前作『恋愛未経験。』のスピンオフである今作は、はじめての真しん剣けんな恋こいをどう扱あつかっていいやらわからず、戸と惑まどいまくっている主人公のお話です。短気な一弥が、ザクザクと墓ぼ穴けつを掘ほりまくるさまを書くのはかなり楽しかったです。




　六[image: 芦]かえで先生、前作に引き続き、魅み力りよく的なイラストをありがとうございます。

　担当さん、今回も冷や冷やさせて申し訳ない。反省はしてるんです。いつもごめんね。




　この本を手に取ってくださった皆みなさま方にも心から感謝しています。

　皆さまが、少しでも楽しいひとときを過ごされますように。

　またお目にかかれる日がくることを祈いのりつつ……。




　　二〇一〇年十二月


黒崎あつし　　
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